











































ＨＪ文庫

百花繚乱　巻ノ拾参

すずきあきら







口絵・本文イラスト　Ｎｉ　































【目次】



壱◆大奥騒乱

弐◆将軍と御台所

参◆空の直政、地の忠次

肆◆慶彦の「剣妃」

伍◆金環食

あとがき










壱◆大奥騒乱





　　　　　１



「柳生やぎゆう、十じゆう兵べ衛え……なのか？」

　そこにいた柳生道場の面々、誰だれしもが思った。つぶやいていた。

　天てん城じようと呼び称される江え戸ど城じよう、本丸御ご殿てん。

　その大おお奥おくに潜せん入にゆうした柳生宗むね朗あきらたち。

　十兵衛、猿さる飛とび佐さ助すけ、それに、いまは道場に合流している前まえ田だ慶けい次じと上うえ杉すぎ景かげ勝かつ。

　その目の前に現われた「剣姫マスターサムライ」。

　宗朗と妹の十兵衛の唇くちびるが触ふれ合あって現出するのは「剣姫マスターサムライ」の十兵衛だ。

　しかしいま、宗朗が目にしているのは、

「その姿、本当に十兵衛……」

「ネコみたいな耳があるぜ。いいのか」

「……尻尾しつぽは、ないの？」

「ウキュ、キュー！」

　疑う、というよりつい見入ってしまうのも無理はない。

　確かに姿形は十兵衛だ。「剣姫マスターサムライ」十兵衛と妹十兵衛は、容姿に違ちがいはない。

　ただ、ひと目でわかる顔つきや姿勢、なにより本人を包む雰ふん囲い気き、闘気が圧あつ倒とう的てきに違う。見み間ま違ちがえることはない。

　しかるに眼前の十兵衛は。

　紅あかかった髪かみが輝かがやく白銀になり、頭頂部には耳のような房ふさまで。

　加えて、鎧よろいの一部のような肩かた当あてや背中の提ちよう灯ちん。それらはどこにも触れていないように見える。

「なんだ。なにを見ている」

　暴風のように渦うず巻まいていた「氣」の流れがようやく鎮しずまるころ、当の十兵衛が口を開いた。

「よかった。十兵衛には違いないんだな。でも」

　宗朗の視線の先を、十兵衛も目でなぞる。自分の頭の上へ手を伸のばし、

「……ん？」

　ピョコンと立った「耳」に触れた。顔色が変わる。

「なん、だ。これは」

　しかし手でつかもうとすると「耳」はピョコピョコ揺ゆれる。イヤそうに避よけたり警けい戒かいするように伏ふせたり。

「あれ、本当に耳なんだな」

「髪の房ではなかった」

　慶次と景勝が言葉を交かわす中、

「バカな、耳、だと」

　十兵衛は困ったような怒おこったような、頬ほほを染めながら、中ちゆう途と半はん端ぱな表情になる。どうやら本人も戸と惑まどっているらしい。

　その証しよう拠こに、宗朗を見ると、

「これは、どういうことだ！」

　詰つめ寄よるから、

「どういうことって、ぼくもわからないよ。十兵衛さんが自分でわからないのなら、その姿は」

「修しゆ行ぎようの成果が出たのかもしれねえな」

　宗朗が言い、慶次が続ける。

「『氣』を意識して流れをつかみ、取り込みやがった。なるほどな。『剣姫マスターサムライ』だとこんな目に見える変化も起きるってわけだ」

「でも、キツネみたいな耳は」

「そうだ、これは、なぜこんなことに」

　景勝が見つめるその耳を、十兵衛も困こん惑わくしてもう一度手をやる。ピクン、揺れる耳。

「おそらく、妹十兵衛のほうの気持ちが混じって来てるな。ほら、あいつはいろいろ、かわいいもんが好きだろ」

　慶次の言うとおり、十兵衛はふだんからかわいいものに目がない。

　伊だ達て政まさ宗むねの従者の片かた倉くら小こ十じゆう郎ろう、徳とく川がわ四し天てん王のうのひとり、本ほん多だ忠ただ勝かつなど、かわいいと見れば抑おさえがきかず、揉もみくちゃにするまで愛あい撫ぶして閉口されたり、は定番だ。

　かわいい姿になりたい、という妹十兵衛の意識が混じって、いまの「剣姫マスターサムライ」十兵衛の姿を作ったとしたら、

「この耳は、それで……」

　いまいましげに自分の耳に触れながら、どこか納なつ得とくしたような十兵衛。

「ちょっと、いつまでやってんのよ！　雁がん首くびそろえて柳生道場のヘタレ『剣姫マスターサムライ』と東北の田舎いなかサムライどもがぁ！　この徳川千せんをいつまで待たせんだって、言ってんだろ！」

　声が飛ぶ。

　というより、宗朗たちは声の主、千せん姫ひめと対たい峙じしているのだ。

　もともと大奥への潜入も、囚とらわれた千姫を救い出すための算段だ。しかし千姫との再会は、意外な形で果たされることになった。

「まぁ、ヘタレとハンパな『剣姫マスターサムライ』と田舎者どもがどんだけ集まったところで、この千の新しい力にはちっともかなわないって、決まってんのよね」

　不敵に笑う。千姫のその姿。

　これまでの、制服に和装の打うち掛かけを組み合わせたものとはまったく違う、極限まで肌はだを曝さらしたボンデージファッション。

　右みぎ腕うで全体を覆おおう西洋風ガントレット。その手が握にぎるのも、これまでの薙刀なぎなたではなく、長なが柄えの洋大おお鎌かま、デスサイズだ。

「御お姫ひいさま、目をおさましになってください！　この半はん蔵ぞうの油断から御姫さまをこんな目に。けれど必ず連れ帰り、元にお戻もどし……」

「あー、うっさいわね！　おまえとこれまでつるんでぬるったらしい学園生活とか、なんになったっていうのよ。そういう友情ごっこ、千はもう飽あき飽きなのよ！」

　半蔵の言葉を一いつ顧こだにしない千姫。

　そのまわりには、忍にん者じや装束の者たちが六人。

　いずれも大奥の警備をつかさどるサムライ少女たちだ。

　大奥は将軍以外、男子禁制。

　そのため、警備などもすべて女子が当たる。

　完全に宗朗たちの正体がバレてしまったいま、サムライ少女はさらに増えて来る。

　ふだん、お小こ姓しよう、女中、中臈、といった大奥につめる少女、女性たちがすべて、

「サムライだっていうのかよ」

「もとサムライも含ふくめて、そうかも」

　慶次や景勝がそれに相対するが、数の不利は隠かくしようがない。

　周りをすっかり取り囲まれながら、しかし宗朗は刀を抜ぬけない。

「くっ……！　ここは殿でん中ちゆうだ。ぼくらが刀を抜けば……」

　潜入のための女装で、もとより大だい刀とうは持ち込んでいない。しかし隠し持もった脇わき差ざしも、柄をつかんだまま躊ちゆう躇ちよする宗朗。

「相手が白はく刃じんをさらしている。いまさら何をためらう」

　とは、くだんの十兵衛だ。

　その刀。

「十兵衛、それは」

　最初に現われたときには光と「氣」の渦うずで見えなかった。

　しかしその手の大刀「三池典太」は、はなから鞘さやなどなかったように抜き放たれている。

　それまでの十兵衛といえば、大小を腿ももにくくりつけた姿で、そこから繰くり出される変則剣けん法ぽうがなにより目を惹ひくものだった。

　脇差しのほうもいまは、左ひだり腕うでの腕うで当てに装着されていた。

「変わったのか。剣けん技ぎも」

「あー、もうまどろっこしいわね。抜いたとか抜かないとか、どうでもいいわよ。どうせおまえたち、全員ここから帰ることなんかできない。この大奥の白はく砂さで骸むくろを並べることになるんだから」

　業ごうを煮にやしたように千姫が進み出る。

「フフッ、口だけじゃないって、千が見せてあげるわ。おまえたち、手を出すんじゃないわよ」

　サムライ少女たちに言うと、デスサイズをかまえる。

　血のように紅い刃やいばがきらめいた。

「ほら、誰が相手なの！」

　すでに、曲くせ者もの侵しん入にゆうの警報は城の全域にわたって発せられていた。

　中庭を挟はさんだ中なか奥おくにも警備の兵は出張ってきていて、武器を構えて宗朗たちを狙ねらっている。

　彼かれらが庭や門を越えてこちら側へやって来ないのは、ひとえに大奥の男子禁制という禁きん忌きのせいだ。

　そのために、宗朗たちにとっては、大奥の中のサムライたちだけを相手にすればいい。とはいえ、

「いっせいに来られたら、さすがに保たねえかもな」

　慶次が笑う。キュッ、と唇を噛かみしめる。その背中に、

「そのときは、いっしょ」

　景勝が寄り添そう。

　ひとりひとりが相手なら、負ける気はしない彼かの女じよたちでも、自らの身をかえりみずに攻こう撃げきしてくる敵にはかなわない。

　最初の五人を倒たおしても、あとの十人が殺さつ到とうして来たら防ぐ術は限りなく低い。

　なにしろ敵は、犠ぎ牲せいが出るのをあたりまえ、仲間に刃が及およんでもかまわないという特とつ攻こう剣けん法ぽうを取ってくる。

（それでも、ここは大奥。飛び道具を使わないだけマシか）

　宗朗が思いながら進み出ようとすると、

「御姫さま、わたしがお相手させていただきます！」

　半蔵が、その間に割って入った。

　その手にいつもの忍者刀や大手しゆ裏り剣けんはない。囚われたときに武器を奪うばわれているため、宗朗のように脇差しのみだ。

　必死の表情の半蔵にも、千姫は酷こく薄はくな笑いを浮うかべる。

「いまの千に、おまえがかなうとでも思ってるの。それに、おまえは千の首を取りには来ない。でもね、同じように千が手加減すると思っていたら、大おお間ま違ちがいよ」

　言うが早いか、千姫の姿がゆらめいた。

　と思うと、

「！」

　いっきに間合いを詰め、デスサイズの刃をぴたり、半蔵の首を刈かり込むように当てている。

「この鎌をちょっと引くだけで、おまえの首が飛んじゃうんだけど、それでもいいの。どう？　いいかって、聞いてんだよ！」

　皮肉めいた笑えみから一転、感情を爆ばく発はつさせる千姫。

　そのせいかデスサイズがぶれ、半蔵の首から鮮せん血けつが一条ひとすじ、滴したたり落おちる。

「ぁあっ」

　思わず目をつむり、恐きよう怖ふを露あらわにする半蔵。
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「委員長っ！」

「まずいぜ」

　半蔵とて「剣姫マスターサムライ」のひとり。

　得意の武器は持たなくとも、なみのサムライなどには引けを取らない。

　それをこうもたやすく、しかも心底からの恐怖まで与あたえてしまうほどの力。相手が半蔵にとっての千姫だから、という以上の、圧倒的な戦力差がある。

（見えなかった。千姫さまの動きが。十兵衛のような速さとは違うみたいに感じる。けどいまは）

　宗朗は思う。が、そこに拘こう泥でいしている場合ではない。半蔵を助けなくては。

　けれど能力の根源が見えなくては勝つこともまた難しい。

　どうすれば……。

「こんなときくらい、頼たよりにしてもらってもよかろう」

　すっ、と前へ出るのは、

「十兵衛！　でも」

「徳川の姫ひめの新しき力とやら、興味がある」

　十兵衛だった。前へ出た、と思ったときにはもう、デスサイズの刃をかいくぐって半蔵を救い出している。

「してやったつもりかよ！　だったらこれで、どうなの！」

　彼女の言葉とは思えない乱暴な口調も混ざって、一気に前へ出てくる千姫とデスサイズ。

「ふっ」

　十兵衛はそれを大刀で受けた。しかし、

「はんっ！　止めたつもり？」

　千姫のデスサイズが鋭するどく引かれる。

　デスサイズの動きは大きく三つある。

　横よこ殴なぐりに振ふる。この場合はおもに鎌の刃で斬きりつける。縦に振るう。こっちは鎌の切っ先を突つき立たてる。

　そしてもうひとつ、いったん相手の背後に鎌の刃を渡わたし、引っ張り込みながら斬る。

　人体のような軟らかいものなら斬り裂さき、武器なら敵の手から奪い取とる。

　いま千姫の鎌の刃は、十兵衛の刀を巻いて鍵かぎのようにからんでいる。そのまま千姫がデスサイズをこじるように引くと、

「うっ！」

　十兵衛の手から三池典太が奪い取られる。

　それは鋭く後方へ飛んで、

「なんですって!?」

　飛んだのは大刀ではなかった。十兵衛自身も、跳とんでいた。

　もちろんデスサイズの動きを読んでのこと。

　抵てい抗こうしたり避けたりする代わりに、引っ張り取るデスサイズの力も借りて、十兵衛が千姫の胸むなもとへ突とつ進しんする。

「終わりだ。鎌を捨てろ」

　低く、鋭く言い放つ十兵衛。

　薙刀もそうだが、デスサイズも長さのある武器だけにふところへ飛び込まれると弱い。

　十兵衛の大刀がすでにデスサイズをかわしている以上、もう千姫には防ぐ術がないように思われた。

「甘あまい甘い甘い甘いんだよ！　そんな程度の刺突で、千をどうにかできるって、思ってんのかよぉ！」

　言うが早いか、千姫は十兵衛に背中を向ける。

　背中の黒いマントがひるがえり、中の緋ひ色いろがあざやかにはためいた。

「ぅん!?」

　十兵衛の突きなら当然マントを貫つらぬくことができる。そう見えた。

　しかしただの繊せん維いではない。一種の防ぼう御ぎよマントで、なめした革のようなしなやかさを持ち、刃は物ものを簡単に滑すべらせてしまう。

　それ自体の耐たい久きゆう性せいも高く、容易には斬ることも裂くこともできない。

　横殴りに襲おそうマントは十兵衛の目も一瞬くらませている。その結果、

「千は、ここよ！」

　マントの切れ間から、千姫が現われた。

　一周して、身をさらしたのだ。

　つまり十兵衛の大刀を避けるため、千姫はデスサイズとともに一回転してふたたび攻撃を繰り出してきたことになる。

　途と中ちゆう、マントによる防御を行いつつ、だ。

　十兵衛の背後を巻くようにデスサイズの刃が迫せまる。

　こんどこそ、胴どうを薙ないでまっぷたつに両断される。そう見えた刹せつ那な、十兵衛の背後に飛び来たものがある。

　ガギッ！　金属の噛み合わさる音とともに、デスサイズが止まる。

　鎌の刃が、十兵衛の肩かたの鎧に食い込んでいた。

「ほう、これはこんなふうに使うらしいな」

　十兵衛が小さく笑う。

　千姫の眉まゆがみるみる吊つり上あがった。

「なんだよそれぇええええ！　ふざけるな、ふざけるな、ふざけるなぁぁあああ！」

　逆上し、めったやたらにデスサイズを振るう千姫。

　それを冷静にひとつひとつ、大刀で受け止める十兵衛。

「すごい……」

　結果的に、周りで見つめることになった宗朗たちが感かん嘆たんの声を漏もらす。

「ああ。デスサイズなんて変則的な得物をああも使いこなすってのはよ、並なみ大たい抵ていの技量じゃねえ。が、それを少しもリーチで負けてねえ、十兵衛もな」

　慶次が言い、

「……うん」

　景勝がうなずいた。

「それだけか。ならこちらから行くぞ」

　十兵衛の言葉に、千姫はいったん下がって間合いを取ると、

「はぁ、はぁ、こんなのちょっと遊んでやっただけに決まってんだろぉぉおお！　本番は、これよ！」

　千姫が叫さけんでデスサイズを振り上げる。

　ビュッ！　空気を鳴らしながら袈け裟さに振り下おろされる鎌の刃。十兵衛は剣けんを合わせることなく、わずかに下がってやり過ごす。

「まだよ！」

　これに対して千姫は空から振ぶりに終わったデスサイズの振りをそのままに、身体ごとの回転に入る。マントをひるがえし、背中を隠しながらというのは、先程と同じだ。

「無む駄だだ。何度やっても」

　目くらましのマントの向こうから二回転目のデスサイズが来る。

　そう誰もが予想した。

　十兵衛も鎧の肩あてで防ぐ。その次の斬撃をかまえる。

　そのとき、

「こっちよ！」

　千姫の言葉が下から響ひびいた。

「なに」

　マントの下から、床ゆかを掃はくように鎌の刃が一いつ閃せんする。マントを目くらましにした、奇き襲しゆうだ。

　攻撃が左から来ることを予想して、鎧の肩当ては間に合わない。

「ぬ、ん！」

　十兵衛は間かん一いつ髪ぱつ、大刀を床に突き立てて防いだ。

「それじゃぁ、ダメなんだよ！」

　甲かん高だかい笑いとともに、千姫がデスサイズをこじり上げる。

　鎌の刃と、それを止めた十兵衛の大刀は刃と刃がからみ合っており、梃て子この原理もあって長い柄のデスサイズはより大きな力を末まつ端たんで発揮する。

　簡単に大刀が奪われるか、抵抗が強ければ強度を超えたねじりの力に刀身が折れ砕くだけてしまうと見えた。

「やらせん！」

　しかし十兵衛の行動は意外なものだった。

　突き立てた大刀の柄を支点に、身体ごと跳び上がる。まるで大刀を走はしり高たか跳とびのポールに見立てて、その上へ跳ぶようだ。

　しかも自身が飛とび退のく勢いに合わせて、大刀を引ひき抜いている。

　千姫の背後に、着地した。

　さすがに片かた膝ひざをつくが、刀はしっかりと左腰ごしに引き寄せ、いつでも抜ける姿勢でいる。

「すげえな、さすがだ」

　慶次が言い、

「ああ」

　宗朗もそうとしか返せない。

　それだけふたりの白熱した戦いに見入られているのだ。

　ここまでふたりは、一瞬の攻こう防ぼうを二度繰り返かえした。

　まさに限界ぎりぎり、ごくわずかな間合いの見切りを誤るだけで、胴が泣き別れになったり首が飛んでもおかしくはない。

　そんな、白刃の上を渡る刹那のやりとりを、

「ふん！　やるわね。柳生十兵衛」

　千姫はデスサイズを肩にかついで笑う。

　マントはさっきの動きで脱ぬぎ捨すてられ、足下にわだかまっている。それを足先で避けながら、

「でも楽しいじゃない。千はいつも思ってたのよ。『剣姫マスターサムライ』の十兵衛と一度手合わせしてみたいって。それも真しん剣けんでね。フフフ、もっともっと、化け物みたいに強いのかと思ったけれど、案外そうでもないのね」

　ふたたび、デスサイズをかまえる。

「姿は少し変わったようだけれど、それは千も同じ。お互たがい、手の内を読み合うのはもうお終しまい……次で決めるわよ。手加減なんてしてるとしたら、ここから先は命取りになるんだからね！」

「千姫さま！　どうかお止やめを。正気に戻ってください。ぼくらがわかるのなら、武器を引いて」

　いまが最後、と止めに入る宗朗。

　しかし千姫は一いち瞥べつして、

「もとはといえば、おまえが悪いのよ！　いつまでも千を待たせて、いつまでも……自分のものにしようとしないから！」

　吐はき捨てる。

「それは、でも千姫さま」

「ああもううんざり！　うんざりうんざり、うんざりよ！　おまえの博愛だか平等だか、とにかく女を等しく扱あつかおうとする気き遣づかいが、どれだけ女を傷つけていると思ってるの！　この、フニャ○ン野や郎ろう！　オ○マと○り合ってりゃいいんだ！　てめえみたいな朴ぼく念ねん仁じんはよぉ！　ああもう、イライラする！　イライラするんだよぉ！」

　急に髪をかきむしり、叫ぶ千姫。

　それまでも乱暴な言葉は使っていたものの、それともまたトーンが違う。

　最初にその姿を現わした、そのときのような……。

「千姫、さま」

　思わず言葉を失う宗朗のとなりで、

「……」

　慶次は無言で見つめていた。千姫も、十兵衛もだ。

「ぅううう……。頭、痛ぇ。けど、この頭痛もおまえたちのせいなんだ。おまえたちをすっぱりばっさり、この大鎌で断たち切きれば、頭ん中もすっきりするって、そう告げてるんだよぉ！」

「告げてる？　誰が」

「うるせぇええ！　誰でもいいぃいいい！　ごちゃごちゃ言うな、頭がよけい痛くなるんだろぉおお！　順番に、順番に斬ってやるから、待ってろ！　順番に……まずは、おまえだよ、柳生十兵衛ぇえ！」

　頭を押おさえていた手がデスサイズを握る。

　十兵衛に向かって突進する。つねに先手、先せんの先せんを取る千姫の攻撃だ。

「来い！」

　十兵衛もかまえる。存分に引き付ける。

「死ぃぃぃぃいいいいいねぇぇえええええ!!」

　みたび、横殴りのデスサイズ。

　切っ先を突き立てるか、刃で薙ぐか、それとも引き寄せざまに両断するか。

「もはや肩当ても効かぬようだ。されば、よし！」

　十兵衛も、もう防具は頼りにしない。捨て身となる。

　迫る鎌の刃は、存分に十兵衛の身体を巻き込む位置だ。胴ごと刈り取る勢いのデスサイズに対して、

「おおおっ！」

　跳んだ。いや、走った。

　デスサイズを大刀で受けるのではなく、デスサイズの来る方向へと身を走らせる。

　つまり鎌の刃の軌き道どうを同じ方向へ移動することで、刃から避けることになる。そして千姫の、二度あるいはそれ以上の回転で次々刃を繰り出す攻撃も防いでいる。

　と、簡単なように見えるが、すべてはデスサイズのスイングと同じかそれ以上の速度で走れる速さがあってのこと。

「すげえぜ。あれも」

「『氣』を操あやつり、己おのれの能力に目覚めたせい、かも」

　慶次と景勝がつぶやく。

「……」

「御姫さま」

　宗朗と半蔵は見守るしかない。できない。

「ウキュ」

　デスサイズと、その先の十兵衛が半回転した時点で、

「ふざけんなぁぁぁああああ!!」

　千姫が同方向回転を終わらせるために、自らを止めた。床を踏ふみしめるブーツの底から摩ま擦さつ熱ねつの煙けむりが上がるほどの急停止。

　これで十兵衛が止まりきれずに刃を追おい越こしてしまえば、その時点で千姫が有利になり、デスサイズの刃を突きつければいい。

　だが、

「隙すきあり、だ」
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　十兵衛は千姫の真正面にいた。

　姿勢も崩くずれず、千姫に対して下段の完かん璧ぺきなかまえを取る。千姫のほうが、急な停止でかまえは定まっていない。

「なに、これ……しまっ……！」

　た、を言う間もなく、十兵衛の大刀が鋭く振り上げられる。

　すでに大刀の間合い。

　ふところに飛び込まれた千姫がデスサイズを引き寄せても遅おそい。

「ダメだ、十兵衛！」

　宗朗が叫ぶ。とっさに駆かけ寄ろうとするが、とうてい間に合わない。

　千姫の身体がいままさに逆袈裟に斬り裂かれる、とするところ、

「ぁぁああああっ！」

　声を噴ふき上げたのは、

「委員長!?」

　逆エビに反り返った背中から、鮮血が散った。半蔵だった。

　そして、

「きゃああっ！」

　悲鳴とともに、突き飛ばされる千姫。半蔵が体当たりするかっこうで、ふたり、折り重なるように倒れていた。

「なんだ、見えなかったぞ」

「うん」

　慶次が驚おどろくのも無理はない。

　慶次、景勝も間に合わないとするスピードで、なぜ半蔵が飛び出し、自分の身を投げ出すことで千姫をかばったのか。

　それができたのか。

　いっぽう、千姫は、

「うっ……なに、よ。よけいなこと。千が、負けるとでも思ったのかよぉおお！　どけ！　じゃまで……！」

「御姫さま！　動かないでください。御姫さま、半蔵です。おわかりになるなら」

「そんなこと、わかってるに決まってんだろぉ！　おまえなんか、千をサカナに○○○ーしてりゃいいんだよぉお！　わかったらそこをどけ……くっ！」

　半蔵も思わず赤面するほどの罵ば声せいを浴びせたと思うと、急にこめかみを押さえてうつむく千姫。

　その顔が苦痛に歪ゆがんでいる。

「だいじょうぶですか、御姫さま！　あぁ、どうしたら……！」

　普段の半蔵なら、ちょっとした応急処置の薬箱や、一時的に意識を失わせる薬などもつねに携けい行こうしている。

　しかしいちど囚われの身になった際に武器といっしょにすべて奪われていた。

　装そう甲こうスカートとその内蔵武器も失われていたから、メイドふう制服の上着の下はショーツのみだ。

　けれどそれを気にしているヒマもなかった。

「どけって、言ってんだろぉお！　あぅぅぅ……は、半蔵、おまえ、千を……」

　大声で怒ど鳴なった直後、発ほつ作さのように頭を抱かかえる千姫。半蔵が思わずその肩を抱だくと、一転、憑つき物ものが落ちたような顔を上げる。

「お、御姫さま、正気にお戻りに！」

「千姫さま、ぼくだ。宗朗がわかりますか」

　ちょうどそのとき、宗朗も駆け寄ると千姫を抱き起おこす。

「宗、朗……」

「そうだ。宗朗です。よかった。もとに戻ったんですね。帰ろう。ここを出て、みんなのいる道場へ……！」

　宗朗の言葉を聞きながら、千姫はぼうぜんと見上げる。見つめる。

「道場、みんなと……帰りたい、帰る……千は、うっ！　うぅぅ……」

　しかし途中で言葉は途と切ぎれ、激しい苦痛に顔を押さえた。

「千姫さま！」

「あ、頭が……破は裂れつ、しそう……！」

「医者に診みせなくては。やっぱり、ここをすぐにでも出るんだ。みんな、千姫さまを連れ出すのを……」

　宗朗の腕を、千姫がつかむ。宗朗が振り向むき、見下ろすと、

「助け、て」

「千姫、さま」

「おねがい、千を、助け……ぁああああ！」

　またも発作。頭をかきむしる千姫。

　爪つめがこめかみを傷つけて、血がにじむ。やめさせようと、千姫の腕を取り、抱きしめる宗朗。

「ぁ……」

「千姫さま、ぼくが……守る。きっと、絶対だ。守る、から」

　宗朗の言葉に、千姫の顔にいっしゅん安あん堵どの表情が浮かんだ。

　そのとき、だ。

「いつまでもちちくりあってんじゃねえぇええ！　でございます！」

「目ざわり、なのよね。正直」

　中奥との中庭をいっきに跳び越えると、迫ってくる影かげ。それもふたつだ。

「ウキャッ！」

　おそらくは動物のカンでいちばん最初に気づいた佐助が、真っ先に飛び出す。闘とう志しを奮い立たせて「剣姫マスターサムライ」の姿に変わるが、

「サルはお呼びじゃないでございます」

「引っ込んでいるといいのよね」

　空中で、一いつ蹴しゆうされる。

「キャヒッ！　ウキャ、ン！」

　あえなく中庭に墜つい落らくする佐助。

「佐助！」

　しかし宗朗も気遣う余よ裕ゆうはなかった。

　佐助を途中ふたりが相手にしたために、一気に刃を突きつけられることは逃のがれたが、欄らん干かんを足場にふたたび跳ちよう躍やくしたふたりが、こんどこそ宗朗に迫り来る。

　もう誰だれかは、

「直なお政まさ、忠ただ次つぐ……」

　千姫のつぶやきを聞くまでもなく、明らかだった。

　場所が江え戸ど城じよう本丸御ご殿てん、その大おお奥おくでは鎧で出るわけにもいかない。

　本多忠勝も着ていた極ごく薄うすのパイロットスーツを身につけた姿の、徳川四天王「剣姫マスターサムライ」、井い伊い直政と酒さか井い忠次だった。

　どちらも身長百三十～四十センチ程度。背せ丈たけだけなら、初等部の生徒というところ。

　直政はセミロングの明るい色の髪を巻き毛にして、肩に散らしている。

　優ゆう雅がな直政とは対極に、硬かたい黒い髪が目元までを覆っていて表情の見えない忠次。

　ふたりの手に握られているのは脇差しが一本だけ。これも御殿、大奥の中という制約からだった。

　佐助はこの脇差しの一閃で打ち落とされたのだ。

「させるかよ！」

「……！」

　慶次と景勝が立ち向かう。

　しかしふたりとも潜せん入にゆうのため、武器を持っていない。得意の仕込み傘がさや弓のないふたりは、脇差しさえ持ち合わせなかった。

「『氣』とやらの作用だけでは荷が勝ちすぎよう。わたしが……！」

　ふたりを押さえて前へ出るのはやはり、















「十兵衛！　そのふたりは徳川の！」

　宗朗の言葉に口くちの端はで笑みを返す、十兵衛が大刀を振りかぶる。

「柳生、十兵衛！　もう戦えるのでございますか。愉たのしみがこんなに早く！」

「けど、その愉しみもこの一度で終わりとは悲しいものよね」

　こっちのふたり、直政と忠次が欄干から壁かべへ、梁はりの一部へと目まぐるしく跳び、攪かく乱らんすると同時に分かれ、二方向から十兵衛を挟み撃ちにする。

「十兵衛、危ないっ！」

　思わず叫ぶ宗朗に、

「造作ない。鎧よろいとやらのないこの者どもなど……子どもは昼ひる寝ねの時間だ」

　一瞥しながらも不敵な笑みを崩さず、直政、忠次に向かって大刀を振り下ろす。

「バカな！　わたくしたちふたりを一度に倒せるわけないでございます」

「脇差しだって、最初の一ひと太た刀ちを止めることはできる。その間にもうひとりが、刺さす」

　しかも十兵衛の太た刀ち筋すじをふたりともにかいくぐっている。

　これで四天王側の完璧な勝利、と思われた。

「そうかな」

「えっ」

「なにを」

　ふたりがいっしゅん戸と惑まどったのは、目の前の十兵衛がとつぜん消え、お互いの顔がぶつかりそうなほど近くにあったからだ。

　あわてて抜き身みの脇差しを逸そらす。峰みねを返す。

　そこへ、

「言ったはずだ。子どもは昼寝の時間だ、とな。いつまでも起きている子は、そう、お仕置きだ」

　十兵衛はふたりの真横にいた。

　しかし完全に挟み込まれていたはず。

　しゃがみ込んだり、上へ跳んだり、という動作なら確実に四天王に見切られ、追つい撃げきを受けたはずだ。

「見えなかったというでございますか」

「ウソ、ありえない」

　しかしそのふたりをひとまとめに首根っこをつかむと、

「言うことを聞けない子は、こうだ」

　パン、パンッ！　刀を横にした樋といのあたりで、十兵衛は次々、お尻しりを叩たたく。

「ひゃぁんっ！」

「はぅぅ」

　そのまま、中庭へ投げ捨てた。

「ウキャン！」

　ちょうど、ようやく起き上がった佐助が、びっくりして大奥側の欄干へ駆け上がる。そのまま宗朗に飛びついた。

「佐助！　よかった。かすり傷みたいだ」

「キュゥ」

　四天王ふたりの目標が宗朗だったから、飛び出してきた佐助は排はい除じよするのが第一で、深手を負うほどの斬撃にはならなかったのだろう。

「いまのうちにここを出るのだな。徳川の姫を連れ……」

　十兵衛が宗朗に告げるため、身を近寄せた。そのとき、

「！」

　パッ、と鮮血が散った。それは十兵衛の手元から流れ落ちる血の筋になる。その血を反射したナイフを握にぎっていたのは、

「千姫さま!?」

「あはははははは！　油断したなぁぁあああ、柳生十兵衛ぇえええ！」

　不意に立ち上がる千姫。

　宗朗の腕を払はらいのける。自分のデスサイズをつかむと、ひと跳びで警護のサムライたちのもとへ戻もどった。

「どういうことだ。芝しば居いだったのか」

「そうは見えなかった、けど」

　慶次、景勝もいぶかしむ。

　呆ぼう然ぜんとする宗朗、半蔵の前で千姫は、

「だからおまえらは甘いんだよぉぉおおお！　イ○ポ野郎は母ちゃんのおっぱいでも吸って、ろって……うぅぅぅ！」

　しかしそこまで言って、がっくりと膝ひざをつく。デスサイズが手から離はなれ、床に落ちて大きな音を立てた。

「千姫さま！　……十兵衛！」

　千姫を気遣いながらも、十兵衛もほうってはおけない。宗朗はいそいで自分の着物のたもとをまくり上げると、中の襦じゆ袢ばんを切り裂き、

「かまうな……ぅっ」

　十兵衛の腕を素す早ばやく縛しばり上げた。止血する。

　血を失ったせいか、十兵衛の表情から生気が失われていく。と思うと、

「刀が」

　手に持った大だい刀とう、三池典太が切っ先から光に変わるように消えていく。それと同時に十兵衛も、

「ぁ……うぅ」

　ふらっ、と身体がゆらぐ。崩れそうな十兵衛を宗朗が支えた。その腕の中で、

「……お兄、ちゃん？」

　十兵衛が目を醒さます。

　表情からすっかり険が取れて、何なん歳さいも幼くなったようだ。身体までがひとまわり小さくなったように感じる。

　妹十兵衛に戻っていた。

「十兵衛……さんは行ってしまったか」

「十兵衛、お姉ちゃんが来てたの……ぅ、痛っ」

　顔をしかめる十兵衛。自分の腕うでの包帯を血が染めているのに気づく。

「向こうも混乱してる。ここを出るならいまだぜ！」

　慶次がうながす。

　たしかに、いまがいちばんの脱だつ出しゆつチャンスに思われた。いましかない。

　江戸城の警護兵は大奥との境の中庭の向こうにまだ留とどまっているが、状じよう況きようによっては禁制を破ってでもこちら側へ突とつ入にゆうしてくるだろう。

　宗朗たちを取り囲むサムライ少女たちにしても、いまは千姫の身を案じるべきか、指示に従うべきか迷っている。

　四天王の直政、忠次も、時間を置けばまた向かって来るだろう。鎧を持ち出してくることもありえる。

「わかった。逃にげよう。しかし……」

　宗朗は決断した。だが、逃とう走そうの手段は。

（いまが好機なのはわかる。けど、どうやって逃げれば……。周りが囲まれていることに代わりはない。この大奥から出られても、天城そのものから脱出できるか……）

　となれば、ここはひとりひとりの危険性は増しても、集団で全ぜん滅めつする危険よりは、ひとりでも多くが助かる道を、指揮官としては命じるべきだ。

「各自、分かれて逃げるんだ。ケガをした十兵衛はぼくが、佐助は景勝さんに頼たのむ。委員長は慶次に」

　ケガ人がいる分、危険性は高まるのを覚かく悟ごのうえで、そう命じるしかない。

　苦く渋じゆうの決断を宗朗が伝えると、半蔵が、

「わたしに、考えがあります。みなさん、ついて来てください」

　意を決して言う。

　しかし半蔵はいちばんの重じゆう症しようだ。

「なにか知っているのかい。でも委員長は」

「いまは、選んでる場合じゃなさそうだぜ。ちょっとでも可能性があるほうへ、賭かけるしかねえな」

「後衛なら、まかせて」

　と慶次、それに景勝。

「わかった、切り換えよう。ひとりずつがケガ人を面めん倒どうみるより、集団のほうがそのときどきで打てる策も増える。委員長、指示してくれ。みんな、全員でここを出るぞ！」

　宗朗の言葉に、うなずく各人。

「そう来なくちゃ、な。なら、さっそく！」

「弓がなくても、ひと暴れくらいできる、の」

　慶次と景勝はあっと言う間に包囲のサムライ少女の中へ飛び込むと、

「あっ！」

「ううっ！」

　何人かを当て身で倒たおし、その武器を奪うばった。

　そうして警護側を混乱に陥おとしいれると、

「いまだ！」

「うん」

　慶次のかけ声とともに、景勝が自身の下げ駄たを手にすると、下駄の歯の中から小さな玉を何個か取り出だす。そこに隠かくしてあったのだ。

「爆ばく弾だんか!?」

　警護兵がそれを見ていっせいに伏ふせる。物もの陰かげに身を隠す。

「違ちがう。これは……」

　景勝が玉を何カ所かに投げつけた。小さな爆ばく発はつ音おんとともに、あちこちで湧わき起こる白はく煙えん。たちまちあたりを包つつむ。

「煙けむり玉だまだ！　このくらいは警備の関門を抜ぬけても持ち込めたってことだぜ！」

　慶次が言いながら手で合図を送る。

　同時に景勝とふたり、警護のサムライたちを蹴け散ちらしながら、退路を作る。

「委員長！」

「はい。……こちらへ！」

　半蔵が気力を振り絞しぼって全員を誘ゆう導どうする。

　欄干を渡るように跳び、築地ついじ塀べいを跳び越える。

「十兵衛！　佐助も、続くんだ！」

「お兄ちゃん、うん！　さっちん！」

「ウキュ、キュッ！」

　これに対して、警護側も、

「逃がすな、追え！」

「西の丸へ落ちるぞ！　向かえ！」

　追い打ちをかけるサムライたち。大奥ということで手を出せなかった兵たちも、宗朗たちの向かう先へ急ぐ。

「わたくしたちも行くでございま……！」

　同じように飛び出そうとする直政を、

「いまはいい、の」

　忠次が肩をつかんで止める。

「どうしてでございます!?　あんなことをされて、黙だまっていろと？　柳生十兵衛も『剣姫マスターサムライ』からもとへ戻ってございます。いまなら簡単に」

「かんたんに叩けるとは思えない。いざとなったら、瀕ひん死しでも『剣姫マスターサムライ』の十兵衛は出て来るはず」

「なら、鎧を呼んで……！」

「天城の中で鎧を使うなんて考えられない。戦いくさでもなければ。戦……かもしれないけれど。それに……」

　忠次は目で指し示す。

　直政が振ふり返るそこに、

「ぅぅううう……痛ってぇぇえええ！　くそ！　くそ、くそ、くそ！　お、追いかけろよ、ぜったい捕つかまえて……宗朗、く、ぅぅううう！」

　もはや動けないまでに衰すい弱じやくした千姫が。

　床にほとんど崩れ落おちながら、頭を押さえ、おどろに乱れた髪かみをかきむしっている。大きく荒あらく、呼吸をあえがせていた。

「あっちの再調整の必要がある。やっぱりすぐには無理だったようね」

　忠次が言うと、

「そう。そうでございますね。もっとうんと、調整してやらなくてはでございます。たっぷりと」

　千姫を見る直政の顔が、みるみる別のよろこびにあふれる。もう宗朗たちの追撃には、すっかり意欲をなくしていた。

「いっぱいかわいがってあげるでございます、姉上……いえ、わたくしたちのほうが目上に当たるでございますか」

　直政がそう言うと、忠次も目元の見えない笑いを浮うかべた。
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「こっちです！　ここへ」

　追っ手の姿が見えないのを確かめて、半蔵は灯とう籠ろうのひとつを渾こん身しんの力で押す。ズズズ、石が動いた。

「これを動かすんだな。委員長は休んでいてくれ。ぼくが」

「オレも手を貸すぜ。うんっ……！」

　宗朗と慶次が同時に押すと、灯籠が土台から動いた。

　灯籠はふつう、単に石を積んだだけで石どうしの接着や組み込みはないから、こんなふうに全体を押せること自体がおかしい。

　とうとう灯籠は完全に真横にずれて、土台の下に、

「穴が」

　石造りの地下道に繋つながる縦穴を開けていた。

「これは！」

　宗朗が覗のぞき込む。穴の先にひと気はないようだ。

「江戸城の地下、あちこちに張はり巡めぐらされた地下道です。いざというときの脱出や、城を攻せめられたとき、兵を移動させたり、奇襲に使うための」

　半蔵が答えた。

「でもぞうさん、どうして知ってるの？」

「ウキュウ」

　十兵衛が尋たずねる。半蔵がうなずいて、

「忠勝さんが、教えてくれたんです。わたしを土ど牢ろうから逃がしてくださったのも忠勝さんです」

「忠勝が？」

「チロにゃんが？　ほんと？　すごぉい！　チロにゃん、この中にいるの？　チロにゃん？　チロにゃん！」

　十兵衛が声を上げる。

　穴の中に顔を突っ込んで、呼びかける。

　本多平へい八はち郎ろう……その名から偽にせの名乗りで、本間へいはち、ろ、としどろもどろになったところを、十兵衛が、ネコのような髪かみ型がたやシッポから、

『チロにゃん！　チロにゃんだよ、チロにゃん！』

　と例によって名付けた、あだ名。

　しかし半蔵は首を振って、

「いまはいないはずです。けれど、御お姫ひいさまが今朝、大奥入りなさるというのを聞きつけて、わたしに教えてくださり、このいちばん近い地下出入り口まで案内してくださったんです」

「忠勝が、そんなことまで」

「チロにゃん、会いたいよぉ。十兵衛、チロにゃんだぁい好き！」

　忠勝を思い出してなつかしむ十兵衛だが、

「思い出話はそのくらいにな。半蔵、ケガしてるところ悪いが、先に立って案内してくれ。それに、全員が入ったあと、この灯籠を元に戻す役目がいるだろ」

　慶次が言う。確かに、灯籠は全体が芝しばの上までずれてしまっているので、電動などの仕し掛かけでもない限り、中へ入ってから元へ戻すのは無理のようだ。

「それをまさか」

「まさか、じゃねえだろ。この中でケガもしてない、元気なのはオレたちだけだ」

　慶次が言うと、景勝がうなずいた。

「ふたりとも、ここに残るっていうのか」

「まあ、ひとりで十分なんだが、景の字はオレを置いて行かないみたいだ。景の字がそうしてもオレは残る。つまり、そういうことだ」

「でも」

「でも、もねえだろ。もう時間がねえ！　さっさと入りやがれ。これ以上ぐだぐだ言うなよ。『将』なら自分と自分の『剣姫マスターサムライ』を生かす道を黙って選ぶもんだ！」

　慶次の言葉が宗朗の胸を刺す。

「……わかった。そうさせてもらう。だが、約束してくれ。絶対に」

「ああ。死ぬもんかよ。なあ」

「死なない。けど、死んでも、いい」

　景勝はそう言うと、ポッと頬ほほを染めた。

「マエダケさんもトンカツさんも、死んじゃダメなの！」

　とつぜん十兵衛が、ふたりに抱きついた。そのうえ慶次の頬に、

「チュッ！」

　キス。おどろく慶次。それに景勝。その景勝の頬にもキスすると、

「またみんなでご飯食べよ！　ね！」

　腕のケガにもめげず、ふたりの手をギュッと握る。

　一瞬、呆あつ気けにとられていた慶次だが、

「やれやれ、やられたな。ますます死ぬ気がしなくなったぜ。ま、最初から、ちっともそんな気、ねーんけどな」

「……お腹なか、空いた」

　十兵衛の言葉で急に空腹をおぼえたのか、景勝が言う。それがまた慶次の笑いを誘さそい、空気がなごむ。

「オレも腹が減ってきた。夕飯までには帰らねーとな」

「お昼」

「わかったわかった。昼だ。特上の寿す司しでも鰻うなぎでも奢おごらせるから、覚悟しとけよ宗朗。さあ時間だ。もう行った行った」

　慶次がうながす。

「わかった。デザートもつけるよ」

　宗朗はふたりと握あく手しゆして、

「委員長、たのむ」

「はい。みなさん、ご無事で！」

「ウキュウ、キュッ！」

　半蔵を先頭に、地下道へと潜もぐり込んだ。十兵衛も、半分、縦穴に身を沈しずめながら、

「十兵衛、待ってるからね！　ご飯食べないで待ってるよ！」

　手を振る。

　ようやく全員が地下道の中に消えた。

「さてと、なんだかほんとに腹が減ってきたぜ」

　灯籠をもとに戻した、慶次と景勝。

「あばれたらもっとお腹が空くから」

「そうだな。さっさと済ませて戻らねえとな。……まず、ここからなるべく離れて敵をひきつける」

　慶次の表情が真顔に引ひき締しまる。

「もっと、武器も」

「ああ。警護兵の詰つめ所しよに武器があるはずだ。そいつをひとまずいただくとして。普通の警護兵がどれだけ来ても負ける気はねえが、サムライがどれだけいるか、だな」

　大奥中の少女たちがすべてサムライだとすれば、その数は百人を下らないだろう。

　それらが一度に向かって来たら、いかに慶次と景勝でも危あやうい。

「四天王の鎧も」

「御殿の中ならともかく、出張ってくるやもしれねえ。まあ、昼飯まえの運動にはちょうどいい、ってところだぜ」

　遠くで聞こえていた捕とり手ての笛などが、徐々に近づいてくる。

　慶次は、いまはそれしかない脇わき差ざしを握って踏み出そうとする。その袖そでを、景勝が握って引いた。

「ん？」

「……キス。十兵衛とじゃなくて、景勝と、キス、して」

　ポッ、と頬を染める。モジモジと身を揺ゆらす。

「しようがねえ、な。ちょっとだけ、だぞ。……んっ」

「ん……ちゅっ」

　ちょっとだけ、のつもりが一分以上のディープなキスになる。

　ようやく唇くちびるが離れたときは、ふたりともすっかり頬を染めていた。

「なんだか急にお腹いっぱいになった、気持ち」

　景勝が言うと、

「ま、まあ、オレもそんな感じだがな。だがこれで、また別のやる気が出てきたってもんだ。さっさと終わらせて、続きは宿で……」

　そこまで言って、急に口を閉ざす慶次。耳まで赤くなる。

「慶次、エッチ……」

「バ、バカ！　い、行くぞ、行くからな！」
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「マエダケさんたち、遅いなぁ～」

　宿に戻った宗むね朗あきらたちだったが、慶けい次じと景かげ勝かつは昼をとうに過ぎてもいっこうに現われなかった。

「心配ないよ。慶次と景勝さんだ。どうやったって、負けるようなふたりじゃない」

　宗朗は言うが、一いち抹まつの不安がよぎる。

（やっぱり、ふたりを残すべきじゃなかったんじゃないのか。けど、あの地下道の入り口をそのままにしておいたら、いまごろ全員が追っ手に……いや、そんなふうに考えちゃダメだ。わかってる、けど……）

　すでに下した決断に、あれこれ悩なやむべきではない。

　まして「将」が一度決めたことだ。

　そうは思っても、迷いが生じるのを抑えられない。

（ぼくはまだ、やっぱり「将」の器ではないのか）

　つい考えてしまう。

　半はん蔵ぞうは応急手当ののち、いまは夜具に横たわって眠ねむっている。隣となりで佐さ助すけが寝ね息いきを立てていた。

「やっぱり変だよ！　十じゆう兵べ衛え、探しに行ってくる！」

「待つんだ。まだ……」

　不安が頂点に達したころ、コンコン、部屋の戸をノックする音がする。

「マエダケさんだ！」

　立ち上がり、開き戸に駆かけ寄よる十兵衛。勢いよく戸を開けると、その向こうにいた人物に飛びついていく。

「おかえりなの！」

「きゃぁああっ、きゃぁ！　な、なんですの、いきなりっ！」

　もつれるようにふたりが倒れる。その下になっていたのは……。

「マエダケさ……あれ、変なの。マエダケさんのおっぱい、しぼんじゃった」

　十兵衛がさわりながらつぶやく。

「なんですの！　いきなり飛びついて来たと思ったら、胸をさわってしぼんだの崖がけだのと、失礼な！」

　身を起こしながら言う。それはまさしく、

「兼かね続つぐ!?」

　宗朗が驚おどろく。直なお江え兼続だった。

「ええ、わたくしですわ！　奥おう州しゆうにその人ありと謳うたわれた名将！　直江山城守兼続ですわぁ！　……あれ、ここでツッコミ、入りませんの？　ほっぺたを引っ張られたり」

「ぁ、いや。というか、崖とか誰も言ってないよ」

　宗朗が苦く笑しようしながら言う。

　兼続の言うツッコミとは、慶次たちのことのはず。

「あら、いませんわね、脳みそ筋肉粗そ暴ぼう女は。景勝さままで」

　キョロキョロ部屋を見回す兼続。

　そこに、臥せっている半蔵や佐助を見て、顔色が変わる。

「これは……どういうことですの。まさか」

「そのまさかだ。千せん姫ひめさまを助け出すことができなかったばかりか、みんなにケガをさせてしまった。慶次と景勝さんは殿しんがりになって、ぼくらを逃がしてくれたんだ」

「まだ戻ってこないの。心配だよ、ぐつぐっちゃん！」

　深刻さが空気を重くしかけたが、

「あはははは！　ほーほっほほほ！　とうとう前まえ田だ慶次も年ねん貢ぐの納めどきですわね！　幕府と戦うとか、大おお風ぶ呂ろ敷しき広げすぎですの！」

　急に大声で笑い出す兼続。床ゆかをドンドン叩いた。本当におかしくてしかたない、というふう。

「兼続、それは言いすぎじゃないのか」

「そうだよ、ぐっちゃん、マエダケさんたちのこと心配じゃないの」

　咎とがめる口調の宗朗。十兵衛がムッ、とする中、

「はーはっはは、ひーひひひ、お腹痛いですわ。あの前田慶次が、あはは……ありえませんわ」

　まだ転げていた兼続だったが、ピタッ、と笑い止やむ。

「ありえないって、現に慶次たちは戻っていないんだぞ」

「それで心配してどんよりしてたんですのね。問題ありませんわ。まったく問題ありませんわ！」

「ぐっちゃん、冷たいよ。そういうコだったんだ」

「違いますわ！　わたくしは幼少のころから慶次にいじめられ続けて来たんですわよ！　慶次の実力は、誰よりもわたくしが一番よく、存じてますの！」

　胸を張る。

　いじめられた、と言うが、それがほぼ全部兼続の思いこみであることは、宗朗や十兵衛にはもう伝わっていた。

「どういうことなんだ」

「どういうこともなにも、心配はまったく、これっぽっちも、ミジンコもないっていうことですの！」

「それ、微み塵じんもない、の間ま違ちがいだよ、ぐっちゃん」

「えーーー！　あなたに言われる筋合いございませんわ！　というより、十兵衛が言いそうだから先回りしてわたくしが言っただけで、うううう！」

　ダジャレで言ったのを指し摘てきされ、悔くやしがる兼続。

「待ってくれ、本当にそうなのか。本当に、まったく心配ないのか」

　宗朗が念を押す。

　こんなことで念を押されてもなんの確証にもならないのは承知で。

「断言できますわ！」

　ふたりのまえで、改めて胸を張る兼続。

　やけに胸を突つき出すのは、ない、という十兵衛の言を意識してのこと、らしいが。そのうえで、

「どうせそろそろ、腹減った、とか言って戻ってくるころですわ。でなければ、我が慢まんできずにどこかの店が潰つぶれるほどふたりで食べているか……」

　兼続が言うちょうどそのとき、ガタガタと古い廊ろう下かをこちらに向かってくる足音が聞こえた。

「ほら、そう言っていたら、すぐ、ですわ」

　ところが足音が部屋の前で止まると、ノックの音に変わる。

　十兵衛が戸を開けると、そこに立っていたのは旅館の使用人だった。

「あ……」

　がっかりする十兵衛に、使用人が差し出したのは手紙だった。十兵衛が裏返すと、差出人として署名が。

「マエダケさんから手紙なの！」

「本当か。なんて……」

「なんで手紙ですの？　なんで本人が来ませんの？」

　いぶかしみながら、もどかしく開けられた手紙を覗き込む三人。そこには、

『悪いが戻れなくなった。昼飯はみんなで食ってくれ。別に死んでもケガしてもいねえ。ちょっと景の字と野や暮ぼ用ようでな。まあ、じき戻るかもしれねえし、このままサヨナラかも。だが忘れるな。『氣』をつねに意識して、自分の中のも、相手のも、流れをつかむんだ。おまえらならできる。オレにはもう、教えることは何もねえ』

　と書き記されている。

　手紙は確かに慶次からのものだった。本文の最後には、改めて慶次、それに景勝の署名もあった。

「……戻らない？」

「ここに戻ってこないというのか」

「はぁ？　どうしてですの。わけがわかりませんわ」

　ますます混乱する三人。

「もうマエダケさんたちに会えないの？　イヤだよぉ！」

　声を上げる十兵衛。すでに涙なみだぐんでいる。

「待て。待ってくれ。ひとつひとつ確かく認にんしよう。この手紙を持ってきたのは、どんな者たちでしたか」

　まだ戸の外にたたずんでいる使用人に宗朗が聞く。

「うん？　こう、赤や黄色の派手な上着のコと、剣けん道どう着ぎの物静かなコの、ふたりとも女のコでしたよ。背せ丈たけは……」

　どうやら外見などは慶次と景勝に間違いないようだ。

　手紙は直接ふたりが使用人にあずけて行ったのだという。

　宗朗は旅館の使用人に礼を言って、振り返かえる。

「ぅん？　でもふたりは……十兵衛、慶次たちの荷物は？」

「ええと……あれ、ないよ。トンカツさんのも！」

　十兵衛が部屋にあった慶次たちの荷物、それに武器も、なくなっているの確かめた。

「そうか……」

「どういうことですの。慶次たちは天城でいっしょだったのではありませんの」

「ええっとね！」

　兼続にはまだ最初から説明してはいなかった。

　十兵衛があれこれ、過か剰じようなディテールと手て振ぶり身み振ぶりを交えて話すと、たっぷり三十分以上はかかった。

「ええと、わかりましたわ。けど、戻らない、と言いながら、荷物や得物は回収してますのね。誰だれかを使いにしたとか」

「いや、慶次たちは先に戻ってきたんだ。そして自分たちのものをまとめて出て行った。つまりここには戻ってきたけど」

　宗朗たちのもとへ戻ることはなかった。

「どうして？　マエダケさんたち、お城に残ったのに」

「確かに城に残って、敵を引き付けてくれた。ぼくたちは狭せまい地下道を、ゆっくり進んだから時間がかかったけれど」

「敵をさっさと片づけてしまえば、お城を脱出してここまで、確かに慶次たちのほうが早いかもしれませんわね」

「肝心なのは、一度戻ったのにどうして出て行ったのか、っていうことだ。ぼくらに会いたくなかった……会えない事情があったのか」

「やっぱりマエダケさんたち、なにかあったんだよ。捜しに行こ！　ね、お兄ちゃん！　ぐつぐっちゃん！」

　十兵衛はいまにも飛び出して行こうとするが、

「ムダですわ。仮にもサムライ、それも、限りなくわたくしたち『剣姫マスターサムライ』に近いサムライですわ。『氣』を操ることにかけては、さらに上を行くふたりが故意に出て行ったということは、いまから追いかけても捜し出せるとは思えませんわ」

「じゃあ、どうしたらいいの！　うううう～、やっぱり十兵衛、捜しに行く！　さっちん、行こ！」

　そう言って襖ふすまに手を掛かける十兵衛は、その肩かたにすぐ佐助が、いつものように飛び乗ってくるのを待った。けれど、

「キュゥゥ」

　佐助はかろうじて目を醒ましていたが、布団ふとんの上で弱々しく声を上げるだけ。傷はそう重くないとはいえ、まだ飛とび跳はねたりと、動くのは無理そうだ。

「さっちん……そうか。ごめんね」

「十兵衛こそどうなんだ、手のケガは。傷口が開いたりしたら」

「うん。十兵衛は平気。お兄ちゃんの側にずっといたし、トンネルを出てから手を繋いでてくれたから。……ほら！」

　十兵衛がするすると包帯を外してみせる。

　千姫に斬きられた刀傷は、縫ぬったわけでもないのにきれいに閉じて癒ゆ着ちやくし、傷口も乾かわき始めていた。

「『剣姫マスターサムライ』の回復力おそるべし、ですわね。というより……」

　兼続の視線は宗朗へ。そしてなぜか頬をかすかに染めている。

「ぅん？　それより、そうだ、兼続はどうしてここへ？　道場の留守番をたのんだはずだけど」

　宗朗が逆に問うと、

「そ、それは！　こんなことだろうと思ったからですわ！　粗暴な脳筋サムライの立てた作戦では、失敗は目に見えてますの。そこで、このわたくしですわ！　柳生やぎゆう道場一の使い手。愛染明王のご加護もあらたか、『氣』の修しゆ行ぎようもばっちりの直江兼続がいなくては、勝てるものも勝てませんことですわ！」

　ここぞと、言い放つ兼続。

　しゃべっているうちに、自分でも吹ふっ切きれた感がある。

「『氣』の修行もばっちりって、修行はまだ途と中ちゆうじゃないか。でも『氣』といえば、十兵衛が」

「ん？」

「氣」を意識して取り入れた成果か、「剣姫マスターサムライ」十兵衛の姿が一変していたこと。けれど、「当人」の十兵衛は、自分が変わっている間のことはおぼえていない。

「いや、いいんだ」

（そのことは、いま急いで考えることでもない。いま必要なのは……）

　宗朗が言いよどんで、視線を半蔵と佐助に向ける。考えていることがわかったのか、兼続が口を出す。

「ケガをした半蔵さんやお猿さるさんのことですわよね。お医者さまに診みせようとか」

「そうだ。よくわかったな。命に別状はないとはいえ、このままにはしておけないと思うんだ」

「それなら！」

　宗朗の不安を断たち切るように、元気な十兵衛の声が響ひびいた。

「お医者さまに診せるより、もっといいことがあるよ！　それはぁ……」

「えええ！　ぼ、ぼくが？」
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「……次はこの店、なのか」

　ダルタニアンはそう言うと、視線を車窓の外のビルに向けた。

　大おお江え戸ど一の繁はん華か街がい。銀座の目め抜ぬき通りだ。

　そこに並ぶのは、大日本でも有数の店ばかり。

　どの店をとっても店構えからして風格があり、優ゆう雅がで洒落しやれている。華か美びに過ぎないところも、いっそう高級感を感じさせた。

　すでに何なん軒けんもショップを回っている。

　広いリムジンの車内が、大小さまざまな箱や袋ふくろで埋うまりつつある。どれも綺き麗れいな包装紙やリボンで覆おおわれていた。

　カジュアルな衣類、フォーマルなドレス、下着、靴くつ、帽ぼう子し、身につけるさまざまなアクセサリー。

　何度着き替がえ、どれだけの衣装を試着したのかもわからない。しかも、ここにはない、仕立てを頼んだオーダーメイドも多くある。

「ダルタニアンさま、どうぞ」

　助手席から降りたメイドの少女が、ドアを開ける。

「うむ」

　手を引かれるのは断りつつ、ダルタニアンは車を降りた。途中、車内に残した二本のクレイモアに手を伸のばしかけて、

「……無ぶ粋すいというもの、か」

　とどめる。

　人の行き交う歩道に立つと、背後で重々しい音とともにドアが閉められた。メイドの少女が、手で指し示す。

「どうぞ、こちらです。すでに連れん絡らくを入れてありますので」

　また、とダルタニアンは思う。

　いままでの店もすべて、そうだった。

　予約、というのですらない。徳とく川がわ慶よし彦ひこの名前を使った、特別待たい遇ぐうだ。たとえ飛び込みで入っても、すぐに下へも置かない扱あつかいを受けられる。

　ここもそうなのだろうと思い、ダルタニアンは店のエントランスをくぐる。

　どうせまた店員から、何度も慶彦の名を聞かされるのだ。そのくせ、

「モンジェネラル、慶彦は……」

　いない。

『愉たのしんでくるといい。途中、三つ星のレストランも予約してある。あいにくぼくは昼間、予定がぎっしりでね。つきあえなくて申し訳ないが、その分、夜は空けてある。朝までたっぷり、いっしょにいられるんだ、ニア』

　慶彦の言葉を思い出すと、ダルタニアンはカァ、と顔が赤くなるのを感じた。

　同時にどこか、身体の奥おくが熱く溶とけ出してくる。

　ムズムズ疼うずいて、思い切り身体の中を掻かきむしりたい、そんな衝しよう動どうまでこみ上げる。

「つ、つまらぬことを。なにを考えているのだ、我は」

　脳のう裏りに浮かんだ雑念を振り払はらうように頭を振りながら、店内へ足を踏ふみ入いれるダルタニアン。

　白い大理石の床を、ブーツのヒールが踏みしめる音が響く。

「こちらへ」

　メイド少女と店長らしき正装の男性があいさつを交かわしている。ダルタニアンにももちろん話しかけてくるのだが、そんな具合で頭に入らない。あいまいにうなずき、導かれるままに歩を進める。

　メイド少女は、黒のシックなワンピースに白のエプロンドレスという、いわゆるメイドスタイル。

　短めの髪に、ヘッドドレスも。

　しかしサムライであることは間違いない。ダルタニアンのカンが告げている。身のこなしには武芸のたしなみがある。

　普段は武ぶ應おう学がく園えん塾じゆくの生徒会棟とう、いわゆる本丸に詰めて、慶彦の身の回りの世話をする係なのだ。

　そんな生徒たちは数十人を下らない。

　たいてい、慶彦の側を固めるのは男子生徒たちだが、今日のようにダルタニアンのお伴ともということで、彼かの女じよが選ばれたのだろうと推測できる。

「（サムライなら……）」

　いつ彼女が慶彦のお手つきとなってもおかしくないのだろうか。

　契けい約やくという名の拘こう束そくを受け入れ、慶彦の「剣姫マスターサムライ」となることもあるのか。

「いかがでしょう」

　不意に話しかけられ、顔を上げた。

　ダルタニアンの目の前に、

「……これ、は」

　真っ白い輝かがやきを放つ、それがあった。そのもの自体が宝石のように、あるいはそれを飾かざり付つけた宮きゆう殿でんのように、光に満ちている。

　ウェディングドレスだ。

　いまは、白を強調するためか、顔のない黒のマネキンに着せられている。

　まばゆいシルクサテンの生き地じ。

　たっぷりと盛られた繊せん細さいなレース。

　大だい胆たんに肩や背中を露ろ出しゆつしたベアトップのデザイン。

　なのに流れるようなロングスカートが床に波は紋もんのような広がりを作って、優雅で高貴なたたずまいは少しも損そこなわれていない。

「お召めしになってください、ダルタニアンさま」

　メイド少女が微笑ほほえむ。

「し、しかしこれは……（疑いなくウェディングドレスではないか、なぜ、我に、これを……）」

　改めてダルタニアンがあたりに目をやると、特別に用意された広い個室には、壁かべ際ぎわにいくつものウェディングドレスが飾られていた。

　デザイン違ちがいながら、どれもが豪ごう華かで高価なことを保証されたように、誇ほこり高たかく居並んでいる。

　言うまでもなく、ウェディングドレスの専門店なのだ。

　それも一いつ般ぱん人じんにではなく、一部の客だけに開かれている。

　そのため店構えもシックで、いっけん華はなやかなウェディングドレスが置かれているとは気づかなかった。

「はい。慶彦さまがこれを、と。ダルタニアンさまがほかのドレスを、とご所しよ望もうされるなら、どちらも採寸して、注文しておくように、と」

　メイド少女が言う。

　ダルタニアンは、身が震ふるえるのを抑おさえられない。

　顔が赤くなる、というのでももはやない。

　チュル……。喜びが胎たい内ないを満たして、あふれ出てきそうになる。

「ぅ……」

　初めて味わう。

　そんな感かん触しよくに戸と惑まどい、かすかにふらついてしまう。誰もいなかったら、確実に膝ひざをつくか、その場に座すわり込んでしまっていただろう。

「だいじょうぶ、ですか」

　ダルタニアンの変化に気づいたメイド少女が気き遣づかう。

「も、問題ない。いや、だが、つまり……慶彦は、これを、我に。確かにそうなのか」

　そんなふうに確認すること自体、意味がない。なのに、口走ってしまう。

「はい。慶彦さまとしては、このデザインがお好みとのことでした。けれど、ダルタニアンさまが別のものを、というのでしたら、それも購こう入にゆうせよ、と。お色直しは何度あってもよいものですから」

「お、お、お色、直し、だと……！」

　大日本での生活が長いダルタニアンには、その意味もわかっている。

　儀ぎ礼れい的てきに、結けつ婚こん式しきの客となったこともあるからだ。

「お色直し……（それは、衣装替がえ、コスチュームチェンジのこと。それも、披ひ露ろう宴えん、での……）ぅ、く……！」

　ダルタニアンが急に自身の口を手で押さえた。

「ダルタニアンさま？　だいじょうぶ、ですか」

「……だ、だいじょうぶ、だ」

　そう言うと、はぁ、はぁ、と荒あらい息をつく。

　じつは不意にこみ上げる衝動に声を上げそうになって、必死で抑えたのだった。けれどそんな自分が恥はずかしくて、また身体の奥を疼かせる悪あく循じゆん環かん。

「モンジェネラルが、これを……」

　あらためて、台座の上のウェディングドレスを見上げるダルタニアン。

　どこをとってもきらびやかで、それでいてシンプルでもあり上品。

　上質とはこういうことを指すのだ、と思わせる。

　それに較くらべると、他のドレスはどれも豪華で高級で華やかなのに疑いはないものの、どこかもうひとつに映る。

　慶彦の審しん美び眼がんに、あらためて驚かされる思いだった。

「ダルタニアンさま」

　メイド少女の声に、ダルタニアンはようやくうなずいた。

　静かに息を吐はき出だす。

「少し疲つかれたようだ。水などもらいたい」

「では、試着はまたの日に」

「いや、少し休めればいい。そのあとでこのドレスを……」

　ダルタニアンが見つめる視線の先、純白のドレスをまとったダルタニアン自身の姿が浮うかび上あがる。

　金色の髪かみをきれいにまとめ、ベールにおおわれたその表情は、喜びに輝いている。

　肘ひじまであるシルクのグローブをはめた腕うでは、やはり白いタキシードの袖に軽くからめられていた。

　ダルタニアンが顔を上げると、そのタキシードを身につけた相手の、その顔が見える。

　長身のダルタニアンよりもなお背が高く、かすかに見下ろすように笑え顔がおを向けてくる。その、顔。

　柳生、宗朗……。

「……!!」

　ダルタニアンが一歩下がった。驚きが、表情を貫つらぬいている。

「ダルタニアン、さま？」

　いぶかしむメイド少女に、ダルタニアンは長く間を置いてから、言った。

「かまわない。試着を……たのみたい」
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『委員長を、ぼくが？』

『うん！　お兄ちゃんならできるの！　お兄ちゃんは「将」だから、自分の「剣姫マスターサムライ」のケガだって治せるよ！』

　十兵衛に言われ、宗朗は驚きとともにうなずいていた。

　確かにそうだと思う。

　これまでも、宗朗と触ふれることで、「剣姫マスターサムライ」たちの傷が軽くなったり治ち癒ゆしたことは何度もある。















『そうと決まったら、ぐっちゃん！　お風ふ呂ろ行こ！』

『へ？　お風呂ですの。確かに旅の汚よごれは落としたいものですけれど……ぁー、はいはい、わかりましたわ！　そんなに引っ張らないで、ですわぁ！』

　十兵衛に強ごう引いんに手を引かれ、部屋を出て行く兼続。佐助は眠ったまま、十兵衛に抱えられていた。

　そうしていまこの部屋にいるのは、宗朗、半蔵のふたりきりというわけなのだった。

「委員長は、眠っていれば治るって、言ってたけど」

　もちろん宗朗も、江え戸ど城じようを脱出するなり、医者のもとへ向かおうとした。ケガをした「剣姫マスターサムライ」たちを診てもらうためだ。

　けれど半蔵はそれを断り、こうして宿へ戻もどってきた。

　確かに半蔵の傷は致ち命めい傷しようまではいたらず、命に別状はない。「剣姫マスターサムライ」の生命力、治ち癒ゆ力りよくなら、数日で起き上がれるほどになるだろう。

　半蔵が医者へ行くのを拒こばんだのも、そうすることで容易に幕府の追っ手に気づかれてしまうからだ。

　けれど、

『それじゃダメなの。ケガの重さだけじゃないんだよ、お兄ちゃん』

　十兵衛はなぜか断言し、宗朗に断固うながした。

「……委員長を治す……ケガを治すだけじゃなくて、癒いやすって、ぼくが……」

　半蔵を見下ろしながら、宗朗はつぶやく。

　半蔵の睡すい眠みんは、疲れなどからの眠りではなく、治癒のために自らそうしているのだ、というのも、十兵衛の言でおぼろげにわかっている。

　日常生活などの細々としたことに力を使うのではなく、それらすべてを遮しや断だんすることで、エネルギーのすべてを治癒に回すのだ。

「外側からの刺し激げきを遮断しているいまなら、委員長も気づかない、か。佐助も本能的にそうしているんだろうな」

　理り屈くつでわかっていても、なかなか実行に移すのは難しい。

　宗朗は腕うで組ぐみしたまま目をつぶって考え込んだり、かと思えば部屋中をグルグル歩き回ったりと、三十分近くもそうやって過ごしたあと、

「わかった！　やるしかないんだ」

　部屋の真ん中で立ち止まり、深呼吸してもう一度、

「やるしかない。ぼくがやるんだ。委員長を守って、助けるために」

　とうとう意を決すると、上着を脱ぬぐ。

　地下トンネルを出た段階で、女装はすでに解いている。いつもの制服の上着、スカーフ、それにシャツを脱ぎ捨すてる。

「ん、んん！」

　なぜか咳せき払ばらいをひとつ。

　ズボンや靴くつ下したなども脱ぐと、

「委員長、ごめん！」

　掛け具を剥はぎ、半蔵の浴衣ゆかたの帯に手を掛けた。

　江戸城でとらえられた際に、半蔵も普段の制服を失っている。いまは旅館の浴衣を寝ね間ま着きとして着ているだけだ。

「これで……袖を抜ぬいて」

　意識のない身体は意外に重い。

　苦労して浴衣を脱がせたのは、斬られた背中を露あらわにするためだ。

　浴衣の下は、ショーツのみだった半蔵を、半身に側そく臥がさせる。背中を見ると、

「やっぱりだ。もう傷は塞ふさがっている」

　あらためて「剣姫マスターサムライ」の治癒力を思い知る。まだ刀傷の跡あとは残っているが、時間が経たてばいずれ消えるだろう。

　これだけ治っているのに、なぜ半蔵が目を醒さまさないのか。

（やっぱり傷は、目に見えているものだけじゃないんだ）

　それこそが、十兵衛がもっとも言いたかった、感じた部分なのだろう。

「委員長、ちょっとの間だけ、がまんしていてくれよ」

　そう言うと宗朗は、半蔵の背後に重なるように、夜具の中へ滑すべり込む。ぴったりと、肌はだを合わせた。

（これでいい、はずだけど……）

　とくになにが起こるわけでもない。

「う、ん」

　小さくうなったのは宗朗だ。半蔵はあいかわらず、規則正しい寝息のような呼吸を立てている。

（だいじょうぶだ。委員長は眠ってる。ぼくも「氣」を意識して、集中するんだ。委員長の「氣」と触れ合あうみたいに……）

　触れ合っている肌から、半蔵の体温が伝わってくる。

　目を閉じて気持ちを鎮しずめると、呼吸音や心臓の音までが聞こえてきた。宗朗自身の心臓の音も聞こえる。

　ふたつの心音が混ざり合う。

　ときには宗朗の鼓こ動どうが早くなって、半蔵を追おい越こす。けれど静かに呼吸を繰くり返すうち、しだいに落ち着いて来る。

　トクッ、トクッ、トクッ……ドクン、ドクッ、ドクッ……。

　やがて振しん幅ぷくを同じにした心音が同じリズムを奏かなで、とうとう完全に、一いつ致ちした。

（あ……これ、だ）

　宗朗にもわかった。

　完全に心音が重なりあったとき、ほかのすべての雑音が消えた。

　ふたりの鼓動は、まったく同じリズムと強さで拍はく動どうしている。ゆえに、聞こえているのに、まったく聞こえないのと同じ静せい寂じやくが訪おとずれた。

　するとそこに現われてくるのは、本来なら聞こえるはずのない、血管を血が流れる音。大動脈、大だい静じよう脈みやく、といった大きな血管はもちろん、もっと小さな、毛細血管に至るまで血が通い、身体のすみずみまで流れ込んでいくのがわかる。

　肺が呼吸のため収縮と膨ぼう張ちようを繰り返す音。

　胃や腸の細さい胞ぼうレベルの音も、筋肉や筋、骨がかすかな動きで立てる音までが、宗朗に聞こえ、伝わってくる。

　そして、

（これが、「氣」の流れ。委員長の「氣」が渦うず巻まいて、流れて、湧わき出してくる）

　血液の流れる音よりももっとさらに微び細さいな音。

「氣」の流れまでも宗朗は感じて、聞こえて、つかむことができる。

　自分の「氣」も、聞こえる、わかる。

　半蔵の「氣」が、いまなぜ、どう弱って、乱れているのかが、手に取るように感じられた。

（委員長は……そうか、千姫さまに傷つけられた、斬られたことで、弱っている。ショックを受けているんだ。千姫さまが変わってしまったこと。おそらくは幕府の人間の手で、変えられてしまったことを）

　その際、千姫を守りきれなかったのが、半蔵の心の重荷、痛手となっていた。

　だから「将」である宗朗と再会したにもかかわらず「剣姫マスターサムライ」の力を使えなかった。

　さらに、変わってしまった千姫の苦しみ。

　突とつ然ぜん苦しみだし、発ほつ作さのように汚きたない言葉を投げつけ、自身を傷つけるようなことまで。それらすべてが、半蔵を苦しめ、治癒の障害にもなる。

　心が回復しなければ、身体は完全に治癒することはない。

　いま半蔵は、その心を病やんでいる。傷いためている。

「ぼくにできるのか、ぼくが」

　半蔵を包つつみ、癒し、心を解きほぐすことが。

　そうでなければ、いちおう傷は治ったとしても、半蔵はいままでと同じようには戻らないだろう。

　最悪「剣姫マスターサムライ」の力、サムライの力を失ってしまうこともありうる。

（そんなことはさせない。力、戦力の問題じゃない。委員長はぼくが元に、戻すんだ。だって委員長はぼくの……！）

　宗朗は深呼吸すると、深く半蔵の「氣」の流れを遡さかのぼっていく。

　道場で修行していたときの、慶次の言葉が甦よみがえる。

『強くなろうとか、すごい技わざを出そうとか考えるんじゃねえんだ。「氣」ってのは考えてどうこうするもんじゃねえ。なるもんでもねえ。そうしよう、と思ったときには、もうそうなってるもんさ』

　この場合はさしずめ、

（委員長を治したいとか、苦しめている原因はどこだ、なんて探すもんじゃない。ただ委員長とひとつに、ひとつになれば、自然と……）

　宗朗は瞑めい想そうするように心を開く。

　修行のときの坐ざ禅ぜんと同じだ。

　自分を無にして、「氣」の流れに耳を澄すます。意識を溶かし込む。

　すでに心臓の鼓動はシンクロしている。宗朗が自分の存在を消していくことで、半蔵の「氣」の流れまでも同じくひとつになっていく。

　半蔵の「氣」の中で、宗朗はその不安の源や、微び妙みような感情に触れていく。それが自分のことのように感じられて、悩なやみ、心細くもなる。

（委員長、いつもこんな……）

　寂さびしい想おもいを抱かかえていたのか。

　みんなといっしょに笑い、勇ゆう敢かんに戦い、ときに失敗もし、千姫に怒おこられて……。

（千姫さまを、取り巻く「氣」が）

　やはり半蔵の心の中で、もっとも大きな場所を占しめているのは千姫の存在だった。

　いわば精神的支柱のそこが、いま流れが滞とどこおり、よどんで、精気を失っている。

　大きな「氣」の流れまでも阻そ害がいしていた。

　宗朗は半蔵と一体化して、その痛みを身をもって知る。

　千姫の変へん貌ぼう、喪そう失しつが、半蔵の心を傷つけ、力を奪うばい、ひいては身体の治癒にまで影えい響きようを与あたえている。

　どうすればいい。どうしたら。

（委員長を助けるために、ぼくは……いや、違うぞ。こんなときこそ、考えてはダメだ。ほしいのは妙みよう案あんじゃない。委員長の身になって、そしてぼくはぼくとして、委員長を、守り、助ける、いっしょに……そのために……）

　宗朗は心を無にする。

　半蔵とすべてを共有し、痛みを受け入れて、それでも迷わず、落ち込むこともなく、包み込み、前へ進む力を……。

「ぁ……」

　初めて、半蔵が声を上げた。

　ピクッ、裸ら身しんが震える。背中の傷が、肌の下からの暖かな光で溶けるように消えていく。

　その光が半蔵の肌のすべてに及およんで、火ほ照てりとともに、じわっと汗あせを浮き上がらせる。半蔵の肌の匂においが強くなり、それが宗朗の鼻び孔こうにも届いた。

「委員長……の」

（匂いが、優しい。肌もずっと暖かい。だいじょうぶだ。心配なんていらない。きっと、ずっと）

　宗朗の心までが軽くなる。

　決して不安や心痛のタネがなくなったわけではない。

　事態はなにも変わっていない。

　けれど、立ち向かう勇気がある。

　半蔵には。宗朗には。そしてふたりを信じ、頼たのみに思う仲間がいる。

　なにより、半蔵にとって「将」たる宗朗が、

（ぼくは絶対に、委員長を見放したりしない。あきらめない。絶対に、いつまでも、なにが、どうなっても、だ）

　その信念が一体となった中で溶け出して、半蔵の側にも溶け込み、染しみこんでいく。心が、強くなっていく。

「宗朗、くんが……」

　半蔵の唇くちびるがささやく。

　同時に閉じたその瞳ひとみから、つーっ、と涙がひと筋、頬ほほを伝い、こぼれ落ちて夜具を濡らした。

「委員長」

　その涙は、宗朗には見えない。ぴったりと背中に密着しているからだ。

　けれどひとつになった心は、半蔵の涙が自分の涙のように感じられる。

　涙ではあるけれど、あたたかい。半蔵の口もとが、笑えみの形になっていることも、宗朗は知っていた。

　やがてゆっくりと、心が離はなれ出す。

　心音はふたつになり、「氣」の流れは自分のものと半蔵のものとを分ける。

「うう……」

　宗朗に、自身の肉体の感触が戻ってきた。

　自分の身体を自分のものとして意識し、動かせる。まぶたも、首も、手も、脚あしも。

　それは半蔵も同じで、

「宗朗、くん？」

　さっきとは違い、初めて宗朗に気づいた。顔を巡めぐらせ、背後の宗朗を見る。

「あ、ああ。気がついたんだね、委員長」

　その半蔵の顔が、さっきよりもずっと顔色もよく、表情も明るいことに宗朗は安あん堵どした。

（よかった。委員長が、いつもの委員長らしく）

「あの、わたし、どうなっていたんですか。眠ねむっている間に何度も宗朗くんの声が聞こえたような……声、というより、宗朗くんの気持ちがすごく伝わって来て、それが心強くて、わたし……」

「いいんだ、それで。ぼくはたいしたことはしていない。委員長の心が、もともと持っていた強さや優しさや弾だん力りよくのおかげで」

「わたしの、でもそれを宗朗くんが気づかせて、手助けしてくれたんですね。わかります。だって何度もわたしの心を宗朗くんが触れて、さわって……さわ、って」

　半蔵の言葉が途と切ぎれる。

「どう、したの委員長……ぁ」

　宗朗も気づいた。

「氣」を感じるため、ぴったり背中に密着して肌を合わせた。いまもまだそうしていたのだが、その手が、

「わたしの……胸」

「委員長の、うぁああ！」

　半蔵の胸をしっかりと、つかんでいたのだ。

　脇わきから回した手がすっぽりと支えるように、ひとつひとつの乳ち房ぶさに宗朗の指が沈しずみ込むように。

「きゃぁあああっ！」

「うぁあ、ごめん！　ごめ……ぅぐぁ！」

　このふたりの位置からだと、半蔵が繰り出すもっとも有効な手段はひじ打ちだ。それが見事に宗朗のみぞおちに決まる。

　ケガから回復したばかりとはいえ、「剣姫マスターサムライ」のひじ打ちをまともに食くらって、悶もん絶ぜつする宗朗。

　けれど同時に、

（とっさにこれだけ鋭するどい攻こう撃げき。もうだいじょうぶ、だね……）

　痛さの涙なみだを浮かべながら、安堵に相好を崩くずしていた。
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　かっぽーん。

「ん？　なんだか悲鳴が聞こえたような、ですわ」

　いっぽうの風ふ呂ろ場ば。

　湯船に浸つかりながら、兼続が聞き耳を立てる。















「気にしないの！　それよりさっちんも、ずいぶんよくなったよ、ね？」

　十兵衛が小こ猿ざるの佐助を抱だきながら、やはり湯船の中、大きく伸びをする。湯面にぷかっ、とふたつの乳房が浮き上がって、揺ゆれた。

「キュゥゥ！」

　その胸から肩につかまるように、佐助が湯面から、すっかり赤くなった顔をのぞかせている。

「残して来た半蔵さんはだいじょうぶですの？　いまごろ野や獣じゆう宗朗に襲おそわれているのでは、心配ですわ」

「だいじょうぶだよ。お兄ちゃんといーっぱいくっついて、きっといまごろすっかり元気になってるから」

　笑う十兵衛。それを聞いて兼続は、

「くっついて、って……たしかに宗朗は野獣でも、いっしょにいるだけでわたくしたち『剣姫マスターサムライ』のいろんな力を引き出してくれますけれど」

「そうだよ。お兄ちゃんはすごいんだから」

「でも、十兵衛は平気ですの。宗朗がほかの、女の人とくっついたり、その、ちゅ、チュウしているかもしれませんのよ、いまごろ！」

　むしろ本人がいてもたってもいられない、という兼続。

「う～ん」

　十兵衛はちょっと考えたあと、

「うん。いいよ。だってお兄ちゃんはぁ、みんなのお兄ちゃんなの！　半蔵さんとも仲良くしてほしいし、ぐっちゃんとも！」

「それでは、どうなってもいいと」

「ううん。でも、でもね、お兄ちゃんをいちば～～～ん、大好きなのは、十兵衛だから！　それは誰だれにも負けないよ、ぐっちゃんにもね！　ね、さっちん！」

「ウキュゥ!?　ゴボゴボ……」

　そう言うと十兵衛は、わっ、と湯船の中で身を起こし、佐助を湯の中に沈めた。すぐにまた湯から持ち上げると、

「キュゥ！　キュゥ！」

　怒る佐助に、

「ごめんね！」

　とキス。そしてまた胸の谷間に埋まるほど抱きしめる。

「キュゥゥ～！」

　これにもまた閉口する佐助。その姿を見ながら、

「なんだかわたくしも気が抜けてしまいましたわ。どうあがいても宗朗はひとり、わたくしたちは八人。中にはあの、義ぎ仙せんなんて得体の知れない女まで入っているんですもの。こうなったら、ささいなことは気にせずに、大きな『剣妃サムライブライド』という目標に向かって、ですわね……」

　ひとりごとを言う兼続を、いつのまにか十兵衛が、

「じーっ」

　見つめていた。

「キュ」

　佐助まで。

「ぇ、あ？　な、なんでもありませんわ！　わ、わたくし、あんな宗朗にかかったら、どんな破は廉れん恥ちな、鬼き畜ちくな真ま似ねをされるかわかりませんもの！　乙女おとめの危機ですわ！　……わ、わかりましたわよ！　わたくしも負けませんわ。『剣妃サムライブライド』、ゆずりませんわよ！　これでいいのでしょ！」

　途と中ちゆうから、半ばヤケのように言って、湯の中、腕組みする兼続。

「そうだよ、がんばろーね、ぐつぐっちゃん！　大好き！」

　飛びつくように抱きつく十兵衛。

　それだけで湯船の湯が嵐あらしのように揺れる。十兵衛に半ば押おし倒たおされながら、

「うぷぷ！　お、おやめなさ……ですわー！」

「キュゥゥ！」
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「そうか。ニアが。……いや、それでいい」

　慶彦が携けい帯たい電話を口もとから離すと、スイッチを切った。

　そのまま車に乗り込むと、警護の者がドアを閉める。辺りを警けい戒かいしつつ警護の者も助手席に収まると、車は走り出した。

「首しゆ尾びはいかがかと」

　遮しや音おんの効いた車内では、つぶやくような声もよく通る。

　リムジンの向かいの席に収まっている、頭まですっぽりとフードをかぶった人物の言葉だ。

　フードの奥にも顔はなく、ぬっぺりとした仮面が暗がりで異様な印象を放つ。

　由ゆ井い正しよう雪せつ。

　天あま草くさの変を引き起こした張本人であり、変後は長く行方ゆくえ不明とされている。しかし慶彦と、つかず離れずの関係をこうして保っていた。

「気になるかい。……国立遺伝学研究所。国立と名が付くものの、規模は大きくない。それに予算もスズメの涙ほどだ。単なる役人の天下り先だとか、大病院の院長の引退後の名めい誉よ職しよくだ、などとも言われている」

　最後部のシートに浅く腰こし掛かけ、脚を組んだ慶彦は、たったいま出てきた古いビルを振ふり返かえる。

　たしかに、地方の公民館か役場程度の大きさしかなく、中ちゆう途と半はん端ぱに蔦つたがからまった建物は、中でいったい何が行われているのか想像しがたい。

　来訪する者も少ないため、よけいにそう思われた。

「しかし、ここには武ぶ應おう学がく園えん塾じゆくから豊富な予算が流し込まれている」

　正雪が言う。言葉に抑よく揚ようはなかった。

「そうだ。地下に広がる秘密研究施し設せつが金食い虫でね。もっとも、成果は上がっているから文句を言うところではないな。この研究所が、我々の計画の肝きもとなる」

「我々……仲間に入れていただけているようで、恐きよう悦えつです」

「よく言う。それよりも、そっちの仕し掛かけはどうなっている。聞くまでも、ないかもしれないが」

　慶彦は車内に作り付けられたウォールナットのサイドボードから、グラスとミニボトルを取り出す。

　正雪に勧すすめても意味がないとわかっているため、グラスはひとつだ。

　ボトルから注がれた液体が、琥こ珀はく色いろの中に日を弾はじく細かい泡あわをきらめかせる。

「すでに」

　グラスを慶彦が口に運ぶのを待って、正雪が言う。

「学園塾までのおよそ二十五里を結ぶ直線上に、八つの祠ほこらを作らせてあります。それぞれの中には、秘術を施ほどこした護ご符ふが仕込まれている。中心点には天空と直結した伽が藍らんがあり、そこに」

「正雪、キミが術式を唱えて完成させるわけ、だな。祝詞のりと、と言ってもいい」

　グラスをかたむける慶彦。

「そうなるかと」

「いいね。まさに順調だ。順調過ぎる、と言うべきかな」

「なにごとも、慶彦さまのご采さい配はいによるところでありますれば」

「それだよ」

「は」

「どうも順調過ぎる。貧びん乏ぼう性しようなのかな。ものごとがうまく行き過ぎると、どうにも居い心ごご地ちが悪くなってくるほうでね」

　半分ほども琥こ珀はくの液体をたたえたグラスをかざしながら、その向こうに正雪を見る慶彦。正雪の表情はどこまでも、わからない。

「お戯たわむれを。それに、われわれだけではないはず。天てん城じようの動向はまだ未知数。そちらに腐ふ心しんされてはいかがでしょう」

「それは言わずもがなだが。ぼくが聞きたいのは、キミの心変わりだよ、正雪。なかなかうんと言わなかったのが、一転、率そつ先せんしていまは動いてくれている。土ど壇たん場ばでなにか、起こすつもりではないだろうね」

　じっと見つめる慶彦。

「それこそ、お戯れというべきかと。この由井正雪、すでに天草の変で策を使い尽つくし、あとは浪ろう々ろうの身みを漂ひよう泊はくにやつすのみの日々でした。こうして慶彦さまに再び仕えることとなり、身に余る悦よろこびと存じ上げるしだい」

「副将軍の座をやろうと言っても首を縦に振らなかったキミがかい？」

　笑う慶彦。

　正雪は、ややしばらくそのままで黙だまっていたが、やにわにフードを頭から下ろす。

　不気味な仮面が露出する。

　長い髪も肩かたの下まで垂れ落ちた。

「ほう」

　慶彦が見つめる中、正雪は仮面にも手を掛かけると、外していく。

　そこにあらわれたのは、

「いかがです。富士の地下に築かれた伽藍が崩ほう壊かいする際に受けた傷」

「なぜいまそれを見せる」

　顔のおよそ半分をおおうヤケドの跡。

「もはやひとりでなにかを為なす、ということに疲れたのです。それに、為すことができたところでこの顔では、なにが楽しく感じられましょう」

「それと、ぼくに協力することと、どう結びつく」

「はい。思い出すのは、学園塾じゆくでの生徒会の日々。男子に身を偽いつわっていても、慶彦さまの側にいられたころの喜び。どちらも振り返ってみれば、なつかしさ、楽しさしかありません」

「だから、と」

「副将軍、などと大それた地位をもとより望むものではございません。ただ、慶彦さまのお側そばに今後もいられたら、と」

　そこまで言うと正雪は、席から腰こしを上げ、慶彦の足下にひざまずいた。

　そのうえで、懐ふところの中から二丁の短たん銃じゆうを取り出す。慶彦の側に銃把を向けて、シートの上へ置いた。

　武器をすべて差し出し、恭きよう順じゆんの意を示した、と取れる正雪の態度だ。

「おもしろいな。キミがそこまでするとは。よほどこの計画が、意味を持つというわけか。だがいい。裏の読み合いばかりでは事が進まないからね。ときにはリスクをかかえてでもやってしまうほうがいい。それに、もう機は熟した」

　この場合、最大のリスクは正雪だった。

　それがここまですんなりと落ちると、逆に慶彦は居心地の悪さを感じていた。しかし、すでに迷う時期は過ぎた、と判断する。

「ならば、ぼくの『剣姫マスターサムライ』にもなれるというわけか」

　手を伸のばす。正雪の顔を撫なで、わずかに引き寄せる。

　自身も、シートの上で身を起こした。正雪の顔に向き合う。

「御ぎよ意いのままに。このように醜みにくいわたしでも、慶彦さまの『剣姫マスターサムライ』の列にお加えくださるならば」

　瞳を慶彦に向けたままの正雪。まばたきもしない。

　慶彦による契けい約やくを受け入れる、という態度そのものに見える。

「ふむ。いいだろう」

　もう慶彦と正雪の距きよ離りはこぶしひとつもない。

　さらに、鼻先が触れ合うほどに近づく。

「我わが契約の証あかし、受け取るがいい」

　瞳と瞳が真正面から向かい合う。

　慶彦の瞳がにわかに熱を帯び、赤く滲にじむように輝かがやいた。その光が正雪の瞳を灼やいていく。さらにその奥おくの、神経の源まで届く。

　だがその途中で、慶彦は気づいた。

「な、に」

　ささえている正雪の顔、その耳の後ろ、うなじのあたりに、その徴しるしがあった。

「いかが、なさいました。やはり醜いわたしではお眼鏡めがねには適かないませんか」

　正雪の声に皮肉な色が混じる。

　慶彦はややもして、

「さあ、どうかな」

　あらためて、その目を正雪の瞳にぐっと近づけた。
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「いや、先生、本日は大変お忙いそがしい中、本当にありがとうございました」

　ふかぶかと頭を下げる中年の男。

　ぴっちりとなでつけた頭。身なりからも、暮らしにはかなり余よ裕ゆうがあるのが見る者にわかる。

「まあ、そういうことだ。時期を見て、わしのほうからもそれとなく押しておこう」

　それを受けて言う、こちらはさらに年上の初老の男。

　てらてらとした脂あぶらを顔に乗せ、かっぷくのいい腹を迫せり出させながら、ルーズに座ざ椅い子すにもたれている。

　縁えんを開けはなった座ざ敷しき。

　たくみな植しよく栽さいや石積みなどで庭を造り、外とはうまく遮断されている。無ぶ粋すいな高い塀へいなどは見えないよう工く夫ふうされていた。

　大おお江え戸どの天城にほど近い官庁街。そこに隣りん接せつするようにひっそりと、何なん軒けんかの超ちよう高こう級きゆう料りよう亭ていが軒のきを連ねている。

　そのひとつの、最高の奥おく座ざ敷しきなのだ。

　とっぷり暮れた空には、明るい半月が浮うかんでいる。

　それを満足げに眺ながめながら、上座の男が、

「では、いつもどおりにな」

「それはもう、心得てございます」

　言うと、下座の男が平ひれ伏ふせんばかりに言い、愛あい想そ笑わらいを顔面に張り付かせる。

　それで「商談」は終わったのか、

「それでは先生、あとはお楽しみ、ということで」

「うむ」

　いくつか、並べていた紙資料を、下座の男が急ぐ手でかきあつめ、カバンにしまう。そうして、ポン、ポン、と柏かしわ手でを打った。

　ややもして、

「はい。ただいま」

　声とともに、襖ふすまが開く。

　その向こう、

「ぅん？　食事が先で、踊おどりなんぞの遊びはあと、と言ったはずだがな」

　男たちがいぶかしむ。

　そこには、頭ず巾きんをかぶったふたりが、膝ひざをついてたたずんでいた。

「まあいいじゃないか。新たな趣しゆ向こう……か、も」

　しかし、上座の男の言葉は途中で途切れた。そののど元に、鋭く放たれた脇わき差ざしが触ふれんばかりに押しつけられていたからだ。

「な、なんじゃ、これは！　わしを……」

「そうだぞ、こちらは貴族院議員、鷲わし尾お泰たい蔵ぞう閣下であるぞ！　どういうつもりだ。賊ぞくか、テロか」

　だがもうひとりの男にも、素す早ばやく脇差しが突つきつけられる。

「そこまで口が利きけるのはさすがというべきか。しかし、その手をカバンから離してもらおう」

　頭巾の向こうから声。

　貴族院議員と知れた鷲尾のカバンも、もうひとりの頭巾によって取り上げられる。どちらも中を手で探さぐって、

「やはり、この非常警報ボタンを押すつもりだったのだな」

　携帯電話とひとつになった非常警報装置。

　押すと中央のセキュリティに警報が飛ぶのはもちろん、この料りよう亭ていの警護の者までも飛んでくる仕組みだ。

「な、なにが望みだ。金か？　金ならいまはない。が、用意はできる」

「金などいらぬ」

「ではなんだ。まさかおまえら、民友党の手の者か」

　鷲尾の言葉が湿しめり気けを帯びる。びっしょりと顔に汗もかいていた。

　民友党とは、大日本国議会で野党第一党を占める政党だ。

　ちなみに第一党は自由民権党。だがどちらも幕府の影響下にあり、もっと簡単に言えば形だけの議会、政党と言える。

　明治の大改革後、列強各国に伍ごするため、富国強兵政策などとともに、立憲政治、議会政治が取り入れられた。

　この結果、大日本国憲法が発布され、二院制の議会も設けられる。制限付きながら、普ふ通つう選挙も実じつ施しされた。

　しかし幕府への批判者は選挙運動から弾だん圧あつされ、さまざまな理由をつけて投とう獄ごくされる事態となる。

　こうしていちおう議会制民主主義を標ひよう榜ぼうしながら、中身はほぼ幕府の独裁が続いているのだ。

　ただ、さほど重要でない案件は議会において「民主的」に決められ、運用もされているので、いちおう議員が仕事をしている体裁はある。

　鷲尾泰蔵も、そうしたひとりだ。

　貴族院議員は名誉職に近いが、鷲尾はさまざまな利権団体の会長職などにおさまり、権力を振るうとともに、金品を要求してきた。

　表向きは、相手が謝礼と好意で贈ったものを受け取るという構図だ。

「ま、まさか幕府の」

　口走る鷲尾に、

「まだしゃべれるとは、ある意味肝のすわった男というべきか。しかし少々うるさいようだ。しばらく」

　そう言うと、もうひとりに目で合図を送る。もうひとりもうなずいて、

「眠っていてもらうぞ」

　脇差しの束をみぞおちへ叩たたき込む。それもほぼ、ふたり同時だった。

「あう！」

「げふっ！」

　鷲尾ともうひとりの男が前のめりに倒れるのも同時。

　頭巾のふたりはやや身を退いて、目配せする。

　ふたりのカバンの中を探った。

「ありました。やはり公共工事に便べん宜ぎをはかる、という内容のようです」

「見返りは、名のある茶器、数十点のようじゃな。市場価値は十数億はくだるまい。典型的な贈ぞう収しゆう賄わいじゃ」

　よく見ると、同じような頭巾のふたりと見えて体格はずいぶん違ちがう。

　どちらも柿かき渋しぶ色いろの忍にん者じや装束だが、ひとりは身長百七十を超こえる長身。もうひとりは頭ひとつ以上小さい。

「いかがいたしますか」

　長身のほうが尋たずねる。

「決まっておろう。わらわの調べでは、この鷲尾という男、不正蓄ちく財ざいは百億以上に及ぶ。ずいぶんあこぎなこともして、危険な手て抜ぬき工事の斡あつ旋せんでは何人もの死者が出ているほどじゃ。そっちの総合商社越えち後ご屋やも、中なか抜ぬきやら下した請うけへの不当な搾さく取しゆやら、叩けばホコリは五万と出よう」

「では」

「うむ。罪状とともに、銀座の目め抜ぬき通りにこやつらをさらす。信しん頼らいできるマスコミ各社に証しよう拠こを送りつけて、な」

「はい」

　もう言うまでもない。

　長身のほうが後ご藤とう又また兵べ衛え。もうひとりが真さな田だ幸ゆき村むらのコンビなのだ。

　又兵衛は腰に付けた物入れから縄なわを取り出だすと、手早くふたりを縛しばっていく。口には強力な粘ねん着ちやくテープを貼はって、目が醒さめても声を出せないようにした。

「ほかにめぼしい証拠などは……」

　幸村はふたりのカバンをあらかた調べ終えて、鷲尾の携帯電話を操作している。

「最近は、頭脳携帯などといって、携帯電脳がどんどん多機能化しておるからな。わらわの携帯も最新機種に変へん更こうしたほうが……うん？　これは」

　データの中の書類を次々開かい封ふうしては目を走らせていた幸村だったが、その目がある一点で止まった。















「幸村さま、どうなさいました」

　しかし又兵衛の言葉も耳に入らないかのように書類を読みふけっている。

　ある程度読み終えると、ふところからケーブルを取りだし、携帯どうしを接続してデータをコピーした。

　数十秒後、コピー完かん了りようの画面が出る。

　ケーブルを外しながら、

「たいへんなものを見たやもしれぬ」

「幸村さま、それは」

「うむ。まだ確信はないが、どうやら幕府の真の狙ねらい、それに学園塾の慶彦の動き、この線で調べを進めて行けばおそらく……」

「では」

「うむ。やはり徳川慶彦がからんで来たことは驚おどろきでもあるが、予想がついておったこととも言えよう。やはりあの学園塾におったことは正解じゃったのじゃな。そしていま、こうして学園を出てきたことも、じゃ」

「はい」

「腐くさった役人や政治家を懲こらしめ、民衆に情報を流す、世直し旅をしばらく地道にやってみるつもりじゃったが、もっと面白い近道が開けたかもしれぬ」

　幸村が頭巾の中で不敵に笑う。

「いずれは、情報を宗朗さんたちに」

「それはまだ早い」

　又兵衛の申し出を、しかしぴしゃりとはね除のけて、

「宗朗や千たちが、まだ幕府と対決するかは未知数じゃ。それを見み極きわめねば、いたずらに彼かれらを巻き込むことにもなろう。わらわたちの目的は明確。倒とう幕ばく、ただひとつじゃ。それを忘れるでない」

「はい、幸村さま」

「なれば……まいろうぞ」

　うなずき合うふたりは、またたく間にこの場から消きえ失うせる。

　その後、まったくなんの注文も物音もないことに不ふ審しんに思った仲居が襖を開けたときには、

「あれ、ま、もうお帰りであったんどすか。はて、車は待たせたままだったような。では、いずこに……」

　もぬけの殻の部屋を見て、首を傾かしげるばかりだった。

　翌日。

　銀座の大通りに、縛り付つけられた泰蔵と越後屋の男の姿が発見され、黒山の人だかりとなった。

　ふたりの周りには、罪状が大きく書かれた札書きが掲かかげられていた。

　警官が駆かけつけ、救助するまでたっぷり一時間以上もさらされ、テレビや新聞などにもたっぷりと取り上げられる。

　時を同じくして、一部のマスコミには泰蔵らの汚お職しよくの証拠資料が送りつけられて、これもまた、その日のニュースを大きく飾かざった。

　これらは首都・大江戸特区を始め、全国の倒幕運動に関かかわる人々を大きく勇気づけ、活気をもたらした。

　一歩一歩、ごくわずかではあるが倒幕の機運は確実に、市民、国民の間に高まりつつあった。
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「うぅ……」

　千姫はときおり苦しそうに顔をしかめた。

　こめかみを押さえる。

「頭痛はおさまらないようでございますね」

　直なお政まさが言う。

「おかしいの。何度シミュレーションしても不具合は出なかったのに」

　と忠ただ次つぐ。ふたりで千姫の左右にはべる。

　表向きは千姫に侍じするため。ほんとうは、不測の事態への対処のためだ。

　大おお奥おく御ご殿てん。

　本来は将軍の居場所であるこの座敷の下座にはべるのが千姫と四し天てん王のうのふたり。三人ともに艶あでやかな間あい着ぎに振り袖そでで、まるで三人姉妹のように見える。

　一段高い上座の、御み簾すの向こうにいま、霧きり壺つぼの方が腰を下ろした。言うまでもなく、千姫の実母である。

「千、よく来ました。面を上げて、顔を見せておくれ」

　霧壺の方の声は、ひさしぶりに合う愛まな娘むすめの姿によろこびを隠かくしきれないように聞こえる。千姫が顔を上げると、

「ああ、ああ。何年も見ない間に、こんなにきれいになって。我が娘むすめながらなんと美しい。母はうれしく思いますよ」

　感激さえ滲ませる。

「お母さまにあらせられましては、お健すこやかなること、まことによろこばしく存じ上げ、たてまつります」

　いっぽうの千姫は、どこかよくようのない言い回しだ。

　薄うす化げ粧しようでつくろっているものの顔色は悪く、目にも光がなかった。

「おまえが柳生などと契ちぎったと聞いたときには、どうしたらいいのかと悲しみましたが、直政や忠次のおかげで、こうしてきれいな身体に戻もどったのですから、なんにしてもよろこばしい」

　そんな千姫のようすに気づかないのか、霧壺の方はうれしそうに続ける。千姫はあいかわらずとぼしい表情ながら、取り乱すようなことはなく座したままだ。

「柳生……宗朗と言いましたか、外と様ざまに等しい小大名の倅せがれが、『将』などと、なんとおぞましい。そのようなことが通れば、世が乱れるのも理の当然」

　宗朗の名を聞くと、千姫の表情が動いた。

　目が生気を取とり戻す。

「宗朗が……」















「心配せずとも、おまえにはよい縁えん談だんをいくらでも用意させましょう。御ご三さん家け、京の公く家げ、外様でも百万石以上の身代ならば、おまえも顔が立つはずです。いっそこの城に住まい、婿むこを取っても……」

「宗朗は、どこ！　千は宗朗の……ぅ、く！」

　霧壺の方の言葉をさえぎって、千姫が声を上げる。

　けれど「宗朗」と発したとたん、激しい頭痛に襲われてうめく。

「まだ、以前の『将』が心の中に引っかかっているでございますね」

「名前がトリガーになって、神経伝達を阻そ害がいする物質を分ぶん泌ぴつするみたい。でも時間が経たてば減っていくはずだから」

　直政、忠次の言葉に、

「ならばいっそう、その柳生の男など忘れるよう、大おお奥おくで務めさせるほかありませんね。どこにも出さずに」

　落らく胆たんと、どこかホッとした調子が霧壺の方の言葉に混じる。

「フフフ、『お姉さま』は大奥に閉じこめておくでございますね」

「あわてなくとも、あの男は『お姉さま』から永久に排はい除じよするの。少々手間がかかっても、最優先事じ項こうでね」

「……ぅぅ、お父さまは」

　直政と忠次の言葉が耳に入らなかったのか、それとも頭痛が多少やわらいだのか、千姫が御簾に向かって言葉を投げる。

　ときおりこめかみを押さえながら、

「千のお父さま、徳川慶よし康やすさまはどうしたの。いずこにおられるの。会わせて。お父さまに会わせて！」

　叫さけんだ。

　不安定な脳の状態のせいか、爆ばく発はつする感情を抑おさえられない、というふうに。

　これに対して御簾の向こうからは、しばらく声がなかった。

　長い沈ちん黙もくのあと、

「わかりました。千、そなたにも、知っておいてもらったほうがいいでしょう。なぜ我が夫が、長らく公の場に姿を見せないのか。なぜわたくしが夫に代わって政まつりごとを行っているのか」

　御簾の向こうが動いた。

　霧壺の方が腰を上げ立ち上がるのを、侍じ女じよたちが手助けする。

「ついて、おいでなさい」
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「ここは、どこなの」

　千姫が漏もらす。

　暗い照明に、剥むき出しの石いし壁かべが冷たく光を照り返す。階段を何度も下りた地下の、いまは横穴を歩いている。

「本丸地下の、天守台の下でございますよ」

　先頭を行く直政が、灯あかりをかざしながら言った。

「すぐに着きます」

　霧壺の方がその後ろに。侍女たちはここまでは来られないのか、打うち掛かけの裾すそを持つ者もいない。

　その顔は暗がりの中で灯りに照らされ、鑞ろうのような蒼そう白はくに染まる。

　けれど、千姫や慶彦を産み、現在は四十代に手が届く歳としとは思えないほど、若く、整った顔立ちを見せていた。

「この先に、まさか」

「そのまさか、だとしたら」

　忠次が言うのとときを同じくして、横穴は頑がん丈じような扉とびらで行く手を遮さえぎられる。ところどころを錆さびに覆おおわれた鉄製の扉には、三つ葉葵あおいの紋もんが浮き彫ぼりに配されていた。

「いま扉を開けるでございます」

　直政はたもとから、じゃらじゃらと鎖くさりのついた鍵かぎを取り出す。

　鍵かぎ穴あなに入れて回すと、中のかんぬきが音を立てた。

「カードと電子錠じようにすればいいのに。でも必要ないのよね。どうせ中からは、開けられない」

　扉を押し開あける。

　中は、

「この部屋、は……」

　千姫の顔がじょじょに凍こおり付いていく。

　扉の中は意外にも、きれいに整った板張りで、城の櫓やぐらかなにかの中のようだ。装そう飾しよくの類はいっさいなく、簡素な清潔ささえ感じさせる。

　ところどころ、ぼんやりとした照明が照らす中、二十畳じよう以上もある部屋の中央には、そこだけ畳の敷しかれた、八畳ほどの、部屋の中の部屋があった。

　部屋、というのは、壁ではなく、格こう子しで仕切られているからだ。

「座ざ敷しき牢ろう……こんなところに、お父さまが」

　暗さに慣れた千姫の目は、座敷牢の隅すみに豪ごう華かな着物をまとった人物が、うずくまっているのを見つけていた。

「待ちなさい、千、まだ！」

　霧壺の方の制止を振り切きるように、千姫は部屋の向こう隅へ走り寄る。格子に手を掛けて、

「お父さま！　お父さまなのでしょう！　千です。お父さまの娘の……！」

　声をかけても、男はうなだれたまま顔を上げようともしない。

　豪華な着物だけが唯ゆい一いつ、その男を将軍慶康だと語っているようだ。

「もし、あなたさま……お上、喜き平へい次じどの」

　霧壺の方も歩み寄り、声を掛ける。

　喜平次とは、慶康の幼名だ。ふたりは幼いころから縁えん組ぐみが決められ、そのときの名をいまでも呼ぶのが普通だった。

「……ぅぁ」

　霧壺の方の声に反応したのか、慶康が顔を上げる。

　それを見て、千姫は思わず口を手で押さえた。

「（これが……父上。あの立派だった……）」

　げっそりと痩こけた顔立ちに、そのころの面おも影かげはまるでない。

　身体も、人より大きく、がっしりとしていて、幼い千姫が小さかったとはいえ、見上げる大きさだったはず。

　それがいま、千姫よりもずっと小さく、しぼんでしまったようにシワだらけで、目は落ちくぼみ、肌はだはからからに乾かわいている。

「どうしてこんなことに、なぜ……！」

　千姫の問いに、霧壺の方は首を振る。

「あるときを境に、気の病がとりついたのです。それからは、みるみるおとろえ、言葉もなくし、手足もなえ、このような姿に」

「お医者さまには」

「もちろん、あらゆる名医を呼んで治ち療りように当たらせているでございます。いまも、ね」

　直政が代わりに応こたえた。

「でもこんなところに。こんな、ひどい！」

「最新設備をそなえた医い療りよう機関のベッドに入れても、またここへ戻ってきてしまうの。ここが好きみたいね」

　と忠次。

「だからって」

「初めはこのような部屋はなかったのです。ただ、天守台の下へ通ずる、抜ぬけ穴あながあるだけで。喜平次どのの姿が見えないとき、たいていその穴の奥に籠こもって、いつまでもいたのです」

　以来、この部屋を作ったら、容態も安定したという。

　まるで座敷牢というこの部屋が、慶康を閉じこめ、虐ぎやく待たいするためかと思いこんだ千姫だったが、じつは逆だったのだ。

　いわば慶康を守るための隔かく離り座ざ敷しき。

「で、でも、なにか治る見込みは、あるんでしょう？　……ない、の？」

　千姫の問いに答える者はいない。

　ややもして霧壺の方の、

「手を尽くしてのことです。いまは、長らえるだけでせいいっぱい。それも少しずつ衰おとろえて……」

「そんな……」

　その言葉に打ちのめされる千姫。だが、あることに気づく。顔を上げ、直政、忠次を見み据すえると、

「お父さまがこんなふうになったのはいつからなの」

「もう五年以上になるでございます」

　問い、直政の答えに考え込む。

　千姫が武ぶ應おう学がく園えん塾じゆくの中等部に上がって、富士校舎に住むようになったのは五年前、十三歳になったころだ。

　それ以前から、ほとんど父の慶康と私的に会うことはなくなっていた。もともと、親密な親子関係があったわけではない。

　最初からここまで衰すい弱じやくしていたわけではなく、徐々に衰えていったのだろう。

　だとしても、

「おまえたちは、いつからお父さまの『剣姫マスターサムライ』になったのよ。千がお城にいるころには見なかったし、そのあとは」

　慶康に、「剣姫マスターサムライ」を作るだけの力があったのだろうか。

　しだいに衰えていったのは肉体だけではない。おそらく真っ先に気力、それも「将」としての力が失われたのでは。

　それとも、あの、地下の培ばい養ようカプセルのような施し設せつがなにか関係あるのだろうか。

　千姫の問いに、直政はおもしろそうに笑い声を上げた。

「フフ、ァハハ！　……失礼したでございます。そうでございますね。わたくしたち四人、このお城に上らせていただくことになったのは三年まえほど、でございます、千『お姉さま』」

「その『お姉さま』っていうの、やめてくれる。気持ち悪いのよ。……三年まえ、ということは、お父さまは」

「ほとんどいまの状態。聞きたいことはわかっているの。想像のとおり、もう『将』の力は失われていた」

「じゃあなぜ、おまえたちが」

　忠次の言葉に混乱する千姫。

「ごまかしてるの？　なにかまだ、千に隠していることが。お母さま？」

　千姫が目を向けるが、霧壺の方はうつむいたまま沈黙している。

　感じているもうひとつの疑問を、千姫は向けた。

「お兄さまは」

　霧壺の方の表情が動く。千姫は続けて、

「将軍に、なるのよね？　お父さまがこんなふうなら、お兄さまが。いますぐ将軍というのは無理かもしれないけれど、幕府を立て直すためにもお兄さまがそれなりの役目を……もう、そういうことになっているの？　お兄さまはご存じなの？」

　矢や継つぎ早ばやの問いに、霧壺の方の顔が険しくなる。

　それまでの、若々しい肌つやが急に失せて、何なん歳さいもいっきに歳を取ったようだった。

　やがて苦しそうに、吐はき出す。

「……あれは、いけません。慶彦は」

「どうして。お兄さまに問題があるとしたら、話し合いで解決するとか、もっと、議会の力を強くして……」

「慶彦は、この国を、大日本をどこへ連れていくのか。破は滅めつへ導くとしたら、あの子に将軍職を継つがせるわけにはいきません。けれど幕府の力を弱め、大政を奉ほう還かんすることもまたあってはならないこと。このわたしがここは食い止めなくては。なんとか、いまのままの幕府を……」

「お母さま……」

「ママ、安心してくださいでございます。わたしたちが」

「いるのよね。忠ただ勝かつも康やす政まさも、ママの『娘たち』が、この幕府を、大日本を、必ず守るって約束するの」

　母、霧壺の方の言葉は、千姫には衝しよう撃げきとなって伝わる。

　兄の慶彦を将軍職につけない、つけたくない、とは、どうあっても尋じん常じようではない。

　いっときは敵対した兄だが、天草の変のおりには協力し、助けてもくれた。それほどまでに忌いみ嫌きらわれる理由がわからない。

　加えて、

「なんなのおまえたち、千を『お姉さま』とか、お母さまの『娘』だとか。ただのお父さまの『剣姫マスターサムライ』なら……お父さま、の」

　だが、それはもう辻つじ褄つまが合わないことは理解している。

　ならば、

「なんなの、おまえたちって。お父さまの、将軍の『剣姫マスターサムライ』じゃないの？　だったら、誰だれの『剣姫マスターサムライ』なの？　ほかに『将』がいるの？　いったい」

　深まる疑問と混乱。

　おかしそうに笑う直政に、千姫の苛いら立だちがつのる。

　それを断たち切るように、霧壺の方が口を開いた。

「お聞きなさい。千、そなたにも伝えておくときがきたようです。将軍の、喜平次さまの『剣姫マスターサムライ』はわたし、霧壺ひとり。ただひとりなのです。喜平次さまはわたししか『剣姫マスターサムライ』をおつくりにならなかった。なれなかったのです。衰える以前から『将』の力の限界で、『剣姫マスターサムライ』をわたししかお持ちになれなかった」

「じゃあ、この……」

　直政、忠次ら四天王「剣姫マスターサムライ」たちは。御ご書しよ院いん番の少女たちも「剣姫マスターサムライ」と名乗っていたはず。

　忠次のクスクス笑いの中、ついに吐と露ろされた霧壺の方の言葉は、千姫を真に驚かせることになる。

「この子たちは、わたしの……」







参◆空の直政、地の忠次
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「御お姫ひいさまを、お助けしなくては。いま、すぐにでも、です！」

　半はん蔵ぞうの声が、広くない旅館の部屋に響ひびく。

　前回、江え戸ど城じように潜せん入にゆうし、脱だつ出しゆつしてからすでに二日が過ぎていた。

　半蔵のケガも回復し、十じゆう兵べ衛え、佐さ助すけも同じく全快している。加えて、

「天てん城じように殴なぐり込みですわね！」

　兼かね続つぐもいる。

「ぼくも一刻もはやく千せん姫ひめさまを救い出したい。けど、いいのか」

　宗むね朗あきらが問うのは理由があった。

「こんどこそ、幕府に弓引くことになる。前回もほぼ確信犯だけど、まだ表向き、ぼくたちの素す性じようは知れていない。でもこんど城へ潜入したら」

（いや、もう潜入じゃ済まない。こんどはほんとうに）

　殴り込み、攻せめ込むのと同じことになるだろう。

「ダメなの？　お兄ちゃん。千姫さま、助けたくないの？」

「もちろん助けたいさ。いや、絶対に助け出す」

「だったら、最初から決まりのはずですわ。なにをためらっているんですの」

「宗朗くんは、わたしたちのことを考えてくれているんですね」

　半蔵が漏らした。続けて、

「幕府に弓引けば、終生それはついてまわります。最悪、学園に戻ることもできなくなる。道場も……」

「ぼくはいいんだ。いや、ぼくはもう、決めた。けれど、委員長や兼続は、帰る場所がなくなってもいいのか。十兵衛は」

「なにを言っていますの。そんなの、大江戸に行くときにも言っていましたわ。もうとっくに、わたくしも腹を決めましたわ！」

「十兵衛だって、お兄ちゃんといっしょだもん！　ずーっと、だよ？」

「ウキュ、ウキュッ！」

「みんな、考えてくれ。本当にそれでいいのか。いっときの感情だけで突き進すすんで後悔しないか。ぼくはひとりでも行く。みんなを巻き込まずに」

「あー、もう、やかましい、ですわ！」

　ドン！　兼続が大おお鎚づちを畳の上へ振ふり下おろした。

　車座になっていた全員が、思わず飛とび退のきかける大きさと衝撃。

　兼続はその大鎚の前に仁に王おう立ちになると宗朗を指さす。

「行き場所がどうとか、なんですの。鎧よろいの四し天てん王のうと戦ってから、もうわたくしたちのことなんて幕府にバレバレですわ。いまさらおとなしくしてたって、いずれ向こうからやって来るに決まってますわ！」

「おー！　そうだよ、ぐっちゃん！」

「キュゥゥ！」

　なぜか手を突き上あげる十兵衛と佐助。

　兼続は、こほん、と咳せき払ばらいして、

「いいですの。このことでいちばん心を痛めているのは半蔵さんですわ。半蔵さんはきっとひとりでも千姫さまを助けに行きますわ。わたくしたちを巻き込むのを心苦しく思っているからですわ！」

　言い放つ。

　半蔵は、ハッとしたように顔を上げる。正しく、図星を指されていたからだ。

「委員長、でも、千姫さまのことは委員長のせいじゃないって」

「はい、それは宗朗くんのおかげで、気持ちはずっと軽くなりました。けれど、それを置いても、御姫さまのもとへはわたしが行かなくてはならないんです。これはわたしと御姫さまの、切っても切りえない縁えんですから」

　半蔵は笑えみを浮うかべながら、しかし決然と言う。

「ほら、言ったとおりですわ。半蔵さんは進んで死地に飛び込もうとしているのに、それを「将」が、みんなの気持ちが、なんて言ってどうするんですの。命じればいいんですわ！　ついて来い！　それだけですわ！」　言い切って、胸を張る兼続。

「兼続……」

「ぐっちゃん、すごい、かっこいいの！」

「ウキュ！　キュ！」

　これには半蔵までが、

「兼続さん、ありがとうございます、その」

「なんの、礼には及およびませんわ」

「まともなことも、言えたんですね」

「は!?　なんですの、わたくし、いつもまともですわ！　失礼しちゃいますですわ！」

　兼続は怒おこるが、むしろ半蔵や十兵衛たちには笑いが広がった。

　宗朗も、つい笑みを浮かべる。

「わかったよ。兼続の言うとおりだ。みんなを大切にって思うあまり、逆にみんなのことが見えなくなっていたんだな。自分にも自信がなかったのかもしれない」

（そんな「将」じゃ、みんなが不安になる。ぼくはみんなに命じるんだ。先頭に立って、みんなを率いて……）

「お兄ちゃんについてくよ、十兵衛、どこでもいっしょだもん！」

「ウキュ！」

「道場なんてなくてもかまいませんわ！　みんながいる場所が、わたくしたちの家なんですわ！」

　十兵衛、佐助、そしてもう一度兼続が言う。

「なんだか兼続さんに元気づけられてしまいましたね。わたしも、同じ気持ちです」

　半蔵が言い、宗朗がうなずいた。

「よし。みんな！　千姫さまを助けに行こう。絶対にぼくたちの手で、ぼくたちの仲間を取り戻すんだ！」

　宗朗の言葉が力強く響いた。

　気持ちが高まる。全員が、高く手を突つき上げる。

　そのときだ。

「危ない！」

　ちょうど十兵衛が、ぴょん、と跳とび上がった、その胸を狙うような軌き跡せきで矢が飛んできた。

　開けていた窓から飛び込んできたのだ。

　たまたま窓の方向に顔を向けていた宗朗は、いち早く気づいて十兵衛を引き寄せる。強ごう引いんに抱だき寄よせた。

「お兄ちゃ……むぎゅ！」

　宗朗の胸に顔を埋うずめることになる十兵衛。その背中をかすめて、矢は壁に突き刺ささる。

「なんですの！」

「曲くせ者ものです！」

　とっさに大鎚をかまえる兼続。窓の向こうをうかがう半蔵。

「ウキュ！」

　飛び出していこうとする佐助に、

「待て！　……これは、矢文だ」

　壁の矢をつかんで、引ひっこ抜き、宗朗がかざして言う。

「うぅ、お兄ちゃんの匂におい。い～い匂いなの、くんくん、すんすん」

「ぁ、こら、十兵衛は、なめるんじゃない。いま、矢の手紙を」

「乳娘はこっちに来いですわ！」

　いっそう宗朗にすりつく十兵衛をとりあえず離はなして、

「待ってくれ……これは」

　手紙を広げる宗朗。文面に目を走らせて、表情が驚きに変わる。

「矢を射た者は、もう逃にげてしまったようです。手紙のほうは、どうなのですか」

「キュゥゥ」

　いちどは身体半分まで外へ出て、射手を捜さがした半蔵と佐助が部屋の中へ戻ってくる。窓を閉じた。

「……『徳とく川がわ千はわれらがもとにあり。取り戻したければ、明日の夜九つ、西の丸御お庭にわまで来られたし』　署名は、ない」

　読み上げた手紙を、みんなのほうへ向ける宗朗。

　さっきまで矢に結びつけられていた紙は、大きくよれて折れ目を刻んでいる。墨ぼつ痕こん鮮あざやかな文字が短く、記されていた。

「御姫さま……これは、御姫さまを人ひと質じちにした、罠わなです！」

　と半蔵。ふたたびの激情に、拳こぶしを握にぎりしめている。

「ちょうどよかったじゃございませんの。どうせ行くと決めたところ、わざわざ招待してくださるのなら好都合ですわ！　電話もメールもあるのに、こんな芝しば居いがかった真ま似ねをするとは、片腹痛いですわ……あぐ！」

　片腹痛い、のところで、十兵衛が兼続のお腹なかをギュッ、とよじったのだ。

「なにをするんですの！　いいところで」

「だって、ぐっちゃん、お腹痛いのかなー、って」

「その痛いのとは違ちがいますわ！　と、いまはそんなことを言っている場合ではなくて」

「そうだ。これは幕府の、おそらく四天王が、ぼくらをおびきよせようとして」

　四天王、と言うとき宗朗の脳のう裏りには忠ただ勝かつの顔が浮かんだ。

（委員長は忠勝が助けてくれた、って言っていた。榊さかき原ばら康やす政まさもいた、って。こんな罠を忠勝が仕し掛かけるとは思えない、だとしたら……）

　大奥で宗朗たちに向かってきた、直なお政まさ、忠ただ次つぐの姿が重なる。

　初めて見た、鎧を脱ぬいだ素の顔が心に焼き付いていた。

「宗朗くん、向こうはきっと周しゆう到とうな罠を用意していると思います。そんな場所へみんなで飛び込んでいくのは」

　半蔵が急に弱気な言葉を口にする。

　千姫救出で心をひとつにしたはずなのに、敵の待ちかまえる死地に飛び込むとなると、自分以外の仲間を巻き込むのに気後れするのだろう。

　だが、宗朗が言い切った。

「いいじゃないか。兼続の言うとおりだ。戦わずに千姫さまを助け出せるなんて思っちゃいない。招待してくるなら手間が省けるってものさ」

「宗朗くん、でも」

「お兄ちゃん、かっこいいの！　お兄ちゃんが言ってくれて、十兵衛、ずーっと力が出たよ！」

「ウキャ、キャッ！」

　声を上げる十兵衛。興奮して飛び跳はねる佐助もいる。

「だから委員長。ぼくらはもう止めたって聞かないし、委員長のためでもない。千姫さまがぼくらの仲間だから。仲間を取り戻すのに、理由なんかいらないんだ」

　宗朗の言葉は、その場の「剣姫マスターサムライ」全員の胸に染しみこんだ。

　千姫でなくとも、誰であっても同じことをするだろう。仲間を想おもう心で繋つながっていることを、「将」と「剣姫マスターサムライ」が共有したしゅんかんだった。

　もう大げさな言葉もいらない。

「いいね」

「はい」

「うんっ！」

「当然ですわ！」

「ウキュゥ！」

　明日が決戦となるのか。

　けれど焦あせりはない。静かな海にしゅくしゅくと潮が満ちていくように、と心は穏おだやかに張りを増していく。
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「驚おどろいたな。これじゃ本当に招待されたみたいだ」

　宗朗が言う。

　膨ふくらんだ半月が、雲のない夜空を明るく照らし出していた。

　宗朗、十兵衛、兼続、半蔵、それに佐助の四人と一匹ぴきは、西の丸の広大な庭に足を踏ふみ入いれたところだった。

　ここまで、城の門はすべて開け放たれていた。

　矢文で指定されたものの、西の丸は江戸城のただ中。

　そこまでたどり着くにも警備の兵などをどうやってすり抜けるか、と考え、身構えていた宗朗たちは、拍ひよう子し抜ぬけする思いだ。

　ところどころに松が配された庭は簡素で、武家的なたたずまい。

　東側には、一段高くなった本丸が、巨きよ大だいな石いし垣がきとともに黒くそびえている。

「ここまで来る苦労はありませんでしたけれど、やっぱり不気味ですね」

　半蔵が言う。

　その姿は、いつものメイドふう制服に戻っていた。

　江戸城内に監かん禁きんされていたときには、すべての武器と制服の一部も奪うばわれていた。

　けれど、こうして宗朗の側にいると「将」から流れ込む力で「剣姫マスターサムライ」の姿を取り戻すことができる。















　いまの状態なら宗朗と多少距きよ離りを置いたとしても、衣服が消きえ失うせることはない。それは「剣姫マスターサムライ」自身の力で維い持じされるからだ。

　ただし、「剣姫マスターサムライ」としての戦う力が弱まってしまうのは避さけられなかった。

「なんですの。さあ、どこからかかってくるんですの？　生いけ捕どりにでもしようと投と網あみがバーッ、とかですわね。この兼続さまの大鎚、愛染院丸で蹴け散ちらしてくれますわ！」

　妙みように自信たっぷりの兼続。

「十兵衛もがんばるの！　お兄ちゃん！」

「ウキュ！」

　十兵衛と、その肩かたにつかまった佐助が声を上げる。

「うん。みんな、周囲に気を配れ。『氣』の流れの変化に注意するんだ」

　宗朗が言うと、

「『氣』の流れ……やってみます」

　半蔵が答えて、意識を集中するように目をつむった。

　半蔵だけが、この中で慶けい次じの「氣」の修しゆ行ぎようを受けていない。けれどその経けい緯いは、宗朗がすべて伝えていた。

（けっきょく「氣」はひとりひとりの気づきでしか、会え得とくすることはできないんだ。ぼくもまだまだ。委員長を手助けしながら、ぼくの修行にもなる）

　宗朗も、目を閉じて集中しようとしたときだ。

「……あれ、は」

　本丸の石垣を背に、一本の柱が屹きつ立りつしている。

　電柱よりも高く、その上じよう端たんは二ふた股またに分かれて、「Ｙ」の字を作っていた。そして、

「誰かいますわ！」

　兼続が言うのを聞くまでもなく、誰もが気づいた。

　Ｙの字の斜ななめ二本の辺に両りよう腕うでを掲かかげ、下一本の辺には頭から下の身体を縛しばり付つけられている。

「御姫さま！　あぁ、なんという……！」

　半蔵がいち早く叫ぶ。

　その言葉のとおり、Ｙの字の柱に縛り付けられ、つまり磔はりつけにされていたのは、間ま違ちがいなく千姫その人だったからだ。

「千姫さま！　くそぉ！」

　宗朗が言う側を、半蔵が柱に向かって走り出していた。

「御姫さま、すぐにお助けします！」

「いけない！　罠があるかもしれないんだ。みんな、周りを注意しながら委員長を！」

「わかってますわ！」

「お兄ちゃんも、千姫さまを」

「ウキュ！」

　兼続、十兵衛、佐助が、半蔵を追いながら、宗朗を取り囲む。いつ敵が現われても、対処できる配置だ。

「千姫さま……」

　柱の側まで来ると、千姫のようすがさらに明らかになった。

　白一色の襦じゆ袢ばんのような衣装は、死に装束に思える。

　大きく広げて上げた両腕が荒あら縄なわで乱暴に縛られていた。両りよう脚あしもそろえるようにして、縛いましめられている。

　力を失ってがっくりとうなだれた顔は、長い髪かみが吹ふく風になぶられ、意識があるのかどうかもよく見えない。

「こんな、ひどい！」

　半蔵が柱を叩たたく。

　少しでも、千姫の目が醒さめれば、との思いからだ。けれど千姫の反応はない。まさか、との悲観がよぎる。

「御姫さま、いま……！」

　半蔵はとっさに柱を上ろうとして、気づき、

「旋せん風ぷう大手しゆ裏り剣けん！」

　直径一メートルはある巨大な手裏剣を呼び出だすと、それを柱に向かって叩きつけようとする。

　柱ごと折り砕くだいて、千姫を救出しようというのだ。

「待て、委員長！」

　だが宗朗が止めた。

「どうしてです。早く御姫さまをお助けしなくては！　早く……まさか、まさか……！」

　最悪、千姫の屍しかばねを敵が掲げている、ということも可能性はある。

　口に出したくもない。だから早く確かめたい。

　焦る半蔵の前で、宗朗は妙な胸むな騒さわぎを抑えられない。

（おかしい。最初この西の丸御庭に入ってきたときに、この柱はなかった。いつ立てられたんだ。いや、見落としていただけなのか）

　じっとりと汗あせがにじむ。

　なにかがおかしい。だがそれは。

「なにか、来ますわよ！」

　兼続が叫さけんだ。その言葉が終わらないうちに、

「きゃぁっ！」

「キュゥ！」

　とつぜん、足下の地面が大きく盛り上がる。よろけ、飛び退く十兵衛と佐助。避けようとする宗朗を、

「獲とった、の」

　巨大な手がつかむ。そのまま本体までが地面から現われた。

　土ど砂しやを吹き飛ばしながらせり上がってくる朱しゆ塗ぬり黒くろ糸いと威おどし二に枚まい胴どう具ぐ足そく。血のように塗ぬられた赤が、月夜に濡ぬれたように光る。

　兜かぶとの鹿か角づのの脇わき立だてが、ぐるぐる、ぐりぐり、目にも留まらない速さで回転していた。

　忠次の鎧なのだ。

「これか……ぐぐっ！」

　イヤな予感の正体は、この忠次の鎧が地中に潜ひそんでいたからなのか。

　しかし柱は。

　宗朗が思う間もなく、

「おとなしくしていればいいものを、でございます！」

　こんどは声が空から降ふってくる。

　こちらも赤い。

　忠次の鎧と違い、鮮あざやかな光を弾はじく赤だ。これだけの兜には、これもまたまばゆい金の脇立が天を衝つくように二本、直立している。その形のとおり、天衝脇立だった。

　朱しゆ漆うるし塗ぬり桶おけ側がわ胴どう具ぐ足そく。直政の鎧だった。

　忠次の鎧が、どっしり、でっぷりと肥えた形なのに対し、手て脚あしともに細くスマートで、敏びん捷しようなふうを印象づける。

「危ないよ、避けて、ぞうさん！」

　十兵衛が叫ぶ。

　間かん髪はつをいれず、たったいま半蔵がいた場所に振り下ろされる巨大な刀。

「あれは！」

　大きく後ろへ跳びながら、空中で一回転して再び前を向く。着地した半蔵は、その奇き妙みような武器に驚いた。

　半月刀。

　大きな反りを持ち、刀身の左右に柄の付いた刀だ。

　それ自体、直政の鎧の身長と同じほどの長さがある。

　たっぷりとした刃は渡わたりは刀というよりまるでノコギリで、それを証明するように刃はもギザギザに波打っていた。

　さらに不思議なのは、刃が隙すき間まを設けて二枚に重ねられていることで、その作りからして二枚重ねのノコギリのようだ。

「空からだって、いったい!?」

　忠次の鎧に身体ごとつかまれているというのに、宗朗は謎なぞを解こうとめまぐるしく頭をはたらかせる。

（この地中から出てきた鎧、これが柱を立てたんだ。きっと柱は最初、寝ねかされていた。それにしてもあの赤い鎧は）

　だがその答えは、直政の鎧の動きを見るとわかった。

「まだ、いくでございます！」

　巨大な武器を持ちながら、直政の鎧は軽々と跳び上がると、

「なんですの!?」

「あれ、羽根？」

　背中からうす赤色の羽根が展開される。この羽根と、おそらくは鎧に備わった推進力によって、直政は数十秒も滞たい空くうできるのだ。

「あの能力だ。きっと磔の柱をジャンプ台にして、かなりの高さまで跳び上がった。そのまま空で待機していたんだ！」

　旋せん回かいして、機をうかがっていたのか。

　二体の鎧の正体はつかめた。

　しかし、

「お兄ちゃん！　いま行くよ……きゃぁああっ！」

「キュゥゥ！」

　忠次の鎧につかまった宗朗を助けようと、十兵衛と佐助が攻こう撃げきをかける。

　佐助は「剣姫マスターサムライ」体に変化していたが、分厚い鎧には刀でも歯が立たない。振り払はらわれて、かろうじて地面に打ちつけられるのを防ぐのがせいいっぱいだ。

「十兵衛！　佐助……うぐぐ、ぅ！」

「わたくしに、おまかせですわぁあああっ！」

　そこへ、兼続が大鎚を限界まで振りかぶって叩きつける。

「そんな大味な武器で……なんです？」

　意外に敏捷な動きで避けた、と見えた忠次だが、兼続の鎧は空から振ぶりしたように見えて、もう一回転を回ると確実に打ち込んでくる。

「これぞ、直なお江え流戦せん鎚つい術、風車の陣じんですわぁああ！」

　ゴッ、ン！　重々しい音が鳴なり響く中、したたかに大鎚を打ち付けられた忠次の鎧の腕うでは、

「あああ……！」

　力を失って、その手のひらから宗朗がこぼれ落ちた。
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「うっ！　はぁ、はぁ……みんな！」

　受け身を取りながら、自分から転げ、忠次と距離を取る宗朗。抜ばつ刀とうしながら、あたりに向かって叫ぶ。

「無事か！」

「うん、ここだよ、お兄ちゃん！」

「ウキャ！　キャッ！」

「わたしは無事です、宗朗くんっ！」

「見ましたの？　わたくしの活かつ躍やくを！」

　あちこちから声が飛ぶ。

　四人ともに、少しも戦いの勢いの衰おとろえていない「剣姫マスターサムライ」たちだ。

「こざかしいでございます！」

　空中の直政が緩ゆるい降下から突っ込んでくる。

「来るぞ！　避けるんだ！」

　宗朗が地面に伏ふせる。「剣姫マスターサムライ」たちも飛び退き、それぞれ伏せた上を、直政の鎧が超ちよう低てい空くうで通り過ぎる。

　兜の黄金の脇立が妖あやしく輝かがやいていた。広げた羽根も、その縁は鋭するどく尖とがっており、刀と同じ切れ味を持つと思われる。

「あの脇立や羽根に触ふれてはダメだ！」

　宗朗が看破する。

「なら、こっちが行くまでね」

　忠次の鎧が突とつ進しんして来る。

　ずんぐりした背中から刀を抜ぬくように取りだしたのは金かな砕さい棒ぼうだ。

　おとぎ話の鬼おにがよく持っている、多くの棘とげが表面にびっしりとついた太くて長い八角棒である。

「せぇい！」

　かけ声とともに振り下ろされる。横よこ殴なぐりに襲おそってくる。

　しかも両手に二本だからたまらない。

「つ、次々くりだされて、合間がありませんわ！」

　刀や鑓やりと異なり、精密な斬撃や刺し突とつはできないものの、金砕棒の面に対する打だ撃げき力りよくはすさまじい。

　同じく面に対する武器といえば兼続の大鎚だが、飛び込むタイミングを見いだせずにいた。

　鎧は機械のように正確な打ちよう擲ちやく攻こう撃げきを休みなく、疲つかれも知らずに行うことができる。

　しかもそれだけではなかった。

「逃げ回まわっていても、踏みつぶすわよ」

　金砕棒を背中に装着すると、兜の脇立も格納される。兜が背中に埋まり込み、手脚が中へ折りたたまれる。

　丸みを帯びた背中がぐーんと伸のびると、顔も手足も呑のみ込むように、

「丸まっちゃった！」

　十兵衛が目を丸くする。

「ウキャ！　ウキャー！」

　佐助も興奮する。

「まるで、ダンゴムシですね」

　半蔵の言葉がいちばん近い。しかしどうやらそれは禁句のようで、

「ダンゴムシとか言わないでよね。丸がん相そう轢れき殺さつ界かいよ」

　直径二メートル以上の巨大な玉が、ゴロゴロゴロゴロ、うなりをあげて「剣姫マスターサムライ」たちを襲ってくる。

「これは……逃げろ！」

　宗朗も、そう指示するほかない。

　しかし走って、あるいは跳んで逃げれば、

「あら、もう伏せるのは止めたのでございますかぁ？　アハハハハ！」

　上空から直政の鎧が降下して脅おどかし、また上じよう昇しようを繰くり返かえす。

「ひゃぁああ、走って逃げたり伏せたり、忙いそがしいよぉお！」

「キュキュー！」

　空と陸からの立体攻撃なのだ。そう考えれば、この二体の鎧の組み合わせは、最高のコンビネーションと言える。

「くそ、このままじゃ、ラチがあかない」

　歯がみする宗朗。

　逃げ回っているだけではいつかつかまってしまう。

　忠次の鎧はただ転がるだけでなく、急にもとの人間型に開いては、金砕棒での攻撃も繰り出してくる。

（それに較くらべると……）

　直政の鎧は空中からの緩降下、急降下を繰り返すだけで、さほど攻撃にパターンがない。突とつ破ぱ口こうは、直政の鎧よろい攻こう略りやくから、と思われた。

「十兵衛！　たのむ！」

　宗朗がそう言ったときには、もう十兵衛が触れるほどの側に来ていた。

「うん、お兄ちゃん」

　そう言って身体の力を抜き、目ま蓋ぶたも閉じる「妹」。

　宗朗はその肩をつかむと抱き寄せる。

（こんなふうに、「剣姫マスターサムライ」の力だけをたのみに十兵衛さんを呼び出すのは、なるべくしたくなかった。力だけを都合良く使うみたいで、後ろめたい気持ちがずっとあったからだ。でも十兵衛さんが言っていた）

『もっとわたしを都合よく呼び出して使ってもいいのではないか。仲間なら、そんなところに遠えん慮りよするな。それに、おまえが欲ほつする力とは、仲間を生かす力のはず』

「そうだ。みんなを守り、千姫さまを……救い出す！」

　チュッ……！

　唇くちびるが、触れ合あう。

　そこから「氣」が弾けるようにあふれ出し、十兵衛の身を包つつむ。

「氣」を習得していない者には見えるはずのない光景。宗朗から十兵衛へ、「将」から「剣姫マスターサムライ」へ、まばゆい「氣」が流れ込み、あふれだす。

「すごい、ですわ」

「キュゥゥ！」

　目を見張る兼続と佐助。

　そしてまだ、「氣」を見ることのできないはずの半蔵までが、

「十兵衛さん、キラキラ輝いています。すごく力強くて、それでいて、きれい……」

　その言葉をそのまま形にしたように、渦うずを巻いた「氣」が収まると、そこに白銀の髪をなびかせた十兵衛が佇ちよ立りつしていた。

「十兵衛、さん」

「またおまえか。しかしこの状じよう況きよう。なるほどな、少しは骨がありそうだ……それにしても、この耳は、慣れんな」

　迷めい惑わくそうに、けれどどこかうれしそうにニヤリと笑う。頭の耳が、もきゅもきゅ、と動いた。

「そこのトンカチ」

「トンカチ言われましたわ！　なんですの！」

　ムッとしながらも、「剣姫マスターサムライ」十兵衛の言葉に応こたえる兼続。

「あのダンゴムシをいっしゅんでいいから止めろ。そこそこに「氣」ができるようだ。おまえなら、できよう」

　口は悪いが、十兵衛の言葉には、人を動かす力がある。

　言われた兼続は、

「なんだか偉えらそうですわ。けど……そこまで言われたからには、やってやりますわぁ！」

　こっちも笑ってみせる。

「半蔵」

「はいっ」

「わたしがあの空飛ぶやつを押さえる。その間に徳川の姫ひめをおまえが助けろ」

「は、はい！」

　半蔵の顔がほころぶ。目にはもう涙なみだまで溜たまっていた。

「すごいな、十兵衛さんは、ぼくなんかより的確じゃないか」

「おまえの役目は別にある。わたしたちを、『将』の力で照らすことだ。おまえにしかできぬ」

「『将』の力で照らす」

　わかってはいるが、力んでできることでもない。

　十兵衛は笑うと、

「信じることだよ。おまえの『剣姫マスターサムライ』を信じて信じ抜くことだ。されば『将』の『氣』は、『剣姫マスターサムライ』を守り、満たすだろう」

「……はい！」

　思わず宗朗までが、大きく声を張り上げていた。

「猿さるは、そうだな。わたしと来い」

「キュウゥ！」

　ポンッ！　と小こ猿ざるの姿に戻もどった佐助がうれしそうに、十兵衛の肩に飛び乗った。

「仲良しこよしの戯ざれ言ごとはそのくらいにしておけでございます！」

　直政の鎧が急降下すると、速度を保ったまま地面すれすれに飛行する。立っている者をすべて薙なぎ払う勢いだ。

「どのくらいやってくれるのかしら。見せてもらうわよ」

　こちらも、丸くなった忠次の鎧が土砂を蹴散らしながら迫せまる。

「さて、行くぞ！」

　十兵衛が大きく跳ぶと、背中の提ちよう灯ちんからいっしゅん炎ほのおが吹き上げた。それを推進力に、さらに上昇する。

　兼続もまた、大鎚を大きく振りかぶって忠次に相対した。

「行きますわよぉぉおお！」

　迫り来る鎧に、渾こん身しんの一いち撃げきを叩きつける。

「御お姫ひいさま、ただいままいります！」

　ふところから縄なわを取り出すと、柱の横木目がけて投げ上げる。ちょうど千姫の、腕の先に巻き付いた。

　ただの縄ではなく、単分子繊せん維いをより合わせたごく細く、軽量、しなやかな縄で、先には分銅の錘おもりがつけられている。

　縄を手がかりに、あっと言う間に半蔵は千姫の縛り付けられている高さまで上っていった。

「ぅんっ！」

　一方の十兵衛は、いったん直政の鎧よろいよりも上へ上がると、姿勢を変え、急きゆう上じよう昇しようして来た鎧に取り付く。

「ウキュゥ！」

　佐助が十兵衛の肩から飛び降りると、ふたたび「剣姫マスターサムライ」体となって長く硬かたい爪つめを鎧に突き立たてた。

「この鎧を落とせば……」

　左ひだり腕うでにつけられた小こ太だ刀ちの鞘さやが吹き飛とび、中から現われた刀身を十兵衛は鎧の背中、装そう甲こうの合わせ目に突き込んだ。

　ガクン、と揺ゆれる鎧は、けれどかなりの高速で飛行している。

　振ふり落おとされないよう身体を爪や刀で繋ぎ止とめながら、

「ゥゥゥゥ、ガブゥゥ！」

　佐助はしきりに噛かみつき、また爪で鎧の表面を引き裂さこうとする。

「首を落とされたくなかったら、地面へ降りろ！」

　十兵衛は言って、開いた右手で腰こしの印いん籠ろうをさぐる。そこから光が引き出されるように迸ほとばしると、そのまま大だい刀とうに変化していた。

「どぉっせぇぇえええい！　ですわぁあああ！」

　ゴォォオオン！　まるで巨大な鐘しよう楼ろうの鐘かねをつくような音が響ひびいて、兼続の大おお鎚づちが忠次の鎧に叩きつけられる。

　しゅんかん、

「ううううう！」

「きゃぁああっ！」

　どちらも弾はじけ飛んだ。

　忠次の鎧は進行方向を妨ぼう害がいされてあらぬほうへ。兼続もまた、反動で大鎚ごと吹き飛ばされる。

「だいじょうぶか兼続！　いいぞ、鎧の攻撃を妨害することには成功してる。十兵衛さんは!?」

　宗朗が兼続に駆かけ寄りながら、空をあおぐ。

　夜空に、深い海の中のエイほどに小さくなった直政の鎧が見えた。

　その鎧の上で、

「この程度では傷もつかぬか。なら……！」

　飛び続ける鎧の上で、十兵衛はバランスを取りながら立ち上がる。

　吹き飛ばされそうな身体は、装甲の隙間に突き立てられた小太刀の柄に足先をからめ、大刀を振りかぶった。

「ウキュ！　キュッ！」

　が、佐助が奇妙な反応をする。

　けんめいに爪で引っ掻かいたり、噛みついたりしていた佐助だが、鎧を傷つけることはやはりできなかった。

　それが、十兵衛になにか訴うつたえようとしきりに声を上げる。

　佐助の訴えが切きっ掛かけになったのか、十兵衛もまた気づいた。

「この『氣』の弱さ。まさか……そうか」

　大刀を収めると、振り返る。

　遠く、江え戸ど城じよう全体が俯ふ瞰かんできるほど、直政の鎧は高く飛んでいた。緑の多い西の丸の中に、

「……あれか」

　十兵衛が髪につけている刀の鍔つば。それが下がって左目を覆おおう。

　さらに、カシャッ、鍔が上下に開いた。

　穴が開き、それを通して見る十兵衛の左目には、超ちよう望ぼう遠えんレンズのように地表の風景が拡大されて見えた。

「半蔵、待て……！」
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　柱の上まで上った半蔵は、

「御姫さま、ただいま縄を解きます。失礼を……」

　磔柱のＹの字の横木に自分の腕を固定すると、足を二度、三度と振った。

　半蔵の下げ駄たは一本歯というより、細い棒状の歯になっているのだが、その先から錐きりのような刃は物ものが飛び出す。

　これで千姫の足を縛り付けた縄を切り裂いた。

「あとは……」

　自由なほうの手に持った、脇わき差ざしよりも小さな小こ柄づかで、千姫の腕の縄も切る。

　固定していた縄がなくなると、千姫の身体が柱から落ちてしまう。半蔵は千姫を抱だきかかえながら、最後の縄を、ザクッ……解いた。

「いま、下ろしてさしあげます、御お姫ひいさま！」

　言いながら、半蔵が最初に放った縄を調節し、ふたりともに地上へ降りようとする。が、そこで、

「ぇ？」

　初めて違い和わ感かんに気づいた。

　柱を地上から見上げているときにはわからなかった。こうして千姫の身体を抱きかかえていると、伝わってくる。

「御姫さまの匂においが……それに身体も」

　違う。身体もずっと小さい。

　まさか、そう思ったときには、

「気づくのが遅おそいでございますよ！」

　千姫が顔を上げた。

　そこにあったのは、長い髪のカツラをかぶった別人の顔。逆に半蔵の身体を、強く抱きしめる。

「あなた、は」

「そう、その顔。それが見たかったでございます。驚きよう愕がく、恐おそれ、絶望、あなたもなかなかいい顔をしているでございますよ。一瞬の生の表情は、その場にいなければ味わえないでございます。それも、ここまで、でございますけれど……！」

　直政だった。

　カツラの下の、まだ幼さの残る顔が残ざん忍にんに笑う。言いながら、内うち腿ももにくくりつけた匕首あいくちを半蔵の胴へ突つき立てている。

「よくも……！　御姫さまを」

「ああ？　なんでございます。だまされた自分たちのバカさかげんに気づいたでございますか。腹を立てるなら自分に、立てろでございま……ぅん？」

　笑いとともに、突き立てた匕首をひねりあげる直政。しかし、伝わってくる感覚に違和感をおぼえて顔を曇くもらせる。

　そこへ、

「離はなれろ、半蔵！」

　矢のように降下して来た十兵衛が、大刀を振りかざして直政に突きかかっていく。

「ちっ！　ひとりだけでも『剣姫マスターサムライ』を取ったのでよしとするでございます」

　直政はすんでで柱を自分から蹴けって離れる。大きく跳とんだ先に、

「ウキュ……」

　まだ佐助がしがみついている、自分の鎧が降りて来ていた。

「離れろでございますよ、猿！」

「キャゥ！」

　勢いで佐助を蹴散らし、鎧の背にしがみつく直政。

　ある部分を操作することで鎧の背中が大きくせり上がり、中がぱっくりと開く。白装束を脱ぬぎ捨すてた直政は、身体にぴっちりと張り付いたパイロットスーツ姿だ。中へと滑すべり込んでいく。

「四天王のひとりだったのか。千姫さまは？　いや、あの鎧には、誰だれも乗っていなかっただと？」

　宗朗が言うそばに、十兵衛が磔の柱から降りてきて着地した。

　その腕に、半蔵をかかえている。

「委員長!?」

　半蔵のお腹なかのあたりが朱しゆに染まっていた。十兵衛から受け取るように、半蔵を抱きかかえる宗朗。

「あの鎧はおそらく遠えん隔かく操作されていた。それゆえ、動きが単調で攻撃も甘あまかったのだ。操作していたのは……」

「いまごろ気づいても遅いのよね。あら、今回二度目の台詞せりふかしら」

　のっそりと立ち上がる忠次の鎧。

　兼続に打ち飛ばされたせいで、しばらく動きが止まっていたのが、回転モードを解いた人型で身を起こした。

「御姫さまに化けていたのが四天王のひとりだったのです。おそらくは、赤備えから井い伊い直政かと」

　半蔵がそう言って、立ち上がろうとする。

「動いちゃダメだよ委員長！　ひどいケガが」

「そうですか。あ……血が、でも、かすり傷です。ほら、ちっとも」

　だが半蔵は笑えみさえ浮うかべて、メイド服のスカートをまくりあげる。たしかに、生き地じの破れた下腹の部分に、擦すり傷きずのような血が滲にじんでいたが、それだけ。

「じゃあ、その血は」

（そんな傷よりもっと出血した跡あとみたいに見えるけど、でも）

「さあ。……あ」

　急に、自分からスカートを持ち上げていることに気づいた半蔵が、顔を赤くしてしゃがみ込む。

「きゃっ！」

「委員長……それだけ元気なら、だいじょうぶだね」

（でも、刺さされたように見えたのは）

　下から見ただけで、わからなかったのか。けれどそれは、鎧に乗り込んだ直政にも理解できないこととして映る。

「おかしいでございます。あれだけ確実に……けれど、感かん触しよくがおかしかったのは、そのせいでございます？　柳生やぎゆう宗朗の『剣姫マスターサムライ』ども、まだなにか隠かくしているでございますか!?」

　遠隔操縦ではなく、乗り手を得た鎧は複雑な軌き道どうを描えがきながら螺ら旋せん飛行で上昇し、また急降下してくる。

「これでも食くらうでございますよ！」

　両手に抱かかえた半月刀、その二段になった刃の間から、続けざまに擲てき弾だんが発射される。小型の爆ばく弾だんが、地面に激げき突とつして連続した爆ばく発はつを起こす。

「危ない、宗朗くん！」

　半蔵が宗朗をかばって、地面に伏せる。

「うぁ！」

　忠次の鎧も、金砕棒を振り回しながら迫る。と思うと、ふたたびもっさりと丸まり、激しい回転とともに襲ってくる。

「まだ来るんですの！　いいかげんに……！」

　兼続が立ち向かう。

　直政へは、

「わたしがやろう」

　またも、大きく跳び上あがる十兵衛が。

「兼続、十兵衛……、やれるのか」

（いや、信じるんだ。信じて、信じ切って、信じ抜く……！）

　宗朗が見守る中、

「わたくしの中の『氣』の流れをつかむのですわ。わたくしの属性は『土』。地面と対話して、『氣』を自分のものに……どぉぉぉおおおっせぇぇええええいっ！」

　鋭く、大きく、大鎚を振りかぶる。

「『氣』を意識しろ、か。おもしろいことを教えてくれた。前まえ田だ慶次」

　いっぽうの十兵衛も、二度、三度と提灯から炎をきらめかせながら、軌道を変える。かまえた大刀を、

「とぁぁあああっ！」

　振り抜いた。

「一度くらいそのカナヅチで打ったからって、次もやれるとは限らない。さっきだって自分も吹き飛ぶ相打ちだったはず。こんどは、おまえの負け、よ！」

　うなりを上げ、土砂を勢いよく跳はね上げながら突っ込んでくる忠次の鎧。回転モード。

「さっきみたいに簡単に取り付いたり、できると思わないでもらえるでございます！」

　直政も、右へ左へ、ロールを繰り返しながら突き進すすんでくる。

「さっきと同じと、誰が言ったのですわ！　止める気なんて、ありませんの！」

　ところが兼続は、叫ぶと同時に地面を大鎚で思い切り叩いた。

　鎧の前面、寸前の地面だ。

　ドォン！　地じ響ひびき、振しん動どうとともに、兼続自身の身体が反動で跳ね上げられる。そのまま大鎚ごと、鎧の上を飛び越こす。

「はぁ？　なんです、逃にげたの？　……ぇ」

　そうではなかった。

「こっちから行きますわよぉぉおおお！」

　飛び越しざまに、鎧の背後へ。

　着地することなく、そのまま大鎚を叩たたきつける。兼続が狙ねらっていたのは最初からこの動きだった。

「なん、ですって……ぁあああ！」

　もともと兼続を踏ふみつぶそうと加速していた忠次の鎧は、背後から、つまり進行方向への一撃でいっきに、角度をつけて加速される。

　それはつまり、飛び出していく、ということだ。

「真正面から打ち合うだけが能ではありませんわ！　ようは、叩き出せばいいのですわ、ここから！」

　兼続が笑いながら胸を張る。

　そして十兵衛も、

「ならばこちらも、叩き落とせばいいということだ！」

「変わった？　でございます？」

　突っ込んでくる直政に真まっ直すぐ向かう軌道、と見せて、いっしゅん背中の提灯を噴ふかし、空中で舵を切る。

「かまわないでございます、落ちろでございます！」

　再び半月刀から擲弾を放つも、十兵衛はすべてすり抜け、直政の鎧とすれ違ちがいざま、その足をつかんでクルッ、と一回転。

　またも直政の背中に乗り上げる。

　すると十兵衛を追いかけてきた擲弾が、

「ぁっ！　きゃぁ！　ぐぁあっ！」

　直政の鎧に次々と命中した。

「性能のいい追つい跡せき弾だんだ」

　他の擲弾や爆ばく風ふうを肩かた当あてで受けて避さけながら、十兵衛が笑う。パッ、と手を離し、また空中へ。

　十兵衛が着地する間にも、自らの擲弾で損傷を負った直政の鎧はふらふらと飛び続け、しかし煙けむりの尾おを引いて、高度ががくんと下がる。

　そこへ飛んできた忠次の鎧と、

「避けなさい、直政！」

「ちょ！　無理……でございます！」

　ぶつかりあい、互たがいに弾き合って、さらに鎧の傷を深めてしまう。

　もつれるように西の丸のはずれ、堀ほりの中へ墜つい落らくした。
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　大きな水柱が上がる中、

「やったぞ！」

　宗朗が声を上げる。

「とうとう四天王を倒たおしたんですね！」

「わたくしにかかれば、こんなものですわ！　一撃ですわ！」

　半蔵、兼続が言い、

「今日のところは勝ちを拾ったかもしれん。が、次はわからぬ」

　十兵衛が歩み寄ってきた。

「兼続も、十兵衛さんも、『氣』を意識して取り込むことで、ずっと戦いが危なげなくなって来てる気がするよ」

　宗朗が言うと、

「わたくしもですわ！　というよりなんだか、ムズムズしますの。あ、そういう意味ではございませんわよ。なんだか、『氣』をもっと取り込んで、身体がはち切れそう、というか……だから、そういう意味ではなくて！　この身体の中で『氣』がはね回って、もっともっと戦いたい、と言っているような」

　息巻く兼続。

　四天王のひとりを蹴け散ちらした興奮が醒さめやらない。

「すごいものなんですね、『氣』を意識する、操あやつる。わたしもできたら、もっと強くなれるのでしょうか」

　と半蔵。

「できるよ。昨日、半蔵さんとひとつに……あ、そういう意味じゃないんだ十兵衛！　と、とにかくそのとき、半蔵さんの中に、きれいな『氣』の流れを見つけた。きっと自覚していけば、習得は早いはずだ」

　励はげます宗朗。その横で十兵衛が、

「もう、『氣』を無意識のうちに操っているかもしれぬな。さっきも……ぅ」

　そこまで言ったときだ。

「十兵衛、さん？　十兵衛……」

　がっくりと膝ひざをつきそうになる十兵衛を宗朗が支える。その腕の中で、

「ほえ、お兄ちゃん？」

　白銀の髪かみが赤く染まり、頭頂部の耳もしぼむように消える。

　もとの妹十兵衛に戻っていた。

「ウキュ、キュッ！」

　こちらも小猿に戻った佐助が飛びつく。

「さっちん！　勝ったの？　すごぉい！」

　抱き上げて、笑う十兵衛。

「確かに、勝ったとも言えるけど」

「肝心の、千姫さまが」

　宗朗、兼続が言うと、半蔵が表情を暗くした。

「わたしたちをおびき出だすための道具で、御姫さまはいまもどこかに閉じこめられているのでは。おいたわしい……」

「ご心配には及およばないわ！　千はちっとも、おいたわしくなんてないもの！」

　とつぜんの声に全員が振り向むく。

　そこに、

「お、御姫さま……！」

　千姫が立っていた。

　まぎれもない、本物、本人。ただし、いつもの制服でも、大おお奥おくの間あい着ぎ、振り袖そででもない。

　黒エナメルボンデージの、

「ま、魔ま女じよ、ですわぁ！」

　その姿を初めて見る兼続が驚おどろきの声を上げる。

　それほど千姫の姿は、以前とは変わりすぎていた。見せつけるような露ろ出しゆつ。まさに魔女然としたデスサイズ。

「御姫さま、ご無事で」

「ええ、そうよ。ご無事もご無事。大ご無事で退たい屈くつしてたところなのよ。あのふたりがうまく罠わなを仕し掛かけて、おまえたち全員を一いち網もう打だ尽じんって言うから見てたのに、フフフ、なによあれ、笑っちゃうわよ。やっぱり千がやらないとダメみたい」

　月光に濡ぬれたように艶つやめくボンデージコスチュームをわざと強調するように身をくねらすと、デスサイズの刃やいばをペロッ、舌でなめあげる千姫。

　潤うるんだ瞳ひとみで、宗朗を悩なやましく見つめる。

「千姫さま、ぼくらといっしょにここを出ましょう。いまなら監かん視しの四天王もいない。ここを出て」

「またあの道場でぬるっちいママゴト遊びをするつもりかよ！　千をいつまで放っておいて、ほかの女どもにうつつを抜かそうって言うんだろ！」

　急に豹ひよう変へんする千姫。

　表情までが険しく、宗朗をにらみつける。

　こめかみがピクピクこきざみに痙けい攣れんし、眉まゆも神経質そうに震ふるえた。

「御お姫ひいさま、どうか正気に」

「うるさい！　おまえのその声を聞くとイライラするわ。妙みような主従ごっこももうたくさん！　千はね、このわたしだけを見ていてくれる殿との方がたに、奪うばわれたいの。それはもう、強ごう引いんに、力ずくで、いますぐ、メチャクチャにされたい！　ううん、普通の女のコならみんなそう思ってる。わたしだけを見て！　わたしだけを愛して！　わたしだけを抱いてよっ、て！」

　激し過ぎる千姫の言葉が響き渡わたる。

　宗朗の耳じ朶だを打つ。

「千姫さまは、あの四天王たちに利用されて、洗脳されているんだ。道場に帰って静かにしていれば、きっともとに」

「戻りたくないって、言ってんだよ！　それともなに？　おまえがそのお粗そ末まつな○○○○で、いますぐ千を女にしてくれるの！　いますぐ『剣妃サムライブライド』にしてくれるのかよ！　ええ!?」

　興奮した千姫の声が響き渡る。宗朗をはじめ全員が圧あつ倒とうされる思いだ。

　千姫自身も、大きく荒あらく息をつくと、不敵な笑いを取とり戻し、

「だからよ。千のこと、本当にほしいって思うなら、宗朗、おまえが千を止めなさい。でなければ、千がおまえを倒してあげる！」

　デスサイズの刃を、宗朗に向ける。

「ぼくと、千姫さまが……戦う」

「いけません御姫さま。どうしてもというなら、この半蔵が」

「おまえは千と戦う気なんてないじゃない。身を挺して千を止めようっていうんでしょう。そういうの、うんざりだって言ってんのよ、千は」

「お待ちなさい、ですわ！」

　とつぜんの声。そして進み出る。

「兼続！」

「ぐっちゃん!?」

「ウキャ？」

「もちろんわたくし、直江兼続ですわ！　野や獣じゆう宗朗に代わって、わたくしがお相手いたしますの！」

　進み出る兼続。

「はぁ？　なに言ってんの、このトンカチ。お呼びじゃないってんだよ、イライラさせんな！」

　一転、けわしい表情になって牙きばを剥むく千姫。

「おお、こわいこわい。そのコスチュームといい、本当に魔女ですわね。けど、そっちが魔女なら、可か憐れんなわたくしは……魔ま法ほう少女ですわ！」

　大鎚を振りかぶる。

「なにをしようっていうんだ、兼続は」

「ぐつぐつちゃん、とうとう『氣』が頭に回っちゃったの、かな？」

　心配する（？）宗朗と十兵衛だが、

「誰が頭に『氣』が回ったですの？　そうではありませんわ！　いまのわたくしは心身ともに『氣』力充じゆう実じつ！　いまにもなにかに変われそうですの。身体の内側から『氣』があふれて、わたくしに変われと命じているんですわ！」

　目を輝かがやかせる兼続。

　そしてその身体が、燐りん光こうを放つように内側から輝き始める。光が中から外へと、漏もれ出すようだ。

「本当に変わるのか。十兵衛も確かに変わった。『氣』の力を取り込んで、より強く、戦う姿になった」

「すごぉい、ぐっちゃん！　変身するの！」

「キュッ、キュキュッ！」

「これが、『氣』の力なんですね……すごい」

　宗朗たちも見守る中、ついに、

「……金こん剛ごう峯ぶ楼ろう閣かく一いつ切さい瑜ゆ伽が瑜ゆ祇ぎ経きよう　愛染王品第五！　ですわ！　いまこそ、愛と正義の『剣姫マスターサムライ』！　魔法少女ぐつぐつさんですわぁ！」

「なに自分で言ってんのよ」

　呆あきれる千姫の目の前で、兼続は光に包まれていく。

　うっとりと閉じたまぶた、バレエの白鳥のように振り上げられた腕うでと、大きく掲かかげられた片かた脚あし。

　やがて臨界にたっしたように、光が弾はじける。

「うぁ！」

　同時に、兼続がまとっていた制服も下着も、すべてが粉々になって弾け飛んだ。それもまた、光の粒つぶとなって消える。

「ぐっちゃん、はだかだよー」

　見守る宗朗たちの危き惧ぐをよそに、涼すずしい顔の兼続。

　淡あわい紫むらさきの髪が流れるように逆立つ。

　周囲に光の輪ができる。

　その輪が、身体に収束していく。光をまとうように、兼続の身に張り付き、それが特定の形をとってコスチュームになる。

　いつのまにか、かたわらの大鎚も変化して兼続の手に。しかしもう無骨な大鎚ではなく、スリムなステッキ、ロッドとなっていた。

「ここに完成！　愛染明王のご加護もあらたか！　魔法少女『剣姫マスターサムライ』、その名は直江兼続！　ですわ！」

　ついにすべてのコスチュームが定着して、兼続が華はな々ばなしくロッドを振り上げ、ポーズを取る。
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「本当に、なった」

「ぐっちゃん変身しちゃった」

「キュゥゥ！」

　誰もが目を見張る、変へん貌ぼうぶり。

　髪かみ型がたこそそのままだが、頭にはティアラ、ツインテールの付け根には「愛」の文字を配した髪かみ留どめアクセが。

　それまでの制服から一変。

　レースとフリルがたっぷり盛られたアイドルふうコスチューム。超ちようミニフレアからはみずみずしい太ふと腿ももがギリギリの付け根でまで露出している。

　胸には大きなリボンとともに、ここにも「愛」のモチーフ。ブーツとグローブ。肩かたから下げたポシェットも、魔法少女感を高めるアイテムだ。

「『氣』を習得した『剣姫マスターサムライ』は、思いのままに姿を変えられるのですね。本当に、変身、です」

　圧倒される半蔵。

「なによ、それ」

　思い切り引いている千姫。

　しかし絶好調な兼続。

「見てのとおりですわ！　これからはキューティーナオエと呼んでいただきますわ！」

　ぴたっ、ロッドを千姫に向け、またも決めポーズ。

「キューティー、ナオエ……」

「ちょっとかっこ悪い、かも、ぐっちゃん」

「キュッ」

　ギャラリーの反応に、

「やかましいですわ！　あなたがたも、とっととキューティーヤギューとか、キューティーサルトビになればいいんですわ。古くさいサムライのコスチュームは脱ぎ捨てて、キュートでポップな魔法少女に変身ですのよ！」

　兼続にロッドを向けられると、

「十兵衛も、魔法少女に……」

「キュゥゥ……？」

「わたしも、でしょうか」

「ぁ、みんな、想像しない！　全員で魔法少女とか、無理に決まってるから！」

　あわてて宗朗が言うほど。

「ちょっと、いつまで待たせるのよ。魔法少女だかなんだか知らないけど、おまえが相手するならちょっとくらいつき合ってあげるわよ」

　千姫が前へ進み出る。ひけらかすようにマントを跳ね上げた。

「望むところですわ！　魔法少女キューティーナオエ、まいりますわよ！　キューティーラブラブポーション、ですわ！」

　ジャンプ一いつ閃せん、ポーズを決めた兼続がロッドを突き出す。

　ロッドの先せん端たんにはめこまれた、ルビーのような赤い石が輝く。

「ほんとうに武器になるんだ」

「すごーいの！　ぐっちゃん！」

　まばゆい光とともに、ロッドから光線が迸る。と見えたその瞬間、ボッ！　と破は裂れつしたような煙と衝しよう撃げきが上がり、

「えっ？」

　魔法少女のコスチュームが弾け飛んだ。粉々の断だん片ぺんになるとともに、光の粒となって消える。

　もちろんアクセサリーなどもだ。

「もとに戻もどった？」

「というより、変身が解けてコスチュームが消えた、ということでしょうか」

　宗朗、半蔵が言うまでもなく、その姿は、

「ぐっちゃん、また裸はだかだよ」

「ぁ、ぁ……きゃぁああああっ！」

　十兵衛に指し摘てきされ、一拍ぱく遅おくれて、噴き上がる悲鳴。

　真っ赤な顔で兼続がへたり込んでいた。

「ウキュウ？」

　佐助も不思議がる。

「やっぱり、何にでも『変身』できるわけではないんですね」

　と半蔵が言えば、

「兼続の『属性』と合ってなかったんじゃないのか。耐たえられずに『変身』が解けてしまったんだ」

　宗朗が言うとおり、兼続は「土」属性。

　どう見ても考えても、異なる「魔法少女」は、この場合、「氣」の流れの混乱を招いて、自己崩ほう壊かいしてしまったのだ。

「なんですのぉ。せっかくのかわいい魔法少女が。このわたくしのドリームがぁ！」

　けんめいに裸の胸を押おさえながら、悲鳴混じりの声を上げる兼続。ロッドはいつもの大鎚に戻っている。

「はぁ？　なにやってんのよ、まったく」

　こっちは真にあきれ顔の千姫だ。

「面白いものでも見せてくれるのかと思っていれば、とんだトンカチの茶番劇ね。ううん、劇なんてものじゃなくて、ただのコント」

　ギラッ、とデスサイズを肩に乗せかけ、

「見せ物も終わったようだし、そろそろ本気でいくわよ」

　宗朗をねめつける。そこへ、

「お待ちください。御お姫ひいさまにはわたしが」

　進み出たのは半蔵だ。

「ダメだ委員長。いまの千姫さまにかなうとは」

　宗朗は言いかけて、呑のみ込んだ。

　十兵衛や兼続たちと違って、「氣」の修しゆ行ぎようを積んでいない半蔵は、力に歴然とした差が生まれている。

　けれど、

（委員長は勝とうとしているんじゃない。自分を犠ぎ牲せいにしてでも千姫さまを止めるつもりなんだ）

　そう気づいたからだ。

「おまえの相手なんて退屈だって言ったわよね、半蔵。いいから退いていなさい。千は宗朗に」

「十兵衛もいっしょなの！」

「ウキュ」

　しかし千姫が言い終えないうちに、十兵衛、佐助もが立ちはだかる。

「わ、わたくしも……ぅぅぅ」

　裸でいせいよく振ふる舞まえない兼続だが、

「いつもの制服なら、パパッ、と元へ戻せるよ、ぐっちゃん」

　十兵衛に言われて、

「はっ、そうでしたわ！　……んんっ、はぁぁ」

　気づく兼続。淡い光に包まれると、もとの制服姿に戻っていた。この程度は「剣姫マスターサムライ」の通常能力だ。

「トンカチまでまた出てきたようだけど、正直うざいだけなのよね。いいかげん、消えちゃいなさいよ！」

　イラだったように千姫が言う。

　同時にデスサイズを振り上げると、

「えっ」

「あっ！」

「きゃぁっ！」

「ウキュ！」

　十兵衛たちの足下が、不意に消えた。とたん、拠って立つ地面を失ってまっすぐに落ちていく三人と一匹ぴき。

「十兵衛！　委員長！」

　驚いて宗朗が駆かけ寄よる。

　芝生しばふにぽっかりと、直径は二メートルほどの穴が穿うがたれていた。夜であることを含ふくめずとも、奥おく底そこはのぞけないほど深い。

「兼続、佐助！」

　のぞき込もうとする宗朗だが、目の前で穴が閉じた。

　もちろん、最初から用意された落とし穴だ。

「あははははは！　どうかしら。これ、単純な罠ほどはまりやすいってね。『剣姫マスターサムライ』の力がどうとか言っても、落とし穴に落ちるのは防げないでしょ」

「それじゃ最初から」

「当然よ。うだうだ変なコントを見てやったのも、おまえたちがうまく落とし穴の上に乗るのを待ってたから。底まで二十メートルはある落とし穴だから、落ちるだけでも大ケガは免まぬがれないわね。『剣姫マスターサムライ』といえど、どうかしら」

「千姫さま、ここをいますぐ開けてください」

「なに言ってるの。それよりおまえ自身の心配をなさい。こうしてふたりきりになった以上、わかっているわよね」

　千姫が身を近づけてくる。宗朗の胸むなぐらをつかみ上げ、ギュッと引き寄せた。

「せ、千姫、さま」

　鼻先が触ふれるほどの近さ。

　千姫の瞳がまっすぐ宗朗にぶつかってくる。

「キス、すると思ったの？　ばぁぁぁあああ～～～～か！　しねえよ！」

　ドッ！　千姫が宗朗を地面に叩きつけた音だ。

「ぅぐっ」

　不意打ちに、なすすべのない宗朗。さらにその肩に、ブーツのヒールを乗せかける千姫。ぐりぐりと踏みにじる。

「ああ？　痛いか？　これまで千の想おもいをさんざん踏みにじってきた罰ばつよ！　ほらほら、次はどこを踏んでやろうか。それともこのデスサイズで、ひと思いにその首、刈かってあげようか。すっきりするわよ。ははははは！」

　ブーツのヒールを何度も振り下おろし、さらにはつま先でも蹴り上げる。宗朗は、

「がっ！　む、ぐ……！」

　ひたすら耐えていたが、

「張り合いのないヤツね。それだから、童どう貞ていの○○○野や郎ろうはダメなんだよ！　千のこと、思い切り孕はらませるつもりで奪ってみろよ！　○○○○○○○！」

　耳を覆おおいたくなる言葉とともに、テンションがＭＡＸまで高まった千姫が、とうとうデスサイズに手を掛かける。

　それを待っていたかのように、

「ごほっ！　……千姫さまがどんなに変わろうと、ぼくはあきらめない。それがぼくの、千姫さまへの想いだからだ！」

　千姫の脚あしに組み付く宗朗。

「な、なにするのよ！　ぁあ……！」

　バランスを失って倒れる千姫。手から、デスサイズが転がり落ちる。

「ぼくといっしょに帰ってもらいます。ぼくは千姫さまを、どんなことをしてでも連れ帰る！」

　ふたたびデスサイズを握にぎろうとする千姫の手を止めるため、その身体の上に重なる宗朗。デスサイズが払はらい除のけられる。

「なにするの！　……よ」

　気がつくと、完全に仰あお向むけの千姫の上へ、宗朗がのしかかっていた。

　ほぼ、押し倒した、そんな形。

「うあ！　ご、ごめんな、さ……！」

　あわてて飛とび退のこうとする宗朗を、千姫が、

「待って！　動かないで」

　下から、手が伸のびる。宗朗の背中にまとわりつき、抱だきついてくる。

「千姫、さま」

「このまま、いて。あぁ、宗朗の匂においがする。学園塾じゆくの鉄道駅で別れてからまだ一週間も過ぎていないのに、もう何年もこの匂いをかいでなかったみたい」

　宗朗の肩かた口ぐちに顔を埋うずめて、千姫がうっとりとつぶやく。

　お互いに顔と顔が入いれ違っているから、宗朗に、千姫の顔は見えない。身を離はなそうとすると、

「ダメ。このまま、このままよ」

　背中に回された腕がそれを許さない。抱きしめられる。

「千姫さま、いっしょに帰ってもらえますね。委員長たちも助け出さないと。でも千姫さまが、まず」

「それより早く、抱いて！」

「抱くって、いま現に」

「その意味じゃないわよ！　……もう、どこまで千に恥はじをかかせるの。いじわる！　宗朗のいじわる！」

　まるでイヤイヤをするように身もだえると、

「ねえ、お願い」

　宗朗の耳元でささやく。

「このまま千を奪って。宗朗のものにするの」

「せ、千姫さま、こんな」

「いけない？　どうして。誰だれも見てなんかいないわ。簡単よ。宗朗のしたいにようにすればいい。千を、宗朗の思い通りに……乱暴に、生まれたままの姿に引き剥むいて、力いっぱい、おまえのもので、突つき上げて！」

「ぼくの、もの、で」

「千を貫つらぬくの。めちゃくちゃにして！　宗朗のものだって、刻み込んで！　ほら、いますぐ、よ」

　千姫の声は甘あまく、言葉はもっと甘く宗朗の耳から染しみこんでくる。千姫の唇くちびるが宗朗の内耳に何度も触れて、とろけるような心ここ地ちよさが伝わる。

（千姫さまを、ぼくの……）

「そうよ。千は宗朗のもの。だから、宗朗も千のもの、でしょ？」

　すーっ、と千姫の脚が宗朗の腰こしにからまる。

　最初は片方だけ。

　ブーツのヒールが宗朗の背骨から尾びてい骨こつまでをなぞる。それだけで、ゾクッとした震えが走った。

「ぅう、ぁ」

「ほら、いいでしょう。もっと千のこと、欲しくなるでしょう？」

　いつのまにか両りよう脚あしともに、宗朗の腰や腿ももにからみついていた。

　ギュゥ、としがみついているせいで、千姫の豊かすぎるバストが宗朗の胸に押しつけられている。

　新しいコスチュームのせいでほとんど剥き出しの膨ふくらみがふたつとも、ムギュッとつぶれて横からはみ出していた。

「千姫……さ、ま。ダメ、だ」

「どうして、ダメなの。千のこと、嫌きらいなの？」

「嫌いだなんて。誰よりも、大事に思ってる。だから、いまじゃない。こんなところでもなくて」

「イヤよ、いつもそうやって、宗朗は逃げるのよ。みんなと平等になんて、千を侮ぶ辱じよくしてるのよ。ほら、来て！　来るのよ、おまえのもので。ほら、来いよ！」

　千姫が手を離すと、宗朗の肩口を両方ともつかんで、下から持ち上げた。ようやくお互いに向き合う。顔が見える。

　千姫の顔がまたテンションの高い怒いかりをたたえていた。

「おまえはいつもそうなんだ。千をバカにしてんだよ！　わかってんのか、この粗○○がよぉ！」

　ドカッ！　下から蹴けり上げられた。

　それが見事に、宗朗の下腹にヒットする。

「うがっ！」

「こんなことだろうと思ったわよ。これっぽっちでも、おまえの自主性になんて期待した千がバカだったんだ。よーく、よーくわかったからね！」

　這はい出すように宗朗の下から身を起こすと、地面に転がっていたデスサイズの柄をつかむ。

「いま、千姫さまは四天王の策略で変えられてしまっている。自分を、失ってるんだ。そんな千姫さまをぼくは抱かない。ぼくの好きな千姫さまに戻るまでは。ぼくが、千姫さまを必ずもとに、戻す……！」

　下腹の痛みと戦いながら、宗朗も立ち上がる。

　蒼そう白はくな顔で、しかししっかりと千姫の目を見み据すえて訴うつたえた。

「もともとの、本当の千姫さまが悲しむかもしれないことを、ぼくは、絶対にしない！」

　真しん摯しな言葉に、千姫の顔が変わる。呆あつ気けにとられた、険がどこかに行ってしまったような表情。

「う、ぅ！」

　うめいたのは千姫だ。

　こめかみを押さえて、苦しそうに渋じゆう面めんを作る。

「千姫さま、だいじょうぶ……」

「うるせええ！　優しくすれば女が喜ぶと思いやがって！　なにが、ぼくの好きな千姫さま、だ。なにが、本当の千姫さまが悲しむだ。ふざけんな！　いまの千が、本当の千よ！　本当の本当の、千なんだから！」

　片手でこめかみを押さえながら、鋭するどいにらみをくれる千姫。もう片手に持ったデスサイズをかまえる。

「やればいい。キミが本当の千姫さまなら、ぼくは信じる」

　けれど宗朗は、いっさいの手向かいも身を守ることもやめて、千姫のまえに無防備な身体をさらす。

　両目を閉じて、千姫に委ゆだねきる。

　宗朗の前で千姫は、

「なぁぁああにやってんだよ！　千がやらないって、思ってるんだろうけど、そんなの大おお間ま違ちがいなんだからぁああ！　おまえの素っ首、いまここで軽く落としてやろうかぁあああっ！」

　叫さけびとともに、デスサイズを大きく振りかぶる。

　勢いよく、振り下ろした。

　ビュッ!!　空気を切きり裂さいてデスサイズの刃が宗朗の首を通り過ぎる。

　かすかに、触れた刃の先が、血の小さな玉をいくつも作った。

「あああ！」

　振り切った千姫は、しかしデスサイズを持もち替かえるとその柄の先で、身体ごとぶち当たるように宗朗に突き立たてていく。

「うぐぁあ……!!」

　鳩尾みぞおちに、深々と突き刺ささるデスサイズの柄。

　崩くずれ落おちる宗朗。意識を失っていた。

「はぁ、はぁ、はぁ……おまえがやらないなら、千が奪ってあげる。おまえの、いちばん大事なものを、ね！」
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「ふぅ……」

　湯の中でダルタニアンは小さく息をついた。

　たっぷりとしたサイズのバスタブは、長身のダルタニアンでも十分な余よ裕ゆうがある。

　白い陶とう器きに映る間接照明が美しい。バスルーム自体も広々として、シャワーブースは別に設けられていた。

「モンジェネラルは……夕食をいっしょに、と言っていたが、また外出するのだろうか」

　ホテルの部屋には、朝からのショッピングで買った品物が山のように届いている。中には、かわいらしいワンピースやスーツ、イブニングに、着物までも。

　いずれにしても、慶よし彦ひこが迎むかえに来る。

　ショッピングであちこち連れ回され、軽くかいた汗あせを流そうとシャワーを浴びるつもりが、すっかり髪までも洗い、こうして湯に浸つかっている。

「こ、これではなんのための準備と……」

　カァー、と顔どころか全身までも朱しゆに染めるダルタニアン。

　誰が見ているわけでもないのに、けんめいに首を振る。

　顔の半ばまでも湯に沈しずみ込む。

「……しかしなにを着ればいいのだ。化け粧しようも、したほうがいいのだろうか」

　外出なら、行く場所によって衣装も違ちがってくる。

　カジュアルかフォーマルか、もっと、盛装でなければ行けない場所なのか。着物を選んだのは、登城するためなのか。

「着物の着方など、我われにはわからぬぞ。そのときは……」

　着付けの者がきっと来てくれるのだろう。

　ダルタニアンは身ひとつで待っていればいいのだ。それはわかっている。わかっていても、

「あのような……」

　脳のう裏りに浮うかぶのは、純白のウェディングドレスだ。

　試着し、鏡の前に立った自分を見たときの感情の高まり。

　真っ白の、ケーキになったようだった。

　最高のパティシエが手がけた、豪ごう華かで繊せん細さいで、最高のデコレーションをまとった、上品な甘さのスイーツ。

　なによりも、幸せというトッピングで飾かざり付つけられている。

　そこにあるのは、頭のてっぺんから、つま先まで、すべてが、花はな嫁よめ。

　全身を映した姿見を前に、鏡を見つめるダルタニアンの顔が、驚きの中にこみ上げてくる感情を抑おさえきれずにいた。

「我は……うれしかったのだ。戦いくさいしか知らずにいた我に、あのような、きらびやかな世界が……」

　けれど同時に押し寄せる、相反する衝しよう動どう。

「我だけが、そのように……幸せに、なっていいものなのか。聞いたことがある。サムライブライド、と。それは『剣姫マスターサムライ』が『将』と真に結ばれる、最後の形、なのだと。モンジェネラルの……慶彦の、サムライブライドに、我は……」

　なるのか。なれるのか。選ばれた、のか。

　そのときダルタニアンの中にある別の感情はどうなるのだろう。どこへ行ってしまうのだろう。

「宗むね朗あきら……」

　唇が勝手に動いたようにつぶやく。

　ダルタニアンは、ハッとして唇を押さえる。その手が、隠かくすように顔を覆ってしまう。両手で、濡れた髪かみまでに触れたあと、

「ありえない夢など、捨てたほうがいい。我はジェネラル慶彦の『剣姫マスターサムライ』。宗朗の『剣姫マスターサムライ』ではない。宗朗の『剣姫マスターサムライ』になど、なれるわけがない。なれる、わけが……」

　繰くり返かえし甦よみがえるのは、かつての義ぎ仙せんの言葉だ。

『義仙はいちど死んで、宗朗さまの「剣姫マスターサムライ」として甦ったんです。死ぬことで、慶彦さまとの契けい約やくを断たち切った。断ち切れたんです。あなたも、宗朗さまの「剣姫マスターサムライ」になりたいなら、義仙がお手伝いしてあげてもいいんです。殺して、さしあげても』

「バカ、な……」

　髪に触れた手が、握りしめた拳こぶしになる。

　力が入りすぎて、指が白くなった。不意に、顔を上げて、

「はぁ、ぁ、はぁ……」

　バスタブの縁に頭を乗せかけ、大きく息をつく。

　湯の中に、金色の髪が散っていた。

　腰までも届く長い髪が、白い肌はだにまとわりついている。ダルタニアンが身じろぎすると、湯の中にゆらめくバストが、ふりゅん、ゆらん、と揺ゆれた。

　バストも腰も、まだ青さを残しながら、みずみずしく張り切っていた。

　そこに触れる者を待ちこがれるように。

「我は……」

　ポチャ。持ち上げた手から滴したたり落ちた雫しずくが、湯面に落ちて音を立てる。

　ふと走らせた視線の先、壁かべにかけた羽根帽ぼう子しが見えた。

　以前なら、湯に浸かるときもあの帽子を忘れたことはない。先祖伝来、貴族であり騎き士しである、ダルタニアンの身の証あかしのようなものだ。

　それが最近は、ときおり忘れがちになる。

　実際にはオリジナルのレプリカで、鉄の装そう甲こうなども入った重いもの、つまりは防具でもある。

　ダルタニアンの中で、いまでは強さに固こ執しつする気持ちまでが、以前ほどではなくなってきている気がした。

「あの柳生やぎゆう十じゆう兵べ衛えに勝ちたい、それ以上の強さを持ちたいと、あれほど願い、修練してきた我であったのに……」

　パシャ、ザブ……。湯の中で身を起こすダルタニアン。

　立ち上がると、バスタブを越えて、床ゆかのマットの上へ脚を下ろす。

　裸ら身しんを、水すい滴てきがコロコロと流れ落ちる。髪の先、玉になった雫が滴る。

　湯気でかすかに曇くもった鏡に、裸身が映っていた。ダルタニアンはそれを見ながら、自分の腕、脚に目を落とす。

　それまでよりも筋肉が落ちて、女性らしい柔らかな曲線をまとい始めているように見えた。

「我は、戦いを忘れつつ、あるのだろうか。それを望んで……」

　答えの出ない問いに、ダルタニアンは無意識に首を振り、まぶたを閉じる。
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　バシャバシャ……ビシャ……。水の音が石壁に響ひびいてこだまする。

「どうなっているんですの、横穴はありましたの？」

　とは兼かね続つぐ。

「ぜんぜんないよう。閉じこめられちゃったんだよ、十兵衛たち」

「そんなことはわかっていますわ！　それをどうにか、脱だつ出しゆつしなくてはなりませんのよ！」

「ウキュ、キュゥゥ！」

　十兵衛、それに佐さ助すけもいる。

　落とし穴の底なのだ。

　最初からなのか、染み出でた地下水が溜たまったのか、腰までもある水に、三人と一匹は浸かっていた。

「痛たたた。落ちてきたときに脚をくじいてしまいましたわ！」

「だいじょうぶ、ぐっちゃん。十兵衛、おんぶしてあげようか？」

　顔をしかめる兼続に、十兵衛が言う。

　もっとも、「剣姫マスターサムライ」だからその程度のケガで済んだのであり、普通の人間ならば、二十メートル以上もの陥かん穽せいを垂直に落下しては、少しくらい水が張ってあっても大ケガは免れないだろう。

「こっちも、壁に変化はないようです。積んである煉れん瓦がをひとつひとつ確かめましたけれど、とくに隠しからくりのようなものは」

　別の壁を調べていた半はん蔵ぞうが振り返る。

　もう何時間も、その作業を手分けしてやっていたのだ。

　落とし穴の縦穴は、壁もすっかり古びていた。おそらくは、江え戸ど城じようが造られたころからのものだろう。

　底の部分が広がっていて、天てん井じように当たる部分には小さな明かり取りがいくつかある。わずかな光がそこから差し込んでくるのは、すでに外が夜明けの時間になっているのを表していた。

「はぁ～、やっぱりダメですの」

　バシャ。水の中に膝ひざをつく兼続。その頭に、

「ウキュ。キュッ」

　佐助がしがみついていた。

　小こ猿ざる状態では、水の中で顔まで浸かってしまうため、こうして兼続や十兵衛の肩や頭に乗っているしかない。

「おいで、さっちん。ぐっちゃん、脚が痛いんだって。ほら」

　十兵衛が抱かかえ上あげて抱き取とる。

「困りましたね。ここからどうやって……。それに、御姫さまと宗朗さんは、あれからどうなったのか」

　半蔵が顔をくもらせる。

　むしろそっちのほうが、半蔵の心を痛める関心事だった。千せん姫ひめを押さえることができず、自身は罠わなにかかってこんなところに閉じこめられている。

　主である千姫と、「将」である宗朗の間になにが、と思うと、いてもたってもいられない。

「だいじょうぶだよ、ぞうさん！　お兄ちゃんも千姫さまも、きっとぜったい元気なの！　ね！」

　十兵衛がなぐさめるが、

「ありがとうございます。でも」

　半蔵の表情は冴さえない。

　煉瓦を調べるので忙いそがしくしていた間はいいが、こうして手が空くと、すぐにまた最悪の想像に思いを巡めぐらせてしまう。

「平気だよ！　だって十兵衛が、元気だもん！」

「あなたが元気なのと、野や獣じゆう宗朗が元気なのとなんの関係がありますの。いいかげん根こん拠きよのない話は……」

　兼続が否定しようとして、自身気づいた。それは半蔵にも伝わる。

「十兵衛さんが元気……兼続さんもお猿さるさんも、わたしも、ちょっとしたケガ以外は、なんともありません。宗朗くんはわたしたちの『将』。つまり宗朗くんにもしものことがあれば」

「ウキュ」

「そうだよ。十兵衛たちが普通でいられるわけないもん。ぜったいなにか伝わって、きっと十兵衛たちだって……」

「剣姫マスターサムライ」と「将」は一体不可分。その繋つながりは契約というだけでなく、つねに存在している。

「将」の力が増せば「剣姫マスターサムライ」の力も高まる。その逆もまた真だ。

　半蔵が江戸城に、宗朗が学園塾にいたとき、半蔵は「剣姫マスターサムライ」の力を使えなかった。半蔵もそれを実感としてわかった。

　距きよ離りもまた、大きな要素となる。

　つまり、

「わたくしたちが元気で、『剣姫マスターサムライ』の力もとくに問題なく使える、ということは」

「野獣宗朗も元気でぴんぴんしている、ということですわ。それに、遠くにも行っていない。このお城にきっといるのですわ！」

　一連の推理が正しいことは、彼かの女じよたち「剣姫マスターサムライ」の身体と感覚が証明している。これ以上確かな証しよう拠こはない。

「ね！　ぞうさん！　お兄ちゃんも千姫さまも、元気でだいじょうぶなの！」

「はい。宗朗くんは……」

　言いかけて、

「やっぱり……御姫さまは変わられてしまった。もしあのまま元にもどらなかったら、たとえこのお城からお連れすることができても」

　また沈み込んでいきそうになる半蔵。

　これには兼続が、

「なんですの、また弱気ですの。それも簡単ですわ。『将』たる野や獣じゆうの宗朗が元気なのは、千姫さまが宗朗をどうかした、なんてことがないということですわ」

「キュウゥ？」

　ここは少し、佐助にはわかりにくかったようだ。

　だが整理すれば明白だ。

　いまの状態の千姫に、宗朗がかなうわけがない。単純に戦う力をだけを較くらべれば答えはそうなる。

　けれど宗朗が無事ないま、千姫はそうしてはいない。宗朗を傷つけたり、殺すことはしていない。

　そしてその理由は、

「千姫さまは、もとの千姫さまだから！　なの。千姫さまはすごーく変わっちゃったみたいだけど、でもきっと変わってないんだよ！」

　十兵衛が半蔵の手を取る。笑いかける。

「御姫さまは、変わっていない。本当のところでは、まだもとの御姫さまがいらっしゃるのですね。それなら、きっと」

「もとに戻るよ、もとのやさしい千姫さまにぜったい戻るの！」

　こんどこそ、半蔵の顔色が明るく輝かがやく。

　十兵衛の手を、ギュッと握りしめた。目に涙なみださえ溜めている。

「まったく手間のかかる忍にん者じやですわ。けど、それならいくらでもやりようはある、ということですわね」

　と兼続が大おお鎚づちをかまえる。

「剣姫マスターサムライ」の力にいささかの翳かげりもないなら、その力を使って堂々と罠を突とつ破ぱすればいい。

「こんな落とし穴くらい、一いち撃げきでぶっ壊こわしてさしあげますわぁああ！」

　落とし穴の横壁へ、渾こん身しんの一撃。

　ぶち当たる瞬間、大鎚の打だ撃げき面が灼しやく熱ねつする。兼続の「氣」が、確実に大鎚に流れて伝わっていた。

　ドォォオオオッ！　大きな衝しよう撃げきとともに、縦穴全体が揺れる。

　底に溜まっていた地下水が波飛沫しぶきを上げ、いくつか煉瓦が崩れて落ちてきた。

「ぅぅぅ」

「キャゥゥ！」

「どうですの！　みごと横穴くらい開いて……あ、あれ？」

　大鎚の打撃を受けた壁も、煉瓦が一部はがれている。

　しかしその向こうは硬かたく塗ぬり固かためた土が剥むき出だしになるばかりで、小さなヒビも入っていない。

「そんなバカな、ですわ。もう一度」

「待ってください。わたしが。……下がっていてください、みなさん」

　そう言うと半蔵が進み出る。

　穴の中心に立つと、

「いきます！　伊い賀が忍にん法ぽう、流星小破斬！」

　半蔵自身が回転すると同時に、その装甲スカートから無数の刃やいばが飛び出していく。それらはすべて、縦穴の壁に突き刺さり……、

「やったよ、ぞうさん！　……ふにゃ？」

　キン！　ガンッ！　硬こう質しつな音を響かせながら、次々弾かれ、落下してくる刃状の小手しゆ裏り剣けん。

「あ、痛っ！」

「キュゥ！」

　いくつかが兼続や佐助にも当たって、声を上げさせるも、壁に突き刺さった手裏剣はないようだった。

「そんな、全部が弾かれるなんて」

　突き刺さった刃を足がかりに、上へ上ろうという半蔵の作戦も頓とん挫ざした。

「じゃあ、次、十兵衛だよ！　ううう～んっ！」

「あなたは、野獣とキスしないと中の『剣姫マスターサムライ』の人が出て来ないじゃありませんの。こんなときに、使えませんわね」

　力んでも何も出ない十兵衛に、兼続の冷たいひとこと。

「ふぇえ」

「ウキュ！　キュゥゥゥ……キャゥゥ！」

　こっちは、ポンッ！　と「剣姫マスターサムライ」体に変わる佐助だ。ここまではできた。しかし、

「ゥゥゥ、キャンッ！」

　硬い爪つめを突き刺して垂直の壁を上ろうとするも、わずかに上ったところでそれ以上、確実に刺すことができず、あえなく落下。

　ドボン！　水の中に沈む。

「さっちん、だいじょうぶ？」

「キュゥゥ」

　ここまで来て、

「おかしいですわね」

「ええ、わたしもそれを考えていました。たかが落とし穴にしては、堅けん固ご過ぎます。まるで、想定されているような」

　考え込む兼続と半蔵。

「どうやら」

「ええ。こういう事態を想定して、一種の結界が張られているのかもしれません。逆の『氣』による防ぼう御ぎよ陣じんというか」

　幕府にも「将」がいて「剣姫マスターサムライ」がいる。

　というよりどちらも、本来は幕府の専売特許。自分たちが有する力を、万一敵が持ったら、と想定するのは戦術の基き礎そだ。

「剣姫マスターサムライ」の能力に対たい抗こうするための結界で守られていたとして、不思議はない。

「じゃあ、ダメなの？　十兵衛たち、ここから出られないの」

「そうと決まったわけでは……きゃぁ！」

　兼続が言おうとして、急に足を取られ、頭から水に突っ込んだ。バシャッ！　大きな水柱が上がる。

「だいじょうぶ、ぐっちゃん？　顔、すりむいてるよ。目も鼻もなくなっちゃってる！」

　助け起こした十兵衛が言う。

「それは鈴すずですわ！　髪かみ飾かざりの鈴！　わたくしの顔はここですわ！」

　兼続の髪、その房ふさの先に付けられた鈴を、しっかり抱えている十兵衛だった。確かに顔ほども大きい鈴ではあるが。

「ボケをやってる場合ではありませんわ。まったくこの底になにかあって、足を取られたんですわ。なんですの」

　兼続が水の底をあさる。なにかつかんだらしく、引っ張り上げる。と、

「こんなものが……んっ？」

　兼続が手にしているもの。それもまたいっけん鈴のように丸みを帯びた、

「そ、それ、兼続さん」

「ウキュ！」

　言われて兼続も自分の持ったものに顔を近づける。

　ちょうど日が高くなってきたのか、明かり取りから漏もれる光が強くなって、縦穴の中を照らしていた。

　かなりはっきり見える、そのものは、

「へ……これ、は！　きゃぁあああっ！　さ、さ、されこうべ、ですわぁああ！」

　あわてて放ほうり投なげる。それは、

「ウキャァ！」

　偶ぐう然ぜんにしてはちょうどよく、佐助のもとへ。ついキャッチしてしまった佐助だが、されこうべと目が合って悲鳴を上げ、あわてて放る。

「わ、わたしに……はぅぅぅ！」

　半蔵。そして、

「イヤぁあん、十兵衛もいらないよぉ！」

　最終的にパスされた十兵衛も放り出す。

　ボチャッ。水に落ちるされこうべ。ほっ、とする三人と一匹ぴき。

　しかし、

「あ、れ……？」

「これは」

「まさか、ここの全部が、ですの？」

「ウキュ、ウキュゥッ！」

　明るくなってきたせいで、水の中が見み透とおせるようになる。意外に澄んだ地下水の底。それは、一面、されこうべや骨で埋まっていた。というより、この落とし穴の底はすべて、人骨だったのだ。

「ぅ、ぅ……きゃぁああああっ！」

　止めようのない悲鳴が、落とし穴の中に響き渡わたった。
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　大おお奥おくの一室。

　そこだけ周りと隔かく絶ぜつされたような奥おくの部屋を、千姫は居室に定めていた。

　四方を襖ふすまに囲まれ、窓はない。それぞれの襖の向こうには、侍じ女じよという体てい裁さいのサムライ少女たちが詰つめている。

　千姫の身の周りの世話をするため、というのが表向きだが、監かん視しの役目を兼かねているのは言うまでもない。

　襖の向こうから、ごく微び量りように放射されている「氣」を感じると、

「監視のほうがメインなのはわかっているわよ」

　千姫は、そうつぶやいて髪をかきあげた。

　すでにしらじらと夜が明け始めている。

　そんな時間だから、大奥も静まりかえっているかと思えば、すでに御お小こ姓しようや御お半は下したの少女たちは起き出していて、忙しく、けれど静かに立ち回っているのが気配で感じられた。

「ふぅ」

　小さく息をつく千姫。

　十二畳じようのこの部屋には、余計な家具などはほとんどない。

　それらは、別室にあって、着物にしろ小物にしろ、すべて侍女が持ってくるのだから置いておく必要がないのだ。

　部屋の中央には一段高く寝しん台だいが設けられている。いま、その上に夜具の一式が敷しかれていた。

　横たわっているのは、宗朗だ。

　仰あお向むけの身体の上に夜着がかけられている。

　夜着といっても朱や橙だいだいの華はなやかな柄のもので、簡素な部屋のそこだけ色が塗り散らかされたようだ。

　千姫は白い襦じゆ袢ばんを身につけていた。

　長い髪はまだ毛先が濡ぬれている。

　湯ゆ浴あみのあとなのだ。

　白い肌がポッ、と桜色に染まっているのは、湯の温かさがまだ身体の芯しんに残っているからだけではない。

　道場ではいつもひとりか、半蔵と入浴するのに慣れてしまって、大奥では髪も身体も侍女に洗わせるのに戸と惑まどった。

　けれどすぐに、自分の身がすみずみまで磨みがき上げられていく感覚を、千姫は好ましく感じた。

　とくに、今日のこのときのような場合は、と思う。

「宗朗……」

　夜着の袖そでが、裸足はだしの指に触ふれる。

　すぐ側に立って見下ろす千姫。

　宗朗はずっと眠ねむったように動かない。

　ただ意識を失っているにしては、その表情はおだやか過ぎるほどだ。千姫がそう望んでいるのを、まるで体現するようだった。

　灯あかりはすでに小さく落としている。

　外の光が直接には入らない部屋だから、行灯あんどんの弱い光だけで、あたりは暗がりに包まれていた。

「……」

　千姫が目を閉じると、帯を解く。

　スルスルと衣きぬ擦ずれの音。

　やがて帯が落ち、続いて襦袢がするっ、と崩れるように落ちた。羽のように軽い素材そのままに、音もない。

　わずかな光に浮かび上がるのは、千姫の見事な裸身だ。

　たっぷりと張りきったバストは、ひとつひとつの房をわずかに外側にたわませている。すでに頂点を硬く尖とがらせていた。

　胸の大きさに較べて、まるでそぎ落としたようなウエスト。

　きれいなくびれと、そこからまたボリュームを乗せた腰こし回まわりへと流れていくラインが悩なやましい。

　意外にもふっくらと優しげな下腹と、みずみずしい太ふと腿もも。

　そこから長くしなやかな脚あしが作り出す曲線は、持ち主である千姫の、いまもっとも美しく華やいだ時期を迎えていた。

　ゆらゆらと揺れる行灯の光に、裸身の肌がかげろうのようにゆらめく。

　わずかに髪を背中へ流すと、千姫はその場に膝をついた。両方ともに膝をつき、けれどつま先は立てたまま、正座に近い姿勢になる。

　夜着に手を掛かける。

　まくり上げると、そのまますっかりと取り去ってしまう。夜着の下からあらわれたのは、これもまた、一糸まとわない姿の宗朗だ。

「本当に、このときが……」

　まだ見下ろす視点の千姫。

　視線が宗朗の顔から身体へと移る。あるところまで来ると、もうほんのりと色づいていた頬ほほが、たちまち真っ赤に染まる。

　あわてて目を逸そらせて、

「ね、眠っているんじゃなかったの？　意識がないはずなのに、あんな……。もう、宗朗の、バカ！」

　膝の上に置いた手が、ギュッと握にぎられる。自分の指が白くなり、自分の手のひらに食い込むほど。

　腿ももはもじもじと摺すり合あわされ、いてもたってもいられない切なさがこみ上げる。もどかしげに身をよじるたびに、ぷるっ、たわわすぎる乳ち房ぶさが揺れる。

「千にこんなことをさせて、本当にいじわるなんだから、宗朗」

　それだけ言うと、振ふり切るように顔を上げる。

　手を伸のばし、宗朗の顔に触れた。閉じているまぶた、鼻筋、そして唇くちびるに触れるときは、ピクッ、と千姫の手が震ふるえる。

　わずかに腰こしを上げ、身を横たえる。宗朗の真横にぴったりと寄より添そうように、身体を密着させていく。

「ぁあ……すごく、熱いの。せっかく湯をあびたのに、これでは」

　部屋の中は涼すずしいほどのはずなのに、もうしっとりと汗を上らせている。流れるほどではないが、戸惑う千姫。

　そうする間にも、千姫の手は宗朗の首筋にあらためて伸び、触れ、なでて、肩かたへ、そして胸へと降りていく。

　意識を失ってさえ、盛り上がった胸筋はくっきりと谷間をきざみ、触れる千姫の手の指をよろこばせる。

　ひきしまった腹筋も、どれほど触れていても飽あきない。

「この身体で……この腕うでで、千を抱だいて、くれるの、宗朗」

　疑問形のような語ご尾びが、自分でもちょっとくやしい。

　千姫の手の愛あい撫ぶを受けても、宗朗の身に動きはない。それが安心でもあり、物足りなくもある。

「いいわ。もう千の好きなように、するんだから！」

　誰だれに言うでもなく言うと、赤い顔で宗朗の顔に、顔を近づけていく千姫。

　長い髪が垂れ落ちる。かきあげて、

「っん」

　まぶたを閉じると、唇を触れ合わせる……。

　が、

「……やっぱり、ダメ！」

　まさに触れ合う、その瞬間、千姫は弾かれたように顔を上げた。自身の唇を指でなぞって、

「キスは、やっぱり宗朗からしてほしい。こんな、眠っている間に千からなんて、イヤよ！」

　ふんっ、とかぶりを振る。けれど、

「でも……ここまで来て、ここで止めるなんて、ありえないんだから。うぅっ……」

　こめかみを押おさえる。顔をしかめて、

「はぁ、はぁ、……いいわよ。続きを、しましょう。宗朗」

　もう一度千姫は唇を近づけ、

「ぅ……」

　すんでのところでやはり顔を離はなす。その代わり、とでもいうように、宗朗の胸に顔を埋うずめた。

「んっ、ちゅっ……」

　さえずるように、唇を押しつける千姫。

　宗朗の胸のあらゆる場所に、キスの雨を降ふらせていく。

　最初は唇で軽く触れるだけだったのが、すぐに舌でなめ上げ、ときには軽く歯を立てて咬かむことまで。

「……！」

　かすかに、宗朗の身体が動いた。震えた。

　しかしまぶたは開かない。刺し激げきに対する反射作用だけなのかもしれない。

「ふん、ぅ、ん……はぁ、ぁ」

　千姫の顔がじょじょに胸から下へと降りていく。

　宗朗の肌が、電気が走ったようにピクッ、とうごめき、わずかに身じろぎまで。それはもう、ただの反射ではないように見える。

「は、ぅ……んんっ、ん……ちゅぷ、ちゅっ」

　唇の触れる音と、唾だ液えき混じりの舌の音、それに千姫の吐と息いきが混じる。

　長い髪が、宗朗の肌の上に散っている。

　ときおり、ブルッと震えるように揺れ乱れた。

　ややもして、

「ふはっ！　はぁ、はぁ……は、ぁ」

　真っ赤な顔で、千姫が頭を上げる。顔にかかった髪をかきあげる。唇が、唾液に濡れ光っていた。

　浮いた汗あせをそっと拭ぬぐう。

　そうしてようやく身を起こし、

「もう、逃にがさない。千だけのものにしてあげる。そうすれば宗朗、おまえも悩んだり、迷ったりする必要はないわ。千だけを見て、千とだけ、過ごしていくの。これからずっと、ずっと、よ」

　いったん膝立ちになると、裸身を宗朗の上へと乗せかけた。すっかりその腰をまたいでしまう。

　宗朗の上で、

「ん……」

　千姫は天井をあおぐように目を閉じると、意を決したように身を沈めていく。
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「モン、ジェネラル！　は、早かったの、だな」

　バスルームに続きのパウダールームで、まだ髪を乾かわかし、スキンケアを軽くしただけのダルタニアンだった。

　部屋のドアが開いたのに気づかず、パウダールームのドアをノックされて、驚おどろいて振り向むいた。

　もうドアは開いていて、そこに慶彦が立っていた。

「驚かせたようですまなかったね、ニア。部屋のドアもノックしたのだけれど、応答がなかったのでね」

　慶彦が笑う。

　いつもの黒いスーツの上に羽織った外がい套とうを、かたわらの椅い子すの背にかけた。

「そうか。いや、我こそ、ぼうっとしていたようだ。いつもなら、そんな音を聞きき逃のがすはずはないのだが」

　立ち上がるダルタニアン。白のバスローブをまとっただけの姿だ。

「続けてくれていいよ。ぼくはあっちで待っていよう」

　慶彦が背を向けようとすると、

「い、いや。もういいのだ。どうせいつもスキンケアとベーシックなメイクしかしていない。正直、どう化け粧しようしていいかわからなくて……ぁ！　いや、別に化粧したいと思ったわけではなく、ただ……」

　自分で言って、自分でうろたえるダルタニアン。

　ポーッ、と頬が染まっていく。

　だが慶彦は笑えみをたたえたまま、バスローブの肩に触れて、

「うれしいよ、ニア。ぼくのために化粧をしてくれるところだったのかい。その気持ちだけで、宝物だ」

「あ……」

　慶彦の言葉に、戸惑うダルタニアン。ますます顔を赤くする。

　話題を変えるように、

「今日は、その、買い物をいろいろと、ありがとう。正直、連れて行かれるばかりで、我にはどの店もよくわからなくて……ぁ、あ！　そうではないのだ。決して不満があるわけでは！　服も、靴くつも、アクセサリーも、どれもきれいで、かわい、ぃ、ものばかりで、我には似合うのかも……」

　言えば言うほど、しどろもどろになっていくダルタニアン。

　思わずうつむいてしまう。

　その髪に触れながら慶彦は、

「いいんだ。とつぜんいろいろ引っ張り回したようで、悪かったね」

　言う。ダルタニアンは首を振って、

「ち、違ちがう。迷めい惑わくだとか、そんな意味で言ったわけではない。ただ、きれいで、かわい過ぎて、我にはよくわからなくて……。戦うことばかり、考えて来たせいで、そんなことも判断できないなんて、本当に我は、女失格かもしれない」

　恥はずかしそうに表情を曇らせる。

「困ることなんてない。恥じることでもない。ニアにはどんなドレスだって似合う。なによりニアが、いちばん輝いているからさ」

　こんな歯の浮くような台詞せりふも、慶彦が言うと少しもおかしく感じないから不思議だ。

　ダルタニアンは、ドレス、という言葉で、ハッと気づく。思い出す。

「そ、そ、そのことだ。き、聞きたいと思って……あ、あれは、その、なんというか、いわゆる、うぇ」

「上？」

「ではない！　うぇ、うぇ……ウェディングドレスに、似ている気がしたのだ、が、ち、違うのだろうな。きっと我が、ファッションにうといから、あのように白く、豪ごう華かな、ドレスをウェディングドレスだ、などと」

「そうさ、ニア」

「は、ははは、そうか……やっぱりそのような、ええっ!?」

　驚き、顔を上げるダルタニアン。慶彦に向き合う。

「正真正銘、ウェディングドレスさ。ニアがぼくの花はな嫁よめになるための、ね」

「……!!」

　そのとき、ダルタニアンは言葉を失っていた。

　これまでどんな戦闘でもつねに冷静で、どれほどの危機の際にも決して自分を見失ったことなどないダルタニアンが、いっしゅん何も考えられず、ただただ慶彦を見つめている。その距離、わずかに動くだけで鼻先が触れ合うほどの近さ。

「ドレスは、まだサイズの直し中か。残念だな。もしここにあれば、ふたりきりでニアとぼくだけの式を挙げる真ま似ねだってできたのに」

「し、し、式、だ、と」

「ああ。じつは式場もすでに手配してある。我が大日本の、もっとも伝統と格式ある社の祭殿で……」

「ま、待て！　待って……。そのようなことは、我が、まだ……」

　もはや、ダルタニアンは声が震え、目に涙さえも溜まっていた。話すだけで、身体までもが震える。

　そしてそれが、なぜなのかもわからない。

　慶彦はそんなダルタニアンをじっと見つめ、

「すまない、ニア」

　身を寄せる。そっと、抱き寄せた。

「ぁ……」

　小さく声を上げ、しかし抵てい抗こうすることなく、慶彦の腕に抱かれて身をまかせるダルタニアン。

　慶彦は、

「なにもかもニアに相談せず、性急に過ぎたようだね。本当にすまない。なにしろ日取りを決めるのにも、各国の大使クラス以上を呼ばなくてはならない関係上、どうしても取れる日が限られてくるんだ。友好国の王族の場合、王太子が来日する可能性も高い。その調整もある」

　言い聞かせるような慶彦の口調に、ダルタニアンはうなずくことしかできない。

「だからといって、ニアの気持ちを無視するつもりはなかった。ただ、よろこんでくれるとばかり。ぼくの間ま違ちがいだった。許してくれるかい」

　慶彦の言葉に、こくん、とうなずくダルタニアン。

「そうか。よかった。うれしいよ。それでこそ、ぼくのニアだ」

　髪かみをなでる慶彦。

「ほんとう、に……」

　ダルタニアンはまだ身体の震えを止めることができない。言い直して、

「ほんとうに、いいのか。モンジェネラルは、この国、大日本のプリンスだ。いずれこの国を統べる、グランジェネラルとなる、その人のはず。それが我などと……我を、ジェネラルの、き、妃に、など、と。そんな資格、が」

　言葉をつむぐのさえ苦しい。そんな途と切ぎれ途切れの声。

「そんなことを心配しているのかい。ぼくが決めたんだ。ぼくが納なつ得とくして、ぼくが決めた。ぼくの妻は、ニア、きみしかいない。きみだけだ、ニア」

「ぁ、ぁ……」

「ふさわしいとか、資格だとか、そんなことは考えるまでもない。ぼくが決めたことに、誰にも反対はさせない。邪魔も、させないよ」

「ジェネラル……慶、彦」

　わずかに慶彦が身体を離す。

　ようやく向き合ったふたり。ダルタニアンが顔を上げる。

「見せて、くれるかいニア」

　慶彦の問いに、ダルタニアンは最初はわからず、ついで、みるみる頬を染めていく。耳や首筋までも染まっていた。

　バスローブを留めているベルトに手がかかる。

　同じ素材の、ざっくりしたコットンが無造作に縛しばられている。その結び目を解こうとして、

「慶彦、が」

　恥じらいに、それ以上動けないダルタニアン。

「いいだろう。目を、つむるんだ、ニア」

　ダルタニアンが目を閉じたのを見て、慶彦の手がベルトの結び目を解きほぐす。すぐにベルトが解け、床ゆかに落ちた。

　本来ルーズなバスローブの合わせ目が、左右に開く。

　慶彦の指が襟元をさらに広げると、バスローブが肩から滑すべり落ちる。ダルタニアンの足下に、白い輪を作った。

「ぁ……ぁ」

　ダルタニアンの、閉じた睫毛が震える。

　唇が、かすかに何かを訴うつたえようとして、吐息になる。

　芸術的な裸ら身しんが、そこにあった。

　一片の布も、一糸もまとわず、隠かくすものもない。ダルタニアンのすべてが露わで剥き出しだった。

　白磁のような肌はだは染みひとつない。入浴のあとで桜色に染まっていたのが、いまは青ざめ、ますます白く映った。

　二本の大たい剣けんを振るうには、豊かすぎるバスト。

　ひとつひとつの膨ふくらみが、いまは支えるものを失って、本来の自然な張りと曲線をさらしている。

　乳房の頂きもまた、ごく淡あわい色素で彩られていた。

　あれだけの重さのクレイモアを支え持ちながら、二の腕にゴツゴツした筋肉の塊はない。同じしなやかで柔軟な筋繊せん維いが、ウエストをも引き締めている。

　普通の金髪よりも繊せん細さいなプラチナブロンドが、ダルタニアンの恥じらいをそっと包つつむように覆おおい隠す。

「モン、ジェネラル、もう、我は……」

　立っていることすら、限界だった。

　目を閉じていてさえ、剥き出しすぎる自身の姿を異性にさらしている、その羞恥は消えはしない。

　すべての肌が感覚器官になったように、あらゆる刺激をダルタニアンの中枢へ運んでくる。

　どれほどの敵にもひるんだことのない勇ゆう敢かんな騎き士し「剣姫マスターサムライ」が、いますぐにでも逃げ出したい、そんな葛藤にさいなまれている。

　なのに身体の芯は、これまでにないほど熱くたぎって、もどかしさと切なさをこんこんとあふれさせていた。

「ニア」

　いますぐ崩れ落ちそうな裸身を、慶彦が肩にそっと手を掛け、あらためて抱き寄せる。

　ようやく寄る辺を得た孤独な肌が、その体躯にすがるように自身から抱きついたとしても、少しも不思議ではなかった。

「我は、慶彦のものに……（なるのが、いいのだ。一番、いい。ありえない夢など、断たち切きって……）」

　言葉にならない自問自答を、ダルタニアンが喉の奥へと飲み込んだ。そのとき、

「ああ、なるのさ。ニアはぼくの花嫁に、ぼくの……『剣姫マスターサムライ』たちの、母に、ね」

　隠し持もった注射器を、慶彦が袖から滑り出させる。

　ダルタニアンの腰に回した手が、冷たいガラスと金属の針を、その肌に押しつける。突つき立たてる。

「あぅ！　くっ……」

　一瞬、なにが起きたのかを理解することのできない瞳ひとみが、慶彦を見つめる。

　すぐに瞳孔が開いて、意識が急速に失われていく。

　けれど「剣姫マスターサムライ」の体力、能力が、それを拒む。

　ダルタニアンは慶彦から身を離し、

「なにを、した……我に」

　手が、クレイモアを探す。

　しかしそこに、いつもあるはずの大剣はなかった。

　どんなときも肌身から離さず、手の届くところに置かれていた相棒とも言うべき得物は、リビングできれいな包装紙やリボンのなかに隠れ、埋まっていた。

「いいんだ。もう抵抗しなくても。受け入れるんだよ、ニア。力を抜ぬいて、休んでいいんだ。眠っている間に、すべてが終わる。ぼくのかけがえのない『剣姫マスターサムライ』として、再生するまで、ね」

　慶彦の言葉が、ダルタニアンの頭の中でうつろに響ひびく。

　視界もひどくぼやけて、とろけるように混ざり合っていった。

「わ、我は……なぜ……」

　がっくりと膝ひざをつくダルタニアン。

　わずかにあえぐようにつぶやく。もう一度立ち上がる力はもはやなく、そのままパウダールームの床に倒れ伏す。

　見開かれたままのその瞳が、いまにもあふれそうなほど潤うるんで、天てん井じようの照明の光を宿していた。
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「ぅ、ぅぅ～ん」

「んご～……むにゃむにゃ……」

　すっかり日が昇り、もう中天にさしかかるころ。

　柳生道場の稽古場兼広間兼食堂兼……いまは伊だ達て政まさ宗むねと片かた倉くら小こ十じゆう郎ろうの臨時宿泊部屋になっているその部屋。

　ふたつ並んで敷かれた布団ふとんのはずが、なぜかふたりともにひとつの布団で眠っている。それも、

「ぅぅぅ！　ぅぅ……！」

　苦しそうに小さな小十郎が身をよじるのは、あまりにふたりが密着し過ぎているから。というより、政宗が小十郎を抱きしめて、自分の胸に強ごう引いんに押しつけているからだ。

「うぐぁ～！　ごご～、くわっくわっくわっ！」

　不思議なイビキまで終始かき続けている政宗と、こんな至近で眠れる小十郎もずいぶんな神経なのだが、それにしても、

「くぅん、ぅ……ぷはぁっ！」

　とうとうがまんしきれず、ではなく、窒息の危険から無意識に政宗を押し退け、顔を上げる。

　新鮮な空気をようやく吸い込んで、

「ま、政宗さま？　なんで小十郎のお布団に」

　目をこすりながら、政宗を見る小十郎。政宗もようやく目を開けて、大きく伸びをしながら、

「ふぁ、ぁ……はははっ、俺と小十郎はいつでも一心同体だからな。布団も同体だ。はははっ！」

　胸を張る。布団からはみ出したＬＬサイズのバストがぼよん、ぶるん、と揺ゆれた。

「なんで裸はだかなんですかぁ、政宗さま。ちゃんとお風ふ呂ろのあと、浴衣ゆかたを着て寝たはず……あ、ぁあ、こ、小十郎までぇ」

　自分の姿に気づいて、顔を真っ赤に染める小十郎。

　あわてて胸を手で覆い隠す。その下、股間までも。

「なぜって、浴衣を着ていたらペロペロなめられないだろう。チュウもできないしな」

「ペロペロ、チュウって、まさか眠っている間に……」

「そのまさかだ。いっぱいペロペロしておいたぞ！　というより、チュウしてないところは、ない！」

　断言する政宗。

　寝ねている間にどれだけのことをされたのか、青くなる小十郎。

「ダメですよ、政宗さま。そんな……ぁぁああ！　ひぃぃー！」

　おそるおそる布団をはぐり、自分の下半身を見て、悲鳴を上げる。そこには無数のキスマークが。

「俺は隠れてこそこそするのは大嫌きらいだからな！　はっきりわかるようにいっぱいキスの跡あとをつけておいたぞ、はっははは！」

「バ、バカバカバカー、政宗さまのバカぁ！　こんなの、もうお婿むこに行けませんぅぅ！」

　ぽかぽか、政宗を叩たたく小十郎。

　けれどそこは政宗のバストで、むにゅ、ぼよん、と弾だん力りよくが小十郎の拳こぶしを弾くばかり。そのうえ、

「ははは、小十郎のほうこそ、寝ぼけて俺のおっぱいをなんども吸っていたぞ。おいしそうにな」

「えええ、そ、そんなこと、してません」

「ときどき噛むから痛かったんだぞ、はははっ！」

「ウソですぅぅぅ！　もう、政宗さま、恥ずかしいですよぉおお、バカバカぁ！　……でも、本当に噛んだのなら、痛くして、ごめんなさい」

　なぜか涙なみだ目めであやまる小十郎に、

「おう。血が出ていないか、見てもらおうか」

　政宗もまた、小十郎の目の前にバストを突き出だす。

　困り顔で乳房に顔を近づける小十郎に、

「そら、どうだ！」

　政宗が、その頭ごと抱きしめる。九十五センチ、Ｇカップはありそうな乳房の海に、小十郎の小さな顔がすっかり埋まってしまう。

「んぅ！　ぅぅーう！」

　手て脚あしをバタバタ、しまいには、降参、のタップで政宗の腕を叩く小十郎。ようやく政宗の腕がゆるむ。

「ぷは！　はぁぁ……！　ウ、ウソじゃないですか、ケガなんてどこにも」

「ははは！　からかっただけだ！　でも、吸いたければもう一回吸ってもいいんだぞ。ほら、どうだ」

　またも、自分の手で掲かかげるように小十郎へ乳房を突きつける政宗。

「も、もうイヤぁ！　しまってください政宗さま。おっぱいはしまって！」

「しまえと言われても。こんなに出っ張っていたら、刀を振るうのも邪魔なほどでな。しまえるものならしまいたいぞ」

「服を着ればいいんですよ、もぉぉ」

「イヤだ！　もっと小十郎と裸でいちゃいちゃしたいからな！」

　おそるべし、政宗と小十郎、ふたりだけの世界だ。

　幸ゆき村むらなどツッコミ役がいないと、えんえんこのバカップル会話が続くのだった。

　けれどさすがに、

「ダメですよぉ、もうお昼じゃないですか。ちゃんと起きて朝ご飯も食べて、道場のお掃除や庭の手入れもしないとです」

　小十郎が釘をさした。身を起こす。

「どうしても、ダメか」

「ダメです。いまは柳生さまがたがみんな大おお江え戸どへ出払って、小十郎と政宗さまにこの道場の留守番がまかされているんですから。しっかり務めないと。だいたい、昨晩も政宗さまが夜更かしするから、こんな時間まで寝てしまって」

　こんこんと説教する小十郎を、政宗は布団の上に正座して聞いていたが、

「マジメだな、小十郎は」

「そうですよ。マジメです。政宗さまといっしょにいるんですから、小十郎ががんばらないと、困りま……きゃぁっ！」

　とつぜん、政宗が小十郎を抱き寄せたのだ。またも政宗の胸に顔をふさがれ、悶もん絶ぜつする小十郎。しかし政宗は、

「いいぞ、うん、いい！　小十郎がそんなに立派な考えを持っていたとはな。感心したぞ。さすが、俺の嫁だけはあるぞ」

「むぐ、ぅぐ……ぷはぁ！　嫁じゃありませんよぉ。小十郎は女のコじゃぁ……」

「性別なんてどっちでもいい！　小十郎は俺の嫁だ！　こんなにマジメで立派な嫁を持って、俺は猛烈にしあわせだぞ！」

　感激して涙さえ浮うかべている。

「わ、わかりました。もう、小十郎は嫁でいいです。けど、大事なことはちゃんと、政宗さまが命じてくれないと、困りますからね」

　小十郎がちょっとだけ恥ずかしそうに言うと、

「おおお～！　かわいいぞ、小十郎！　俺の嫁！　世界一かわいいから、もう一回チュウしてもいいか？」

　またも発ほつ作さ的に抱きしめ、頬ずりする政宗。

「ダ、ダメです、ダメですよぉ、政宗さまぁ。いつまでも起きられなくて、いつまでもお掃除や洗濯ができませんからぁ！　……で、でも、一回だけなら」

　ばたばた抵抗する小十郎だが、頬を染める。政宗を見上げる。

「こ、小十郎ぉお！　んんー、チュッ、チュパッ、れろれろ、ちゅ！」

「きゃぁっ！　ヤぁあん！　い、一回だけって、言ったじゃないですかぁ！　あぁぁあ、そこは、そこはダメですぅぅぅ！　ひぃ、ん！」

　けっきょく小十郎を押し倒たおして、裸身のあらゆるところにキスしまくる政宗。キスだけにとどまらず、なめてもいる。

　いったいいつになったら起きられるのか。

　そもそも目覚めてから起きるまでに、どれだけの甘甘バカップルぶりを繰り返せば済むのか。

　と、見ている者がいたら誰もがそう思うだろう、このふたり。

　しばらくこのままなのか、いったいどうしたいのか、というところ、

「小十郎」

「はい、政宗さま」

　急に、ふたりの動きが止まった。

　跳ね起きる政宗。

　裸身に、布団の側に掛けてあった寝ね間ま着きの浴衣を素す早ばやく羽織る。小十郎も自分の服をてきぱきと身につける。

「ふたり……いや、三人か」

「囲まれたようです」

　政宗は浴衣の帯を締め、刀掛けに置かれていた己おのれの大だい刀とうを取り上げる。おそろしく長く、反りの強いひと振りだ。

「ほかにも控えているかもしれん。小十郎、俺の側を離れるなよ」

「はい、政宗さま……ぁ」

　チュッ、と軽く政宗が、小十郎の頬にキスしたのだ。しかしこれが最後のキスだとわかっているから、小十郎も抗わない。

　政宗は笑って、

「あとでたっぷり続きをするからな。……この時期、この道場へ攻せめてくるとは、幕府の連中か」

　しかし途と中ちゆうからは真顔の、戦闘モードにすっかり変わっていた。

「わかりません。生徒会の手の者かもしれません。どちらにしても」

「ああ。留守をあずかったからには、敵はきっちりと返り討ちにしてやらないとな。朝飯まえのひと暴れだ。ついて来い、小十郎！」

「はい！」

　開けはなった縁えんから庭へと政宗が降りる。小十郎がその背中に張り付くように、後方を警けい戒かいしながら続いた。



「どうだった？」

　長い髪を頭の高い位置でひとまとめにしたポニーテイル。

　メイドドレスのコスチューム、それに大鎌をかついだサムライ少女、といえば、

「勝かつ永ながの言ったとおりである。兼続どのを始め、いつもの道場の人たちは誰もいないのである」

「その代わりに、見慣れないサムライがふたりいたのだ。これはゆゆしきことなのだ！」

　毛もう利り勝永。

　続いて口を開いたのが明石あかし全たけ登のり、そして長ちよう宗そ我か部べ盛もり親ちかだった。

　三人ともに、学生街で営業中のメイド喫茶「真陰トウルー・シヤドー」の専属メイドたちだ。

　いっとき、柳生道場が金銭的苦境に陥った際、オープンした元祖・真陰は柳生道場の稽古場が店舗だった。

　メイドキャストには十兵衛や千姫など道場の面々に加え、ダルタニアンまでが顔をそろえていた。

　そうした豪華キャストが功を奏したこともあって道場はもとに戻もどり、名残として小規模な店舗を学生街に残すだけになる。

　その店を取り仕切っているのが兼続であり、キャストとして働いているのが道場見習いの彼かの女じよたち三人なのだった。

　いつものように店の売り上げを届けに来たのが、どれだけ門を叩いても応答なし。

　しかたないので、手分けして道場の周りを回りながら中をうかがい、こうしてまた正門の前に集まった。

「どうするか」

　勝永が思案する。いちおう三人のリーダー格ではある。

　彼女たちの力なら、塀へいを乗り越えて中へ入ることは簡単だ。しかし情勢がわからなければ、うかつにたいそうなことはできない。

「宗朗どのも千姫さまも、どこへ行ってしまわれたのか。しかしながら、見習いとはいえ我が輩たちもまた道場の一員」

　全登は、セミロングの髪を無造作にかきあげる。背中に小こ太だ刀ちを背負っていた。

「空き巣かもしれないのだ。盛親たちでちょちょいとやっつけるのだ！」

　そう言う盛親は、いちばん小さい身体で長鑓やりを二本も抱かかえていた。どちらもメイドコスに身を包んでいる。

「ならば、決まったな。留守に居座っている不逞のサムライどもを我らの手で叩き出す。もしかしたらこの手て柄がらで、我ら『剣姫マスターサムライ』になれるやもしれない」

「おお、『剣姫マスターサムライ』であるか、いよいよ！」

「盛親、強くなりたいのだ！　『剣姫マスターサムライ』になってがんがん戦いたいのだ！」

　宗朗との契りが、キス、であることを知らない三人は、思慮深い勝永までもが無邪気に「剣姫マスターサムライ」へのあこがれを隠さない。

　ともあれ、討ち入る方針は決まった。

　ひさびさの戦いに、三人の闘とう志しもまた高揚し、燃え上がる。



「来たぞ、小十郎」

「はい、政宗さま」

　迎むかえ撃つ政宗と小十郎。

　正面の門が、大きな音とともに粉々に吹ふき飛とぶのを、物もの陰かげからふたり、じっと見つめていた。

　定石なら、敵は勢いとともに門をくぐって突っ込んでくるはず。それをすかさず迎え討つために飛び出すか、敵を引っ張り込んで退路を断つか。

　だが政宗はどちらもしなかった。

　そのうえ破壊された門からも、敵は入ってこない。もちろん敵とは、勝永、全登、盛親の豊臣三人衆だ。

　が、一拍ぱくおいて、門からではなく、塀を跳とび越えて左右からふたりが飛び込んで来る。勝永と全登だった。

　破られた門を防ぼう御ぎよするために政宗たちが出てくる、その側面をすかさず突く、という裏をかく戦術だった。

「門を壊されても出てこないとは」

「敵はもう逃げてしまったのであるか？」

　思わず顔を見合わせる。が、そこへ、

「ちぇぃっ！」

　横よこ殴なぐりに襲おそう黒い影かげ。政宗だ。

　身長ほどもある長い刀で、ふたりを一度に斬きりつける。

「なに！」

「どこから!?　である」

　それほどに政宗の打ち込みは速い。だが勝永と全登もサムライだ。かろうじて大鎌の柄と小太刀で受ける。受け流す。

　そこへ、

「ぉおおおお！　ふたりから離はなれろぉおおお！　なのだぁ！」

　門の向こうから真まっ直すぐ突とつ進しんしてくる盛親が。

　二本の鑓を脇わきにたばさみ、門をくぐり抜ける。鑓は基本、攻こう撃げきベクトルが直線だ。方向転換には大きな時間ロスがある。

　塀を跳び越えた勝永と全登が政宗を挟はさみ撃ちにする。それが失敗した場合も、盛親の正面突撃で討ち取る。

　最初から、その算段なのだ。

「ちぃ！」

　しかし政宗は勝永、全登を一いつ蹴しゆうしたばかりか、盛親にも向かい合う。勝永と全登が素早く左右に跳んだ。それと同時に、

「食くらうのだ！　長宗我部鑓術、蜂ほう針しん弾だんなのだ！」

　一本の鑓を、かけ声とともに放つ。やり投げのような山なりではなく、政宗に向かって直進してくる軌き道どうだ。

　これも政宗は、長大な刀で一刀両断するか、薙なぎ払はらうか、と思われた。

　けれど、すんでのところで思いとどまらせるものがあった。

　盛親の持つもう一本の鑓を警戒したのもある。が、それ以上に、勝永と全登の退避ぶりが気になった。

　果たして、盛親の放った鑓は、途中で無数の小鑓に分かれる。

　一本一本は、小こ柄づかほどだが、数十本もの小鑓が襲うさまは、まさに蜂の大群が迫せまり来るようだ。

　いかに政宗の刀が長大でも、この飽和攻撃には耐たえられない、と見えた。

　もう飛び退のくにも間に合わない。

　せめて地面に伏ふせるなりして、被弾を最小限に抑おさえることくらいか。

「小十郎！」

「はい、政宗さま！」

　が、政宗のとった策はそのどれとも違った。

　呼んだ、と思ったときには、もう小十郎は政宗の足下にいた。いつも背負っているランドセルからホースが伸のびている。

　先せん端たんは消火器のノズルのようで、小十郎が抱えていた。

「行くぞ！」

　言うなり、政宗が大刀を横殴りに振ふり抜く。

　しかし小鑓の大群には届かず、なにより「面」で推してくる攻撃に対して、これではただの「線」でしかない。

　ところが、政宗の刀の軌道に、パッと火花のような輝かがやきが散る。

　と思うと、それがいっきに発火して、炎ほのおの線になった。

　しかしこれでもまだ「線」。それを、

「食らっちゃってください！　えぃっ！」

　小十郎がノズルを向ける。発射ボタンで噴き出されると、炎は一瞬、爆ばく発はつしたかのような勢いで燃えさかり、まさに炎の壁かべを作る。

　小鑓はその炎に焼かれ、次々消し炭に。そうでないものも、爆ばく風ふうにあおられて軌道が変わり、あらぬ方向へ落ちる。

「いまのは!?」

「なにが起こったのである？」

　勝永、全登もわからずに呆ぼう然ぜんとなる。

　盛親だけが、

「も、もう一本、なのだぁぁああ！」

　残った鑓をさらに投げつけようとする。

「待て、盛親！」

「ここはいったん引くのである！」

　異常な展開、政宗の異様な能力に、勝永と全登は一時撤退を決意していた。けれど盛親が止まらない。

　振りかぶった鑓をまたも政宗めがけて投射する。

　基本、同じ攻撃は同じ方法で撃退できる。数を数倍にするなどでなければ、結果は見えていた。

　が、興奮し、焦あせる盛親は歯止めが利かない。

　そしてこんどは、政宗も黙だまって見てはいなかった。

「ちぇいっ！」

　自ら一気に前へ出る。

　蜂の大群のように、空中で小鑓に分裂するといっても、それ以前は一本の鑓。

　分裂するまえに、やり過ごせばいい。つまり鑓より前へ出ればいい。

　だがこれも、大きな危険がある。

　分裂のタイミングがつねに同じとは限らないし、向かってくる鑓に真正面から飛び込むことになる。

　自らが鑓かつぶてになったかのように政宗は跳ぶと、鑓を巻いてかわし、その向こうへといっきに達する。

　そこはもう、盛親の目の前だ。

「うぁぁああっ、なの、だぁ！」

　もう鑓はない。とっさに盛親は脇わき差ざしを引き抜くが、圧あつ倒とう的てきなリーチの差は歴然だ。このまま簡単に、政宗の刀に斬られるか、刺し貫かれるか。

「そうはさせないっ！」

「逃にげるである、盛親！」

　救援に、勝永と全登が駆かけつける。

　こんども政宗を左右から挟み撃ちする形になった。

　しかし、

「政宗さま！」

　しっかりと政宗の背中に追従している小十郎が、ノズルをかざす。

「うむ！」

　政宗が一いつ閃せんした刀からは、またも炎が現われる。

　刀の切っ先や刃やいばから炎が噴き上げるのではなく、あたかも刀が切り裂さいた空間から炎が迸ほとばしるのだ。

　さらに小十郎のノズルが、炎を拡大、加速させる。

　こんどは壁ではなく、一個の大きな固まりとなって勝永を襲った。

「ぁあああっ！」

　これには大鎌といえど対処しようがない。それ自身、空気を切り裂く大鎌だが、炎をはね返す風などは作れないからだ。

　それでも半ばかわしたのは、勝永のサムライ能力による。

　しかし鑓や刀と違ちがって炎は、わずかでもかすれば火がつく。勝永のメイドスカートが燃え上がる。

「よくも！　である！」

　もう一方から迫る全登。返す刀は間に合わない。

　しかしこちらは小太刀。もともと短いリーチは、全登の格闘術などと組み合わされる前提だ。

　それを見破った政宗は、

「ちぇぁっ！」

　正反対の方向へ、刀の柄を繰くり出していく。これを小太刀で払おうとする全登の腕うでを素早くつかむと、ねじりながら投げ飛ばした。

　その上で、

「ぁわわわっ！　な、のだ」

　盛親の脇差しを蹴り上げている。

　こんどこそ丸まる腰ごしになった盛親に（政宗もそうだが）、当て身とともにその首をからめとると、体重をかけてへし折る。

「いけません、政宗さまっ！」

　小十郎が叫さけんだ。政宗の動きが止まる。

「このかたがたは、柳生道場の、この道場のみなさんです！」

「なに？」
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「はっははは！　そうか、この道場の関係者だったのか。それはすまなかったな。はっはは！」

　ちっともすまなそうではない政宗が笑いながら言う。頭をバリバリかいた。

　柳生道場の広間。

　政宗と小十郎に相対して、勝永、全登、盛親が並んでいる。

　戦いのさなか、倒れた全登のポシェットからはみ出した、メイド喫茶の帳簿を小十郎が見つけたのがきっかけになった。

　中には店長代理としての兼続や、ほとんど名目上だが総責任者の宗朗の名などが記載され、三人が道場の者であることがわかったのだ。

　いっぽうの政宗たちも、宗朗たちの留守をあずかっていることを説明し、ようやくお互たがいに納得していまにいたる。

「こちらも早とちりでした。戦いは水に流し、どうか許されたい」

　勝永が言う。

　いっしゅん政宗の刀の炎に包まれた勝永は、応急手当の包帯であちこちをぐるぐる巻きに覆われていた。

「それにしてもお強い。全登、正直参ったのである」

「あとちょっと遅かったら、盛親の首がぽっきり折れてるところだったのだ。くやしいけど、負けなのだ」

　それぞれ、消沈してうなだれる。

「いえいえ、みなさんたいへんお強かったです。政宗さまも小十郎も、本気を出さなくてはなりませんでした。ふだんなら、火か炎えん斬ざんは使いません。それだけ、追い込まれていたということです」















　小十郎が言った。その小十郎をぐいっ、と抱だき寄よせる政宗。

「まったく、小十郎の言うとおりだ。はらはらさせられたが、小十郎のナイスなアシストで助かったぞ、はははは！」

　そういえば政宗は寝間着の浴衣のままだ。

　すっかり前の合わせがはだけて、ほとんど片肌脱ぎになっている。豊かな乳ち房ぶさがこぼれそうに覗いて、盛親などそんなところにも目を奪うばわれていた。

「そのことで伺いたいのですが、あの炎はなんなのか。政宗どのの刀には、そういう仕し掛かけがほどこされているとか？」

　いちばん聞きたいことを勝永が切り出す。

　全登、盛親も、

「あんな炎は初めてである。それに炎そのものの勢いや動きもまるで生きているようだったのである」

「盛親もあんな技わざが出したいのだ。蜂針弾に炎が加わったら無敵なのだ！」

　興味を隠さない。が、政宗は、

「そりゃー、無理だ。なぁ小十郎」

　バリバリ頭をかきながら、小十郎に水を向ける。どうやら説明が面めん倒どうなようだ。小十郎は心得た、というように、

「はい。あれは政宗さまのサムライ能力です」

「サムライ、能力」

「である、か」

「なのだ？　でも盛親もサムライだけど、そんな能力ないのだ」

「火は、政宗さまの属性だからです。この属性というのは、サムライにそれぞれ備わっているものです」

　ていねいに、三人に説明を始める。

「では、わたしたちにも？」

「あるはずなんです。けれど、誰だれもが火を噴き出したり、ということができるわけではありません。自身の中の『氣』を感じ、自身の外の『氣』と調和して、ときには取り込んだり、ときには拡散したり、という術が必要です。それも、無意識で操れるようでないと、戦いの場などでは使えません」

　小十郎の言葉に、うなずく三人。

「では、その『氣』を操あやつることを」

「身につければよいのであるか」

「『氣』って気力なのだ？　盛親、いっつも気力充じゆう実じつなのだ！」

「いえ、気力とか、気の持ちよう、みたいなことと、直接関係はありません。けれど、結びついてはいます。えと、つまり……」

　ここから、「氣」の説明がえんえん続き、政宗は居い眠ねむりを始める始末。

　小十郎はいっしょうけんめい説明したが、じっさいに修しゆ行ぎようなどで経験しないと、その正体が皆目つかみにくい。それは、慶けい次じが宗朗たちを相手に「氣」を伝授しようとしたときも同じだった。

　修行を積んだ者でさえ、ひとことでは説明できないものがある。

「は、はあ」

「ううん」

「盛親、頭が変になりそうなのだ」

　これ以上の説明は無理、と判断して、小十郎が話を先に飛ばせる。

「政宗さまは『氣』をつかむことでご自分の火の属性を活かすことができるんです。火は、政宗さまが刀を振るうと、その刃が通った軌き跡せきに発生します」

「おう。刀がないといまんところ出せないし、刀を持っていたって真しん剣けん勝負の戦いの中でないと出ない。ま、だからおまえたちは、俺に真剣勝負をさせるほど手強かったってことだぜ、はははっ！」

　ようやく目を醒さました政宗が言った。パッ、と手をかざしてみせて、

「この手の中に炎を出してみるとか、湯を沸かしたりするのに火を点ける、なんて便利なこともできないぞ」

　ある意味、純粋に戦いに特化した能力なのだ。

「では、小十郎どのの、あのホースの先についたものはなんなのですか」

「うむ。最初はあの筒先から炎が出ているのかと思ったのである」

「でも違ったのだ。でも、炎の勢いや向きに関係あるのだ？」

「あれは……」

　小十郎は、自分の背負っていたランドセルを三人に見せた。中を開く。中にはふたつのボンベが入っていた。

　それぞれのボンベから管が伸び、合わさってホースに繋つながっている。

「こっちのボンベには酸素が入っています」

「酸素？」

「なるほどそれでは」

「よく燃えるはずなのだ」

「そのとおりです。政宗さまの火の属性。それをお助けするために、酸素をこの筒先から噴きます。火は酸素を得て燃えますし、勢いや濃度によっては、爆発を起こすこともあるんです」

　そこまで聞いて、三人が納なつ得とくする。

　政宗の炎は確かにありえない能力だが、それを戦いの場で活かすのは別だ。

　だが小十郎と、この酸素ボンベがあれば、炎を自在に増幅できる。

　小鑓の大群を焼き尽くす炎の壁を作ったり、火か炎えん弾だんのように打ち出すこともできるだろう。

　火と酸素はもっとも相性がいいからだ。

　小十郎がいてこそ、政宗の「属性」能力も最大限に発揮される。

　政宗にとってなくてはならないのは、なにも嫁（婿？）としての小十郎というだけではなかったのだ。

「それなら、わたしの服についた火を消してくれたのは」

　と勝永。

　火炎弾がかすったことでメイド服が燃え上がり、いっしゅん全身が炎につつまれた。

　いくらサムライでも、これには耐えられない。

　そのとき、真っ先に勝永のもとに駆けつけたのは、全登でも盛親でもなく（ふたりとも政宗に制圧されて動けなかった）、小十郎だった。

「はい。こっちのもうひとつのボンベには二酸化炭素が入っています。ノズルのスイッチで切り替かえるんです」

「二酸化炭素であるか！」

「吹きかければ火が消えるのだ！」

　全登と盛親が感心したとおりだった。

　小十郎は炎を増幅する酸素と、消す二酸化炭素の両方をランドセルに入れて装備していたのだ。

　炭酸ガス消火器と同じ原理である。

「火を点けたら消さないと、だからな！　ははははっ！」

「はい、政宗さま」

　政宗が笑い、小十郎が応こたえる。

「そうだったのですか。かたじけない。勝永、礼を申し上げる」

　勝永が感心して頭を下げた。

　いまは痛々しいヤケドの包帯姿だが、小十郎の対処が早かったことから、比較的軽傷で済んでいる。

　サムライの治ち癒ゆ力りよくなら、数日で跡も残らず治るはずだ。

「せっかく来たんですから、ゆっくりしていってくださいね。これからお昼……もう夕食かな。作りますから、食べて行ってください」

　そう言って小十郎が立ち上がる。

「いえ、我ら、そのような馳走には……」

　言いかけた勝永だが、

「盛親、お腹なか空いたのだ！　夕飯、食べたいのだぁ！」

　盛親が声を上げ、

「うむ。そういうことなら、我わが輩もお手伝いするである。軽食くらいならメイドカフェでいつも作っているのである」

　全登も腰を上げる。

「おお、いいぞ。やってくれ。小十郎も助かる。そうだな、はははっ！」

「はい、政宗さま」

「わたしも手はヤケドしていないから平気です。それになんだか、いっしょに加わりたい気分だ」

　勝永も小十郎に続く。

　お互いの早とちりから始まった戦いだったが、大きなダメージもなく、いまこうして助け合いながら調理をするなど、仲が深まっていく……。

「さて、料理ができるまで、俺はもうひと寝入りするか」

　と思われたが、

「政宗さま、大変です！」

「んっ？」

「じつはお金が……」

　柳生道場にはすっかり金がなかった。

　もともと、幸村の出奔でクレジットカードが使えなくなって財政が危機に陥り、慶次や景かげ勝かつの大食いでエンゲル係数が跳ね上がり、さらに全員が大江戸へ行く旅費等で、もう金庫は底をついていたのだ。

「あの、メイドカフェの売り上げなら、ありますが。これを一時的に使っては」

　勝永が申し出る。

「そうか。いいのか！　助かるぞ、ははは！　なあ、小十郎」

「本当にいいんでしょうか。それに、今日はいいとしても、明日以降は……」

　顔を曇くもらせる小十郎の言うとおりだった。

「たしかに、仕入れ等もあるので、この金も全部使うのはまずいのである」

「盛親たちが毎日稼げばいいのだ！　これまでもそうして来たのだ」

　たしかに、メイドカフェが上げる利益は、生徒会からの手当を断たれた柳生道場にこれまでも生活費をもたらしていた。

「そうか。メイドカフェでおまえたちは働いているんだな。つまり……」

「メイドカフェがもうかれば、もっと生活費に余よ裕ゆうができる、ということですね」

　政宗と小十郎が言い、勝永たちも思い当たる。

　それは、

「よし、決めた！　俺と小十郎も、そのメイドカフェで働くぞ！　明日からな！　それでいいだろう。そのかわいい服も着られるってわけだ！　ふんふん、いいぞ！　小十郎にさっそく着せてやれ！」

「え、え？　いますぐですか。ちょ、ちょっと待ってください政宗さま！　ああああ、服を脱ぬがせないで！　下着まで、ダメですぅぅぅ！」

「ええっと」

「あの……である」

「これでいいのだ？　盛親、汗あせが出てきたのだ」

　問題が解決したのか、新たに積み上がったのか、よくわからない三人だった。
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「わかりましたわ！」

　突然、兼続が叫んだ。

　実は足下の水の中が白骨で埋め尽くされていると知ってから、すっかり意気消沈していた三人と一匹ぴき。

『つまりは、ここに何百人もの人々が落とされて、命を失って来たわけで……』

『それだけすごーく、けっかい？　が強くって、サムライの人でもみんな出られなくて死んじゃったの！』

『ウキュ、ウキュッ！』

　幕府の仕掛けた結界の前には無力なのか、と絶望が支配するなか、珍しく黙りこくっていた兼続が、急に口を開いたのだ。

「どうしたのぐっちゃん、お腹でも痛いの？」

「女のコの日でしょうか。冷えますから、急に来てしまってもしかたありませんね」

「違いますわ！　なに言ってるんですの！」

　憤慨する兼続。

「ウキュキュ？」

　その頭に飛び乗る佐助。兼続は佐助を乗せたまま、

「ずっと、感じていたのですわ。この落とし穴、つまりは土の中ですわ」

「あ！　わかった。ぐっちゃんのゾクゾクって、たしか」

「ゾクゾク？　悪寒がするんですか？」

「違うって言ってるっぺ！　おらの属性！　ぞ・く・せ・い！　……わたくしの属性は『土』。この縦穴の周りを埋め尽くす土と対話していたんですわ。土の『氣』を感じていたんですの！」

　兼続が言い放つ。胸を張る。

「属性。『土』ですか。『氣』といい、複雑なのですね」

「そうそう、ぐつぐっちゃんのゾクゾクは『土』！」

「だから属性だと！　もういいですわ。それに、口で言うと複雑ですけれど、すべては自分と、外との対話、『氣』を感じるということですわ。ひとつがわかれば、全部がわかるというか……と、とにかく！」

　手にした大おお鎚づちを引き寄せる。肩かたにかつぐ兼続。

「地面、土、つまりは地球との対話ですわ！　さらには宇宙とつながっていくのですわ！　この壮大な絆！　わたくしにぴったりの属性ですわぁ！」

「……現実には水浸しの落とし穴の中なんですけれど」

「ウキュゥ」

　半蔵と佐助がぼやくが、

「おだまりですわ！　地面と対話することで、わたくしの中にどんどん『氣』が流れ込んで来るのですわ。『氣』充填百二十パーセントですわ！　いまならどんな姿にだって、なれますわ！」

　こんどこそ、と太鼓判を押おす兼続。

「でも、ぐっちゃん、魔ま法ほうの女のコにはなれなかったよ？」

「そ、それは……少々、背伸びをし過ぎたからですわ。属性と合っていなかったのですわ。でもこんどは、間ま違ちがいありませんわぁ！」

　十兵衛のツッコミにもめげず、兼続が縦穴の壁に手を当て、まぶたを閉じる。自身の中の「氣」の流れをつかみ、加速し、自在に操っていく。

「金こん剛ごう峯ぶ楼ろう閣かく一いつ切さい瑜ゆ伽が瑜ゆ祇ぎ経きよう……」

　経文のつぶやきとともに、兼続の身体が暖かい光に包まれる。

　最初は燐りん光こうのように。それがしだいに集まって、兼続の身体がボゥッ、と透けて輝く。輪郭がキラキラときらめいた。

「兼続さん！」

「ぐっちゃん、すごぉい！」

「ウキュゥゥ！」

　半蔵、十兵衛、佐助が見守る中、ついに臨界に達した光がはじける。一瞬、あたりが白い闇につつまれ、それが晴れたときには、

「愛染王品第五！　直なお江え兼続推参、ですわ！」

　新たな兼続がそこに、いた。

　自身の姿を満足げに見下ろす。ツインテールの長い髪かみを、

「ふんっ！」

　かきあげるように肩から流した。

「あら、まあ」

「ほよ」

「キュッ」

　目を丸くして見入る三人。得意満面の兼続に、

「どこが、変わったのかな？」

　首を傾かしげる十兵衛。

「変わってますわ！　ほら、こんなに！　そのおっきな目でよーくご覧あそばせ、ですわ！」

　と兼続が強調する違い、とは。

「右みぎ腕うでと左の腰に鎧よろいが。新しい十兵衛さんもありましたね」

「服の柄がちょっと違うみたい」

「キュゥ、キュゥ！」

「ん？　さっちんが、トンカチも違ってるって」

　佐助の言葉を十兵衛が通訳した。

　たしかに、魔法少女ほどの劇的な変化ではない。もっと大きな違いは、武器の大鎚にあった。

「は？　なんですの、この……尖とがった」

　大鎚の打面の片側が円錐形に尖っている。ほかに、中央部の社も屋根の作りが変わっているようだ。

「ドリル？　でしょうか」

「ぐっちゃんも知らないのぉ？」

「し、知ってますわ！　これは、そう……」

　兼続が目を伏せる。集中すると、兼続の「氣」が大鎚に流れ込んで、大鎚自体が脈動するように震ふるえた。

　目を見開いて、兼続。

「わかりましたわ！　これは、こう使うのですわぁああ！」

　叫ぶと、大きく大鎚を振りかぶる。

　大鎚自体が燐光をまとったように明るさを増す。尖った部分に螺ら旋せんに描かれていた朱しゆの模様が、

「回転しています？　やはりドリルなのですか？」

　打ち付けられた横壁に突つき刺ささった。

「まだまだ、行きますわよ！」

　二度、三度、兼続が大鎚を振り下おろし、打ち付ける。そのたびに、破片が飛び散る。ギュルギュルギュル、回転する錐が岩石を砕くだいていく。

「そぉれぇええ！　ですわぁぁああ！」

　何回目かに、渾こん身しんの力を込めた一いち撃げきが岩いわ肌はだに吸い込まれると、すさまじい音とともに、多くの石のかけらが吹き飛ぶ。

「きゃっ！」

「ウキュッ！」

　十兵衛たちも思わず身を縮めるほどだ。

　あきらかに、岩をただ掘ほり砕いた、という規模ではない。

　その証しよう拠こに、大きく崩れた岩肌が洞うろのような大穴を開けている。地下水が流れ込んでいた。

「やりましたわ！　どうですの、このわたくしのニュー大鎚の力をもってすれば、こんな落とし穴くらい、どこまでも掘ってあげますわ！　……あ、ら？」

　しかし兼続も気づく。

　洞を覗のぞき込む。

　その先を見つめながら、半蔵が言った。

「これは……最初にお城を脱だつ出しゆつして来たのと同じような、地下道です」
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　漆黒の闇の中にいた。

　凍り付くほどの寒さの中、身にまとうものの一切を与えられず、剥むき出だしの肌をかばうように歩き続けた。

　武器もなく、ひどくたよりなく、それ以上に心細く、なのに、心は急せかすように身体を追い立てる。

「どこへ行こうとしているのか、我は……」

　誰かに会いに、どこかへ、その者のいる場所なのか。

　会いたい、会いたい、会いたい。

　触ふれられたい。なでられたい。包まれたい。

　抱き寄せられたい。抱きしめられたい。すがりつきたい。

　受け入れたい。奥おくの奥まで。身体の、中心まで。毀こわされるほど。

「ぁ」

　とダルタニアンは想おもう。

　そのとき、すべてがわかった。わかった、気がした。

「我は……奪われたかったのだ。我を、奪い尽つくし、侵し尽くし、喰らい尽くす、そんな男であっても……」

　破は滅めつへの願望ではない。

　けれど似ていると言われれば、否定はできない。その瞬間には同じものだったのかもしれない。

　なぜ。

　もっと、やすらぎを、あたたかさを、やすらかな眠りを、求めていたはずなのに。

　いや、求めていた。

　そこにそれが、あると思えた。憧れて、そこに向かって歩いていきたかった。歩き出した、はずなのに。

「宗むね朗あきら、そなたのもとへは……我は」

　戦い。やはり、戦いしかない。戦うことでしか、「剣姫マスターサムライ」は……。

　戦いの果てに疲つかれて、求めたやすらぎなのか。それでしかなかったのか。

　優しくされたいのに、荒々しく奪われたいのか。

「慶よし彦ひこは……我を、愛してなどいない。すべては虚飾。偽にせ物ものの芝しば居い。気づいていた。わかっていた、のに」

　光が。

「っ……！」

　射してきた。そう思ったときには、あたりがすべて光に包まれる。

　自分の手て脚あしも見えない、そんな闇から光の海へ。白く光って、まぶしすぎて、ものの影かげもなくて、見えない。

　なにも見えない。白い闇だ。

　その中で、ダルタニアンは立ちつくしていた。

　もう寒さも感じない。暑さもない。

　風もなく、匂においもない。どこまでも平らかで、風景のない世界。自分の身体までなくなってしまったように、感覚がない。

　肌もプラスチックのように、触れてもなでても、痛みもなければ、よそよそしい偽物の感かん触しよくしかない。

　変わってしまった。変わってしまう。

　自分が自分でなくなる。それでも残るのは自分の身体。「剣姫マスターサムライ」の能力。慶彦の「剣姫マスターサムライ」であるという、その真実だけ。

　シャルル・ド・ダルタニアン。

　兵器としての「剣姫マスターサムライ」の実体だけが、そこに厳然として残り続ける。



　無菌室の中は、人工の光で満たされていた。

　ほとんどすべての機器も白で統一され、そのせいで反射する光が室内にあふれる。

　そんな中、真っ白い陶とう器きのような手術ベッドに寝ねかされていたのは、なによりも白い裸ら身しんを露あらわにしたダルタニアンだった。

　その肌のあちこちには、多くのチューブやセンサーが装着されている。口も挿管で塞がれていた。

　長方形の手術台の周りには、多くの機器類が整然と並べられている。

　特徴的なのは、すべてがロボットアームに繋がっていることだ。つまり無菌室に人間は入らず、すべてがロボットアームの操作で行われる。

　これら無菌の手術室を俯ふ瞰かんするように、天てん井じよう部分が大きなガラスドームになっていた。さらにその周りに、下の機器のすべてを操作するコンソールが配置されている。

　いまそこに十数人もの医師、看護師、オペレーターなどがひしめいていた。

「ヘモグロビン濃度、10.23から9.75g/dへ。アルブミン、2.8g/dへ。Ａ／Ｇ比、0.89。ＺＴＴ、2.8。Ｃｈ‐Ｅ、0.56IU/に低下しました」

　看護師が手元のモニターで次々に数値を読み上げる。

「『剣姫マスターサムライ』の波動が落ちています」

「アナキロン塩酸塩を10m皮下投与。βラクチムを静脈内に注入」

　医師が指示し、グローブ状のマニピュレーターコントローラーに両手を入れたオペレーターが機器を操作する。

　手術室のロボットアームが静かなモーター音とともに動き、極小の針が無数についた特殊注射器をダルタニアンの胸に押しつけていく。

「……っ！」

　ピク、ン！　ダルタニアンの身体が痙けい攣れんする。

　ただの反射とわかっていても、意識があるのでは、と疑ってしまう光景だ。

　そこへ、

「進んでいるか」

　奥の気密扉とびらが開いて、入ってきた人物。

　ガードを三人ともなった、慶彦だった。

「これは」

　医師たちが総立ちになる。それをとどめて、案内された椅い子すに腰を下ろす慶彦。左右と背後に、ガードが直立する。

　ガードは、武ぶ應おう学がく園えん塾じゆく生徒会の学生たちだ。

　全員が武士階級の子弟で構成される学園塾の中でも、エリートを集めた富士本校舎。その中でも徳とく川がわ家譜代、あるいは親戚筋の者ばかりを集めた生徒会。

　俗に旗本生徒会と称される、その中でも選りすぐりの少年たちが、ふだん慶彦の身の回りの世話から、こうして護衛までを担当する。

　医師のうち、チーフとおぼしき者が慶彦の側へ近づき、説明を始めた。

　手にしたタブレット型ＰＣを用いて、ガラスの下のダルタニアンの状態をことこまかに伝える。

　慶彦は満足すると、

「わかった。続けたまえ」

　脚あしを組む。

　慶彦の案内されたシートは、ガラスドームにもっとも近い「特等席」だ。見下ろす下に、手術台の上に裸身をさらしたダルタニアンがいる。

「ニア。ぼくのためにその身をささげてくれるんだね。うれしいよ」

　さまざまなチューブやコードをつけられ、口までも塞がれたダルタニアンは、もとより答えることもできない。

　ときおり睫毛がかすかに震えるのだけが、わずかに確かく認にんできるだけだ。

　慶彦は見下ろしながらなにを思ったのか、

「布を探して来るんだ。ドームにかけてやりたい」

　ガードの少年に言う。

　すぐに出て行った少年が、数分後に持ってきたのは洗いたてのシーツだった。ガラスドームにかけようとすると、

「それでは実験体のようすがモニターできません」

　医師のひとりが抗議した。

　しかし慶彦は、

「あらゆるセンサーや機器で数字的にモニターできているはずだ。ニアの身体はぼくだけのものだからね。ぼくの、花はな嫁よめなんだ」

　そう言って笑った。

　言葉の意味を、その場にいる全員がはかりかねている。命令を受けたガードが、他の者とふたりでガラスドームをシーツで覆おおった。

「続けろ」

　あらためて慶彦が言う。

「わかり、ました」

　医師やオペレーターたちが持ち場に戻もどる。

　シーツの下、手術室では、ダルタニアンに向かってさまざまなロボットアームが、その先に特殊注射器やメス、カッターなどを取り付けた姿で、向かって来ていた。



「……風が、出てきたか」

　正しよう雪せつが空を仰ぎ見た。

　しかし雲はない。丸々とした月が、漆黒のシルエットを見せる富士を見下ろして浮うかんでいた。

　この日のために作られた祭殿は、まだ白木の匂いを残している。

　一層の切妻造りながら、高欄を高く取り、実質二層分の高さを持つ。屋根の上には、鬼き紋もんを持つ駒こま額びたいを左右に、その間に千ち木ぎを高々と掲かかげていた。二本の木を組み合わせ、「×」の上部分のように屋根を彩る神社建築だ。

　いま正雪は、いつものコートとスーツではなく、狩衣に身を包つつみ、笏を手に、懐中烏え帽ぼ子しを頭に、という神職の出で立ちで、階きざはしを上っていく。

「すでに大おお江え戸どでは慶彦さまが、あの『剣姫マスターサムライ』を御供とされているはず」

　一歩一歩、階を上る正雪。

　高欄に上ると祭壇の前へ進む。

「……ゲノムの解析と抽出、増殖。科学的な手段では、最後の最後、遺伝子を定着させることができない、か。『剣姫マスターサムライ』の力がそれを拒むのか、しかしこの方法ならば」

　顔を上げ、もう一度空を見る。

　月が、欠け始めていた。

　月蝕である。それも、本来ならばありえない、月の輪郭が輪のように残る金環食。

　祭殿の屋根の上、千木のちょうど間に月がある。そのように建てられているのだ。千木が月を挟はさみ込んでいる、捕らえているようにも見えた。

「あの近代的な実験室が、同時に霊的な結界の中心となっているとは。そしてそれはこの祭殿と繋がり、また、多くの支社を介して富士の学園塾へ繋がっていく。本丸、生徒会棟とう地下の、培ばい養よう工場に」

　その学園塾校舎もまた、霊的な仕し掛かけを存分に施された、一種の霊場でもある。

　そして大江戸と学園塾を結ぶ線上の中点に、この祭殿は配されていた。

　正雪は笏を胸の前にかざし、目を閉じる。

「すでに手配は十分。あとはゲノムのデータが送信されるのを待つのみ。この祭殿と支社が学園塾へ結ぶ。いわば『氣』の増幅器」

　どうやら、これまで科学的な方法では成功がどうしてもおぼつかなかったものを、正雪の持つ霊的秘術を重ねることで為なす装置がこれら祭殿であるらしい。

　そして月の力。

　以前、天あま草くさの変のおりも、正雪はこれを駆使し、日食を利用して富士山を大噴火させようとした。

　祭儀は天草が執り行ったが、発案のもとは正雪だ。

　いわばその秘術の応用であり、そこに目を付けた慶彦が正雪を探し出させ、自らのもとにふたたび呼び寄せた。

「慶彦さまの御代がこれで来るのか。……いや、柳生やぎゆう宗朗と、やつの『剣姫マスターサムライ』たちがいずれ『剣妃サムライブライド』となったとき、それは自ずと知れよう」

　烏帽子の下、仮面を取り去り、素顔をさらす正雪。

　かつて炎ほのおに焼かれた半面を、月の光が濡らす。その光が急激に小さくなり、あたりは暗闇に覆われていく。
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「この穴は、どうなっているんですの？」

　かろうじて人が腰こしを屈めて歩ける程度の横穴が、えんえんと続いていた。

　ときおり穴は上方向への傾斜がついて、ほぼ上り坂になっている。

　ところどころにぼんやりした灯あかりが点っているのは、普段からこの穴がいつでも使えるよう整備されている証拠でもあった。

「兼かね続つぐさんは初めてですけれど、こうした地下道が天てん城じようの地下には網の目のように張はり巡めぐらされているようです」

「十じゆう兵べ衛えたちもお兄ちゃんといっしょに通ったの！　ぞうさんが教えてくれたんだよ」

「ウキュゥゥ！」

　前を行く十兵衛たちが言う。

　先頭は身体の小さい佐さ助すけ。殿しんがりは半はん蔵ぞうだ。

「あの落とし穴の近くに、この抜ぬけ穴あなが通っていたんですね。偶ぐう然ぜん、兼続さんが掘り抜いて」

「偶然ではありませんわ。壁かべの向こうに空洞があるのを『氣』の流れで感じたからですの。こんな抜け穴とは知らなかったですけれど」

「でも、どこに続いてるのかな」

　十兵衛が言う。もう十分以上も歩いていた。

　地下道は基本、脱出のために造られているようで、他の地下道と交わったりはしない一本道だ。

「そうですね、お城の外に出られたらいいのですけれど」

　半蔵の言葉が不安げな調子を帯びる。

　道はさっきからずっと上っている。ということは、

「引き返しましょう！　反対側へ行けば……」

「けど、土で埋うまっちゃってたよ？」

「それも、兼続さんの大鎚でもう一度掘削してもらえれば」

「水が流れ込んでしまいましたわ。低いほうへ進むのは無理ですわ」

　十兵衛と兼続が言う。

　しかしそうするうちに、こんどは道が下り始めた。

　どこまでも下り、不安になるほど。あきらかに、落とし穴をぶち抜いて地下道に入った時点よりも、標高で下っている。

　ややもして、

「ウキュ！　キュゥゥ！」

　佐助が声を上げた。十兵衛が追いつくと、

「行き止まりだよ！　ここ、もう土の中じゃないみたい」

　たしかに、そこだけが急に広くなり、あらあらしい土壁はきれいにコンクリートになった。視線の先には、

「扉ですわ。それも倉庫みたいな」

「ここの先は、城しろの地下室かなにかでしょうか」

　金属で出来た観音の扉が固く閉ざされている。

「なら、この扉を吹ふき飛とばしてやりますわぁあ！」

「あ、待ってください、まだ！」

　半蔵が止めるのも聞かず兼続が大鎚をかまえ、一気に振ふり抜く。円錐形に尖った先せん端たんが扉の合わせに食い込み、こじ開けるように破壊した。

「わぁっ！」

「ウキ！」

　思わず首を縮める十兵衛と佐助。

　半蔵は油断なく扉の向こうをうかがう。

　果たして、地下道がたどり着いたその場所は、

「なんですの、ここは？」

　兼続が首をひねる。

　それまでの地下道どうよう、薄暗い。

　残骸を避よけながら、それまで扉だった部分を越えて足を踏ふみ入いれると、やや長い廊ろう下かの向こう、急に視界が開けた。

「ここは……」

　体育館ほどの天井の高さと広さ。なのにポツポツと暗い照明しかなく、全体が暗がりに包まれている。

　けれどすぐに、その理由がわかった。

　高い天井に届きそうなほど、そびえ立つ機械装置が中央に山をなしている。

　そのほとんどは暗くて詳細はわからないものの、それぞれが円筒形のシリンダーを抱かかえているのが特徴的だ。

　誰だれもいないのか。あれだけの大きな音で扉を破ったのに、飛んでくる警備の兵の姿もなかった。

「すごぉい！　お城の中にこんなところがあるの」

　十兵衛が進み出ると、機械の山のふもと、操作台を覗き込む。またたくように光る多くのスイッチの中から、

「んっ？」

　ひとつを押した。

「あ、ダメですよ、勝手にさわっては！」

　半蔵があわてるが遅おそい。

　電気モーターと油圧動作系の音とともに、シリンダーの外側を覆っていた扉が開く。中には、

「人、ですの？」

　同じ形のガラスの容器が鎮座していた。内部を、薄青い液体が覆っている。さらにその中、白い人影が浸つかっていた。

　完全に、液体の中に封入された状態。

　なにひとつ身につけない、白い肌をたゆたわせている。

　身体のあちこちにチューブやコードが取り付き、それらだけで、なんだか人体の内臓の中を思わせた。

　不気味とも言えるその姿は、近いもので解剖教室のホルマリン漬け標本を連想させなくもない。

　一同がやや退く中、

「ウキュッ！」

　佐助が急に吠える。ガラスシリンダーの中を指さして飛び跳はねる。すぐに十兵衛も気づいた。

「チロにゃん！　あれ、チロにゃんだ！」

「えっ？」

「チロって、本ほん多だ平へい八はち郎ろうですの？　幕府四し天てん王のう『剣姫マスターサムライ』の」

　半蔵、兼続も見上げる。

　液体の中で見えにくいが、おかっぱの髪、まだ初等部の生徒にも見える幼い顔立ちなど、温泉旅館で会った本多忠ただ勝かつに間違いなかった。

　もう言うまでもない。

　この地下の空間は忠勝ら四天王の補給、再調整施し設せつ。そのための機械類が詰つめ込まれた特別の部屋なのだ。

　そして千せん姫ひめが洗脳されたのも、この再調整機器の応用によるものだった。

「どうして、この機械だとわかったんですの。ほかにも」

　兼続の言うとおり、円筒は四つある。

　そのうちふたつの操作盤に灯りが点っていた。

「うん。なんだかチロにゃんの匂いがしたの。それで、十兵衛、えいっ！　って」

「えい、って、知りもしないで適当にボタンを……まあ、いいですわ。十兵衛はそういうタイプだから……って！　やめろですわ、お猿さるさん！」

　目を離はなした隙すきに（？）こんどは佐助が別の操作盤をいじっていたのだ。

「ウキュ！」

　押したボタンは、

「こんどはこっちの容器が」

　半蔵が見上げる。

　よく見ると、操作盤には「３」の文字があった。忠勝のほうは「１」だ。

　その「３」の容器の覆いが開き、中のガラスシリンダーが露出する。同じく青みを帯びた液体の中に封入されていたのは、

「康やす政まさ、さん……！」

　榊さかき原ばら康政だった。

　忠勝に助けられて土ど牢ろうから出たとき、半蔵は西の丸で会っている。

　同じように多くのチューブとコードにまみれ、眠るようにたゆたっていた。

　忠勝よりは長い髪。それに背も高く、身体付きもずっと大人っぽい。もっと言えば、胸のサイズは数倍も上。

「どうしてこのふたり、こんなことになっているんですの？　それに、あと残りのふたりは……」

　兼続が気にするのは、残りふたつのシリンダーだ。

　だが「２」、「４」と記されたふたつの機器の操作盤に灯りはなく、覆いの向こうに直なお政まさと忠ただ次つぐはいないように思われた。

「幸ゆき村むらさんがおっしゃっていました。あの鎧といい、四天王『剣姫マスターサムライ』からは人工的な匂いがする、と。こういうことだったのですね」

「じゃあ、この機械が『剣姫マスターサムライ』を作るとでも？　そうなんですの？」

「ウキュ？　キュゥ？」

　これだけでは、真相はわからない。

　しかし幸村の言葉を裏付けるように、四天王「剣姫マスターサムライ」が普通とは異なる存在であることは間違いないと思わせる。

「そんなことないよ！　チロにゃんはチロにゃんなの。すごくいい匂いがして、ちっちゃくて、かわいいんだよ！」

　十兵衛が言う。兼続が、

「それはわかってますわ。けど、これはなんですの。お風ふ呂ろに入っているわけではありませんのよ」

「それでもチロにゃんだもん！　じんこう？　的とか関係ないの。十兵衛の好きなチロにゃんなの。きっとこの人も」

　指し示すのは、康政のシリンダーだ。

「きっといい人なの。チロにゃんと同じ匂いがするもの」

　反論しても、がんとして聞き入れない。

「たしかに、わたしを逃にがして、見逃してくれたのはこのおふたりです。四天王『剣姫マスターサムライ』といっても、いろいろあるのかもしれません」

「どっちにしても、これはチャンスですわ！」

　半蔵は言うが、兼続は強調する。

「なんだか知りませんけれど、この機械が四天王にとって大事なものであるのは確かですわ。なら、ぶっ壊こわしてしまえばいいのですわ！」

　大鎚を振りかぶった。

「ダメ！　ダメだよぐっちゃん！　そんなことしたら、チロにゃんが」

「甘っちょろいことを言っている場合ですの？　わたくしたち、何度も死にそうになったんですのよ！」

「でも、チロにゃんは助けてくれたよ。正々堂々戦おうって、チロにゃんが助けてくれたんだよ！」

　十兵衛の言も正しい。

　康政とその鎧の攻こう撃げきで絶体絶命に陥った宗朗や千姫を救ったのは、やはり鎧をまとった忠勝が割って入ったからだった。

　そのうえで、忠勝は言った。

「柳生宗朗とは、あたいが決着をつけるんだよ！　それはあたいが、幕府のサムライ、将軍の『剣姫マスターサムライ』だからなんだよ。サムライは死ぬときまでサムライ。戦って死ぬのがサムライなんだよ！」

　囚とらわれた半蔵を助けたのも、温泉旅館で宗朗たちに助けられたことへの借りを返した、としている。

　つまり、これで柳生道場側と忠勝は五分。

　次に戦うときは、全力で堂々と。どちらもがそう思っていた。

「でも！　ですわ」

「そうそう。この施設を壊されるのは少々困るのでございます」
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　不意に新たな声が響ひびいた。

　驚おどろき、振り返かえる十兵衛たち。そこにいたのは、

「確かお姉さまに落とし穴へ落とされたはずなのに。こんなところに出てくるなんて、悪運が強いにもほどがあるわね」

　直政と忠次だ。

　鎧を十兵衛と兼続に撃げき墜つい、跳ね飛ばされ、そのまま戦闘不能になったものと思われていた。

　じっさい、鎧は修理と整備が必要な状態。

「あなたたちは」

「察しのとおりでございます。この装置はわたしたちのもの。必要なものなのでございます」

「なにか変なものを見るような目だけれど、思い違ちがいはやめてほしいわね。わたしたちは、あなたがたと違う、新しい『剣姫マスターサムライ』。『将』とキスなんて野蛮な方法で契ちぎるとか、そんな生臭い『剣姫マスターサムライ』とは違って、細さい胞ぼうから清潔に保たれているのよ」

　直政、忠次が言外ににおわせるように、激しい戦いのあとは、本人たちも再調整が急務だった。

　それでなくとも、定期的な検査と調整が不可欠とされている。

「やっぱりそうでしたのね。なら、よけい好都合ですわ！」

　けれど兼続は、逆にここを勝機と譲らない。

「ダメだよ、ぐっちゃん！　チロにゃんが！」

「いまそんな場合ですの。一気にカタを付けるチャンスですわ！　そうすれば千姫さまだって、野や獣じゆう宗朗だって、助けられるんですのよ！」

　千姫の名が出ると、半蔵の心が動く。

「御お姫ひいさまを……」

　助け出すのが、半蔵のなによりの目的だからだ。そして千姫によって連れ去られた宗朗も。

「ウウウ、ウキュゥゥ」

　小こ猿ざるの佐助がけんめいに考えている。考え過ぎて、答えが出ずに、目を回して、

「キュ！」

　倒れた。

　そんな兼続たちを見て、直政、忠次が言う。

「そっちの事情はこの際どうでもいいのでございますけれど」

「ここから黙だまって出て行ってもらいたいのよね。でも安心して。タダでとは言わないわ。取り引きよ」

「取り引き？」

　兼続がけげんな顔になる。

「そうでございます。ここから退去していただく代わりに、あなたがたの仲間、徳川千を引き渡すでございます」

「御姫さまを！」

「ええ。居場所を教えるわ。そのまま連れて帰ってもいいわよ」

　大きな交換条件だ。

　少なくとも、江戸城に潜せん入にゆうした今回の目的は達せられることになる。

「お兄ちゃんは！　お兄ちゃんもいっしょじゃないとダメだよ！」

　しかし十兵衛。

「柳生宗朗でございますか。いいでございます」

「え、ほんとに？」

「どうせお姉さまといっしょにいるでしょうからね。連れて帰ってもいいわよ。……連れて、帰れるのなら、ね」

　忠次がひとりごとのように小さく付け加える。

　条件は整ったように見えた。

　しかし、

「ふぅん、そうでしたの。わざわざ千姫さまと野獣宗朗を返してくれるなんて、この機械、よほど大切なものですのね」

　兼続が進み出る。威い嚇かくするように、大おお鎚づちを肩かたの上で揺らした。

「ダメだよ、ぐっちゃん！」

「兼続さん、いまは御姫さまたちを連れて帰ることが先決で」

「ウキュ！」

　直政も言いつのる。

「いまだけでございますよ。鎧よろいが直ってくれば、おまえたちなぞ」

「だからですわ！　ただの、この場しのぎですわ。この連中が千姫さまや宗朗を、おとなしく渡すなんて、思えませんわぁぁあああ！」

　思い切り大鎚を振りかぶると兼続は、

「やめなさ……イヤぁああ！」

　悲鳴をものともせずに、叩たたきつける。

　ガシャァァアアア！　巨きよ大だいなガラスが割れ、飛び散る。

「ぐっちゃん!?」

「兼続さん！」

「まだまだ、ですわぁ！」

　兼続の大鎚は止まらない。操作盤をこなごなに破壊し、さらに別のシリンダーも砕くだいていく。

「ぁあああああっ！　やめてでございます！」

　とっさに飛び出す直政と忠次だが、間に合わない。

「いっちょうあがり！　ですわ！」

　シリンダーとその装置を使用不能にして、兼続はようやく大鎚を置く。そのうえで、振り向むく。

「チロともうひとりの分は残しましたわよ」

「あ」

　たしかに、忠勝と康政の入ったシリンダーは無事だ。

　それぞれのシリンダーが専用で取り替かえが利かないとしたら、兼続は直政と忠次だけに損害を与えたことになる。

「おのれ！　でございます！」

「このまま帰さないわよ」

　脇わき差ざしを抜きはなつ直政と忠次に、

「十兵衛さん！」

「うんっ！」

「ウキュッ！」

　こちらも、一歩も退かないかまえの半蔵、十兵衛、佐助。

　しかし兼続が、

「ここはわたくしにおまかせですわ」

　そう言って進み出る。

「わたくし、この大鎚がなぜこんな形になったのか、だんだんわかってまいりましたわ。使い方がハウツーですわ！」

「ハウツー、が使い方、という意味かと」

　半蔵が訂正するが、兼続はそのあたりを意に介さない。

　どうやら何度か大鎚を振るって、「氣」を通わせているうちに、新型大鎚の機能がつかめてきたようだ。

「片側が尖とがっていようが、ハンマーはハンマーでございます」

「こんな狭せまいところでむやみに振り回せば他の機械も壊してしまうわよ。忠勝と康政には傷を付けたくないんでしょう」

　こうなると逆に、これ以上の破壊ができない兼続や道場側が不利になる、という忠次の計算だ。

「たしかに。こんどはわたしたちが忠勝さんたちを守って戦うということに。でも、ここを出れば……ぁあ、わかりません！」

「キュゥゥ」

　佐助の爪つめはともかく、半蔵や十兵衛も長物の武器は使いにくい。直政たちは最初から脇わき差しで挑いどんでくる。

「言ったはずですわ。このわたくしにおまかせ、と。一気に行きますわよ。遅れないでついて来なさいですわぁあ！」

　そこまで言うと兼続が、大鎚をふたたび振りかぶる。

「ぁ、ぐっちゃん、また……！」

　十兵衛の心配は、しかし杞憂に終わる。

　兼続の大鎚は機器類や壁などを叩くわけではなかった。ブンッ！　空中を大きな弧を描いて一回転する。

「なんでございます？」

「空から振ぶりかしらね……ぅん？」

　もちろんそうではない。

　大振りとともに、大鎚の尖った先端がギュルギュルと回転していたのだ。そして一回転を終わることに、ギャギャギャッ！

「外れた？」

　鋭するどい回転の果てに外れた先端部が落ちてくる。それは床ゆかの上でも激しく回転を続け、まるで……、

「コマみたい、だよ！　ぐっちゃん！」

「ウキュッ！」

「これぞ直なお江え流戦鎚術新型、愛あい戦いくさ駒こまですわぁあ！」

　コマと化した大鎚の一部は、回転の遠心力のせいか直径までが増している。上面に描かれた「愛」の文字は回転していない。

「愛……」

「愛、なんだ」

「キュゥ」

　十兵衛たちがやや呆あつ気けにとられる中、大鎚の残りの部分をかついだ兼続が、コマの上に飛び乗る。

「強行突とつ破ぱ、行きますわよぉお！」
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　クチュ……。濡ぬれた粘膜をなぞり、かきわけるような音と感かん触しよく。

　千姫が唇くちびるをわずかに開き、舌でなめた。

　目を伏せながら、下半身に感覚を集中する。

　膝ひざ立ちになった夜具の下、宗朗があおむけに横たわっている。その腰をまたいで、千姫が上になっていた。

　あと数センチ、十数センチ、腰を沈めればなにかが変わる。

　千姫にとって、これまでどれほど求めて、得られなかったもの。それを自分のものにしてしまえる。

　自分だけのものに。

「ぁぁ、あ……」

　もっとも熱く潤うるんだ場所に触ふれるだけで、裸ら身しんを貫つらぬくような衝しよう撃げきが走る。それだけで頭の中に白い火花が散って、なにも考えられなくなる。

「いいのよ。ここには千と宗朗だけ。誰もじゃまなんてしない。このまま、なにをしたって……」

　胎たい内ないからの渇きに応こたえるように、身体が発汗して、熱くなっている。匂においが強くなって、自分の匂いに咽せるようだ。

　あのときもそうだった、と千姫は思う。

　天てん海かいの罠わなが張り巡らされた温泉旅館で、催淫剤を盛られ、どうにも身体が火照って止まらなくなった。

　けれどそれよりも、同じ催淫剤で暴走した宗朗に襲おそわれ、あと一歩で奪うばわれる、というその刹せつ那なの疼き。

　内うち腿ももの「剣姫マスターサムライ」の徴しるしが濃くなって、芳香を放つ。

　そこから身体の中にまで、すべてをとろかす刺し激げきと信号が絶え間なく、感覚中枢へと送られ続ける。

　すっかりとろけきっていた。

　いますぐ迎むかえ入れても、初めての行為でも、きっと確実に上り詰めてしまう、そんな確信にも似た予感。

　それがいまも……。

「ぅ、うっ！」

　とたん、千姫はうめいた。

　まだわずかに触れただけで、深く埋まり込んでなどいない。

　なのに、

「なんなの……熱い、ううん、痛、ぃ……」

　徴が過熱し過ぎて痛い。ヤケドのように疼く。

　まるで、これから起こることを先取りして、快感だけが暴走しているのかと思った。けれど、

「違う……徴だけじゃなくて」

　身体全体が、刺さされるように痛む。

　肌はだに無数の錐きりを突つき立たてられるような、毛穴という毛穴から出血するのではと思う激痛が襲う。

「ぁああ、どうなっているの、なんなの……よ！」

　耐えきれずに、千姫は腰を上げた。

　倒たおれるように、宗朗の隣となりに横たわる。

「はぁ、はぁ、ぁ……」

　息さえも苦しかったのが、徐々に収まってくる。

　裸はだかの胸がゆるやかに上下するころには、肌や胎内の痛みも収まり、内腿の徴も色を落ち着かせていた。

「妨げられているの？　でも、あのときは……」

　宗朗が千姫や幸村を並べ、ダルタニアンまで。裸のお尻しりに、いまにも突き立てられそうだったというのに、徴は熱くなりこそすれ、痛みなどなかった。

「千からじゃ、ダメだっていうの？　そんな」

　そんなことがありうるのだろうか。

　けれど、そうとしか理由が考えられない。千姫の脳のう裏りに、

「伊い耶ざ那な美みから愛を告白して、できた子どもは水蛭子、淡島となって流した。あらためて柱を回り、伊い耶ざ那な岐ぎから愛を告白すると……」

　そこまでつぶやいて、ハッとする。しばらく天てん井じようを見つめていたが、

「まさか、ね」

　笑った。すると身体の火ほ照てりもすっかり冷めていることに気づく。

「まだ、そういうときじゃないの？　宗朗が正しかったのね。いいわ。だけどあきらめたりなんかしないもの。ずっと千が、いちばんだって、思わせてあげる」

　宗朗の胸に顔を乗せかけ、その肌を手のひらで確かめるようになでる千姫。千姫の胸もまた、むっちりと潰れながら押おしつけられる。

　けれどいまは、ただ肌と肌を合わせた暖かさや、なめらかな感触、たちのぼってくるかすかな匂いが心地いい、というだけだ。

「いつまで眠ねむっているのよ。そろそろ起きないと、また別の方法を試すわよ。いいかげんに……ぅっ！　う、ぅうう！」

　とつぜんの頭痛に、こめかみを押さえる。

　さっきまでの痛みとは違う。

　再調整された人格が表面に出てくる、あの痛み。意識を乗っ取られる恐きよう怖ふ。

「ぁあああ！　だ、ダメ……宗あき、ら……！」

　ギュゥゥ、と力いっぱいつかんだ敷布が深いシワをきざむ。ようやく手のひらが離れたときには、

「はぁ、はぁ、はぁぁああ！　なんだよくそがぁああ！　てめえの○○○○、ようやく使いものになったと思えばこれだ！　くそっくそっくそっ！　ふざけんな、ちくしょう！　はぁ、ぁぁあ……ならいい。どうせ使えないんだろ、だったら、もう生かしておくこともねぇえええんだよ！　すっぱりやってやるってんだ」

　とっさに跳ね起きると、千姫が夜具の横に立てかけてあったデスサイズをつかむ。

　大きくふりかぶると、そのまま宗朗の首を刈る……。

「申し訳ございません、千姫さま！」

　とつぜん、襖ふすまが開いた。侍じ女じよが転がるように飛び込んでくる。千姫の腕うでをつかむ。

「なんだぁああ、おまえらぁああ！」

　もうひとりが別の襖から入ってきていた。宗朗にデスサイズを向けられないよう、けんせいしている。

　どちらも、部屋の外で待機している侍女＝サムライ少女に見える。しかし、

「違うな、誰だよ……ははぁああ、わかったぞ、あのときの！」

　千姫が目を見開く。それを合図のように、

「ちっ。まぁ、いつまでもだませるとは思っちゃいねえぜ。そろそろ名乗ってやるか、なあ、景の字！」

「いつでも」

　ふたり、すっくと身を寄せる。顔の変装をいっきに解いた。

「奥おう州しゆう無双！　前まえ田だ慶けい次じとはオレのことだ！」

「上うえ杉すぎ景かげ勝かつ、おぼえておくといいの」
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「PEA値上じよう昇しよう！　RA、CPR陽性、総ビリルビン、アミラーゼ、上昇しています。肝機能、膵機能ともに低下、心外膜に微び細さいな振しん動どうも。一部生体反応に遅延が生じています」

　看護師の読み上げる数値とともに、いくつかのモニターには警告を表す文字が表示され、画面が明滅、警告音までもが鳴る事態に、操作室は騒然となる。

「HDL-Coh、10mg投与。神経電流のレベルを強制的に120mVに引き上げろ」

「しかしそれでは全身の神経シナプスが焼き切れて……！」

　医師の判断に抗議するオペレーター。

　操作室の視線が慶彦に集まる。

「かまわない。やれ」

　慶彦の口がそう告げる。まったく躊ちゆう躇ちよも迷いもない。最初からそう決まっていた、そんなふうに答える。

「……くっ！」

　オペレーターが唇を噛かみながら、機器を操作する。とたん、各種のモニターが、これまでにない激しい明滅と警告を発してくる。

　ガタッ、ガタン！　ほとんど音を通さないガラスの下から、異様な振動が聞こえてくる。誰もが顔を曇くもらせる。

　慶彦は手を伸のばすと、自分がかけさせたシーツをまくり上げた。

　手術室を見下ろす。

「ぅぐ……うぅ、ぅ」

　下から見上げる視線が、真まっ直すぐぶつかって来た。口に挿管チューブを差し込まれ、声を発することもできないダルタニアンだ。

　険しさを強める眉まゆは、苦痛だけのせいではない。ときおり歪むまなこには、目尻に涙なみだをぷっくりと湛えている。

「バカな！　意識などあるわけがない！」

　覗のぞき込んだ医師が驚く。

　四肢を手術台に拘こう束そくされていなければ、ダルタニアンはもっと、身を起こすことさえできたかもしれない。

「MSpkt粒子、細胞レベルから放出、始まっています。すごい！　ケタ違いだ」

　看護師の言葉がきっかけのように、ダルタニアンは二度、三度、大きく痙けい攣れんすると、ついにその瞳ひとみを閉じる。

　まるで慶彦に看取られるように、動かなくなった。

「ニア、それでこそぼくの花はな嫁よめだ。よく、やったよ」















　ふたたびシーツを閉じて、慶彦がシーツに深くおさまる。その表情に、安あん堵ども達成感も浮うかんではいなかった。



「来たか」

　祭殿に向かい合う正雪。

　千ち木ぎが挟はさみ込む月蝕の月も、ちょうど環を形づくっている。

　大おお江え戸どの方角から流れてきた「氣」が、いくつもの支社を通ってこの祭殿に注ぎ込む。そこに月蝕の力が加わると、祭殿がふたつの「氣」に崇められ、ゆらり、陽炎かげろうのようにゆらめいた。

「綾畏天照國照統大神御前拝奉諸諸命神等世世御祖命教主命惠蒙人等御前尊奉恐恐白。統大神高尊霊威蒙奉任給寄給大命違事無怠事無仕奉諸諸荒疎禍津日禍事穢事無横道迷入事無言退行和玉鉾……」

　正雪の唇が祝詞を唱える。

　やがて陽炎は西の空へと、富士の山並へ流れて消えていく。



（了）
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　毎度、お読みいただきありがとうございます！

　今巻＝拾参巻は「対幕府編」の三巻目になります。

　と書いたところで、じゃあいままでは何編だったの？　という疑問もあろうかと思い（あるのか？）、これまでを整理すると、壱～肆が「対生徒会編」、伍～漆が「対天草編」、捌～拾が「対天海編」になるのかな、と。「対」はいらないかも、と。

　振り返れば、もう十三冊！

　よく書いたな～十三冊。でもまだ終わってません。

　始まったころは正直、ここまでこの物語を書き続けられるとは思っていなかった。そんなに長いシリーズを書いたこともなかったし、だいたい、そんなにネタってあるの？　とも。

　けど、一冊書けるとまた次の巻のストーリーが浮かび、巻を跨ぐ大きな話も、終わるとまた書きたいことが出てきて、ここまで続けることができました。

　と簡単なことでもじつはなくて、何も浮かばずに落ちまくったり、書いてる途中でも次の展開が出てこなくていやな汗が出てきたり、汗に限らずいろんなものが出たりするのは日常茶飯事だぜ！！！！！

　でもなぜか、そんなときに限って突然ドギューン！　とアイデアが湧いたり、いや、ズキュンくらいかな、とにかくなんとかやって来れました。

　思えばいつも十兵衛たちキャラクターに助けられた、と言えばきれいごとというか、定番な気もするけどまさにそうで、彼ら、彼女たちに方向を示してもらって、ようやくたどり着けたという感じです。

　言うまでもなくＨＪ文庫編集部はじめ、フィギュアやグッズでお世話になっているホビージャパンのみなさま、いつも想像以上の美麗かつエキサイティング！　なイラストをぶちかましてくださるＮｉ画伯、それになにより、ここまで読んで、ついて来てくださった読者のみなさまがたに深い感謝を！　もうほんと、言葉もないくらい……ってなんか最終回みたいになって来たー！　いや、ちょっと振り返りつつ感謝の気持ちを、と思ったのが、長くなったようです。でも気持ちはマジ偽りなく、ありがとう！　そしてありがとう～！



　さて、この巻が出たら次の大きなお楽しみといえば、アニメですよ！　第二期です。

　そろそろ発表されつつありますが、アニメ二期は原作でいうと「対天草編」を基本、ベースとしたものになります。

　え、でもアニメでは一足先に天草四郎を封印しちゃったんじゃないの？　と思われるはず。

　なので内容はその分変わりますが、宮本武蔵、佐々木小次郎、荒木又右衛門、宝蔵院胤舜の四剣鬼が登場。敵として柳生道場に真っ向勝負を挑んでくるのは同じ。真っ向勝負、だけでなく、さまざま～な、ことでも絡んできます。

　魅力的な敵キャラが四人も新登場するうえ、原作だといまの「対幕府編」が初出の前田慶次まで前倒しで出ちゃいます。そのうえ！　一期では出なかった、あのキャラも出ます。まあ、だいたいわかると思いますが、とにかくすんごい楽しみです。

　前作はアニメに関してほとんどノータッチでしたが、今回は自分もシナリオ作りの打ち合わせに出席し、アニメ制作の一端に参加させていただきました。

　だからというわけではないですが、スタッフ全員で徹底的に作り上げた、密度の濃い最高のシナリオになっていると思います。作画面に関しては言うまでもなく、一期をご覧頂いてわかるとおりの安定したすばらしさ。ああ～、早く見たい！



　じつはもうアフレコが始まっていて、その第一回も見学させていただきましたが、もうね、声のキャスト、これまでの柳生道場の面々に加え、四剣鬼のみなさんもほんとに最高で震えましたよ。テンポのいい演出と、まだ全部は完成していないけれどそれでも高いクオリティーの作画とか！　いつまで自分とこのアニメ褒めてんだ、と言われそうだけど、マジでいいですから、正直絶対見てください！



　１月からもまた、ＡＴ‐Ｘ、チバテレ、テレ玉、ＴＶＫさんなどで一期の再放送も始まります。前回の物語をおさらいしつつ、そのまま新作へ突入！　の最高の環境もできました。ＢＤ‐ＢＯＸも出ますし、そっちでいつでも何回も一期の復習してもらってもいいんです。

　なんだかいろいろ書きましたが、原作小説もまだまだ「対幕府編」続きます。自分はこっちでがんばりながら、アニメの完成と放送を心待ちに、楽しみたいと思います。みなさまもごいっしょに～！　よろしくです！



すずきあきら（温泉行きたい）
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